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2004年4月1日，東南アジア研究センターは東南アジア研究所に改編

され，京都大学の附置研究所として再出発しました。4月2日，関係教

職員が多数見守る中，尾池和夫京都大学総長，本間政雄京都大学理事，

田中耕司東南アジア研究所所長，白石隆副所長の立ち会いのもと，東南

アジア研究所看板除幕式が執り行われました。



フィールドから見た東南アジア（1）

東南アジア研究所では科学研究費補助金による調査研究を多数実施してきた。その概要をグラビアシリーズで紹介してい

きたい。まず今回は，平成15年度をもって終了した以下の二つのプロジェクトを取り上げる。

「ウォーラセア海域における生活世界と境界管理の動態的研究」

　自然地理学上の分類線であるウォーレス線は，ロンボク海峡からマカッサル海峡を北上し，ミンダナオ島の東北に抜ける。
ウォーレス線の東に広がるのがウォーラセア海域である。ウォーラセア海域は，多様な森林産物と海産物を有する多島海で，

古くから海を媒介とする人とモノのネットワークが発展してきた。ブギス人が誇るピンシ船は，ウォーラセア海域における
ネットワークをつくってきた海運の主役である（写真1）。フローレス島ではキリスト教が多数派であるが，港や商業の場に

おいてはブギス入などのムスリムが目立っている（写真2）。カツオを一本釣りするブトン人もブギス人同様に，ウォーラセ

ア海域の各地に移住村を形成してきた（写真3）。バジャウ人は海に生活の多くを依存する海洋民で，ウォーラセア海域の広
い範囲に分散居住している。古くから彼らは，ナマコやフカヒレなどの華人向け海産物の採取を生業としてきた（写真4）。

「バングラデシュとミャンマーの少数民族における持続的農業と農村開発」

　バングラデシュのチッタゴン地区のチッタゴン丘陵からコックスバザールとミャンマーのラカイン州にかけての地域では，

多数の少数民族が暮らしている。その多くは，女性は布を腰に巻き，ブラウスという服装である。チッタゴン丘陵では女性
の機織が盛んで，各民族によって腰布に独特のデザインを施す（写真6）。焼畑，水田，漁業を生業とする暮らしぶりにおい
ても共通する点が多く，この地域は歴史的にも相互交流が深い。バンコクからダッカへの空路，アラカン（ラカイン）山脈，

チッタゴン丘陵を横断することになるが，3月には上空からでもパッチ状に広がった山の斜面での焼畑を肉眼でも判断でき
る（写真7）。現在，この地域の水田耕作ではベンガル黎からビルマ黎への変化が国境を越えて進行しっっある。この地域が

国境を跨いではいるが一つの地域であることを主張するかのような現象である（写真8）。丘陵がベンガル湾に接近している
立地条件から，沿岸漁業が盛んであり丘陵地帯の村の定期市にも海の幸が並ぶ。この地域の少数民族は一部キリスト教徒で

あるが，大多数は上座仏教を信仰している。チッタゴン丘陵からシットウエーに修行にきている若い少数民族の修行僧も珍
しくない。



　　　ウォーラセア海域における

生活世界と境界管理の動態的研究

写真ユ　スンバワ島，ビマ港に停泊するピンシ

　　　　船（2002年1月）
写真2　市場で金を売るブギス人（フローレス

　　　　島，エンデ港，2002年1月）
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写真3　ブトン人のカツオー本釣り漁師（フロー1／ス島，マウメレ，
　　　　2002年1月）．水揚げされたカツオは鰹節に加工され，日本に
　　　　出荷される
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写真4　船上生活のバジャウ人（スラウェシ島，

　　　　ゴロンタロ，2002年2月）．古くから

　　　　バジャウ人は，ナマコやフカヒレなど
　　　　の華人向け海産物の採取を生業として
　　　　きた（写真もナマコ漁師）

写真5　路傍で売られるハタ科の干魚（南スラ

　　　　ウェシ，マカッサル近郊，2002年
　　　　2月）．干魚は地域社会における主要
　　　　な商品である



　　　バングラデシュとミャンマーの
少数民族における持続的農業と農村開発
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写真6　チッタゴン丘陵のチャクマ族の機織

　　　　（ランガマテイ県デワン村にて，

　　　2003年11月目
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写真7　チッタゴン丘陵の焼畑（バンドール

　　　ボン県，2001年3月）

写真8　チッタゴン地区で使われている3
　　　タイプの黎上（ビルマ型：シアミ）
　　　中（中間型1テリー）下（ベンガル
　　　型：ナンゴール）（ランガマティ県

　　　デワン村，2002年12月）
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写真10食事を運ぶラカイン族の
　　　女性（シットエー県ミャー

　　　ウー近郊，2003年12月）
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写真9　ラカイン族の上座仏教の僧
　　　　（シットゥー県カラダン川沿

　　　いの寺にて，2003年12月）

「

写真1！ 漁から帰る（ラカイン州グアにて，

2001年11月目



ま　え　が　　き

　国立大学が法人化された年として，2004年は，私たち大学人だけでなく他の多くの人たちに

とっても記憶に残る年となるに違いありません。その2004年の4月，平成16年度から，東南ア

ジア研究センターは「東南アジア研究所」として新たな歴史を刻んでいくことになります。

　1965年の官制化以来，幾度かの改組を経て，東南アジア研究センターは東南アジアの総合的地

域研究を推進する研究機関として成長してきました。その間，東南アジアに関わる膨大な文献資

料・画像資料を収集するとともに，内外の地域研究機関との提携のもと多数の共同研究を実施し

て，わが国における地域研究の中核的研究拠点としての役割を果たしてきました。設立後のこの

ような活動が，科学技術・学術審議会の学術分科会に設置された国立大学附置研究所等特別委員

会で評価され，研究センターから附置研究所への改組が認められることとなりました。国立大学

法人というこれまでとはまったく異なった制度のもとで，大学が，そして大学を構成する各部局

が今まで以上に研究教育の効率を高め，社会に開かれた組織となることが要請されるようになっ

ています。東南アジア研究所への再編を機に，地域研究の中核的研究拠点としての機能を一一pa高

め，このような要請に応えていかなければならないと，所員一同，決意を新たにしているところ

です。

　国際化の進展の一方で，世界を構成する各地域がその独自な個性を主張する事件が頻発してい

ます。そのようななか，地域研究はある特定地域の研究に基礎をおきっっも，地域間比較を視野

にいれたより総合的な研究へと展開しっっあります。現に，特定の地域を対象としたさまざまな

研究・教育機関が連携して，地域研究の一層の推進を図ろうとする「地域研究コンソーシアム」

の計画も始まろうとしています。菓南アジア研究所は，！998年に京都大学に設置された大学院ア

ジア・アフリカ地域研究研究科と協力しっっ，こうしたさまざまなかたちの地域研究における共

同・協力を推進する機関として，その責任をこれからも果たしていく所存です。

　本要覧は，東南アジア研究所の設立以来の経過と現在の研究活動を紹介するために編まれたも

のです。あわせて，研究スタッフの紹介と出版物の目録も収めています。和文と英文の要覧を毎年

交互に発行しており，本要覧は東南アジア研究センターの平成14年度版に続く発行となります。

　なお，附置研究所への改組にともなって，東南アジア研究所へと名称を変更しましたが，その

英訳名は，従来のCenter　for　Southeast　Asian　Studiesを用いることにしました。これまで，

CSEASとして国際的に認知され，親しまれてきた名称を変更する必要はないとの判断からです。

これまで同様，「東南ア研（CSEAS）」への一層のご支援と所員一同へのこ二心・ご教導をたまわ

りますようお願い申しあげます。

平成16年4月1Ei

　　　京都大学東南アジア研究所

所　長　田　中　耕　司
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第1章性格と沿革

　京都大学東南アジア研究所は，東南アジアおよびその周辺諸国を総合的に研究することを目的

として設立された特色ある研究機関である。東南アジアとは，ベトナム，ラオス，カンボジア，

タイ，ビルマ（ミャンマー），マレーシア，シンガポール，インドネシア，フィリピン，ブルネイ

の10力国をさすが，研究の対象としては，厳密にこの範囲に限定しているわけではない。仏教の

研究のためスリランカを含め，熱帯稲作の研究のためバングラデシュ，インド，中国にまで視野

をひろげ，対外経済活動の研究のためには香港，台湾，韓国をも対象としたこともある。周辺諸

国というのは，この意味である。

　研究所の研究活動は，自然科学をも含む点において，人文科学とくに人類学と政治学を中心と

する欧米の地域研究とは異なる特色をもっている。自然環境の現状と変遷の過程を視野にいれて

変動する地域を総合的に捉えるということが第一義的な目標であるが，それと同時に，関連学問

分野を包括的な視野の下に収め，新しい問題群に取り組み，既成の学問分野を越えた新しい知の

枠組みを作り上げることも重要な課題である。しかしながら，総合的といっても，基本的には地

域の内在的理解が先行すべきで，そのためには微視的な分析・解析的な研究の積み重ねが必要で

あることは当然である。一方，グm一バリゼーションの渦中に東南アジアが巻き込まれたことか

ら，地域間比較と術面的・総合的研究を通じた東南アジアの全体像解明の必要性が高まっている

のも事実である。

　現在，一般的に広く地域研＝究と称されるもののみが，本研究所の追究する総合的・包括的地域

研究ではない。本研究所の中でも，総合的地域研究の手法が確立しているわけではなく，いろい

ろなアプローチを比較・検討しながら，世界に類を見ない地域研究の確立に鋭意努力している。

当面の目標は，今や日本で緊急に必要とされている地域研究のあるべき姿を，将来への展望を含

みつつ早急に確定し，範型として世に示すことである。そのためにも，他の地域研究に関わる機

関（国立民族学博物館地域研究企画交流センター，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研

究所，東京大学東洋文化研究所，北海道大学スラブ研究センター，東北大学東北アジア研究セン

ターなど）との間で緩やかな連合体「地域研究コンソーシアム」を組織し，東南アジア研究所が

その運営の拠点機関のひとつとして，地域間比較研究あるいは通地域的課題に関する共同研究を

推進することが求められている。

　近隣…のアジア諸国とわが国との学術文化の交流が深まるにつれて，研究所が地域研究の中心と

して果たすべき役割への期待はいよいよ高まりっっある。その要請にこたえるため，研究所は東

南アジア諸国の学者・文化人はもちろん，東南アジア研究に関心をもつ世界の学者との不断の交

流につとめている。そして同時に東南アジアに関する文献資料・学問的情報を収集し，それらを

ひろく内外の学者に利用してもらえるような態勢を整備しつつある。学問研究の国際交流は，こ

れからの日本にとって大きな課題であるが，とくに近隣の東南アジア諸国の基礎的研究を実施し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



ている研究所は，こうした面でもつねにその先達としての努力を傾ける必要があろう。

　東南アジア研究所の前身である東南アジア研究センターが，京都大学に正式に設置されたの

は，1965年のことである。それより以前，1963年1月には，本学に学内措置として「東南アジア

研究センター」が設けられた。学内措置として創設された当時は，もっぱら民間からの寄付金と

フォード財団からの心心奨励金を委任経理金として受け入れ，それによって多数の本学教官を東

南アジア各地の現地調査に派遣した。その研究活動の中心は，タイ計画とマレーシア計画という

2っの総合調査であった。それは人類学者による村落定着調査から，農学者による熱帯稲作の諸

条件の研究に至るまで，極めて多岐にわたったが，常に現地に密着し，現地の研究者と共同して

研究を進めるという態度を失わないように留意してきた。このため当初よりバンコクに連絡事務

所を置き，政府機関・大学・研究者との交渉，連絡に当たらせてきた。これらの研究の成果は，

1963年に創刊された『東南アジア研究」に次々と発表され，内外の学者の注目を浴びるに至った。

　この成果に対する評価は，センターが1965年4月に国立学校設置法施行規則の改正による全

国で初めてのr硬究センター」として，京都大学の正式の研究機関と認められたことによって確

定したと言えよう。それより逐年研究部門の増加を認められ，！988年度までに9研究部門，3客

員部門からなる研究機関に成長した。とくにこの客員部門のうち，地域研究第一（外国人客員）

研究部門は，東南アジアからの研究者をセンターの客員研究員として迎えるもので，この種の国

際交流のための部門の設置は全国で最初の試みであった。1989年度には研究部門の大幅な編成替

えが実施され，9研究部門は生態環境社会生態，統合環境地域発展，人間環境の5つの大部

門14分野に統合された。

　2001年4月より上記の5部門！4分野を「人間生態相関」「社会文化相関」「政治経済相関」の3

研究部門に統合すると同時に，東南アジアの全体像の把握をめざす研究分野（「地域連関システ

ム」）を含む新たな研究部門「地域相関動態」を設けた。これは，専門細分化しすぎたこれまでの

研究組織の統合を推進するとともに，従来の総合的地域研究を超えた，地域間比較と傭緻的・総

合的研究を通じて東南アジアの全体像の把握を目指す新たな分野の設置を図ったものであった。

また，インターネットの普及を中心として最近急速に進行している情報化・国際化の波は，東南

アジアや欧米における東南アジア地域研究の興隆と詰まって，それに対する研究支援組織を含め

た迅速で積極的な対応を要請している。これに旛えるため，センターは，上記の「地域相関動態」

研究部門にもう一つの研究分野「地域情報システム」を設けた。

　そして，東南アジア研究センターは，この2004年4月，その研究活動内容が附置研究所と比べ

て遜色のないことが認められ，京都大学附置研究所として再出発した。附置研究所への再編によ

り，東南アジア研究のみならず地域研究分野全体においても，地域研究に関連する共通課題に対

して研究推進・調整の役割を担う中核的な研究機関となることが期待されている。また，ますま

す多様化・多量化してきた地域研究に関わる情報資源の全国的なネットワーク構築の一翼を担う

ことを目指すことになる。

　このため，東南アジア研究所は「地域相関動態研究部門」を「統合地域研究研究部門」に再編



して，国内・外国人客員を含めた研究体制を強化するとともに，「資料部」を「地域研究情報ネッ

トワーク部」に再編して地域研究に関わる情報科学分野を開発することになった。また，全国的

な地域研究の交流・連携を推進するために「地域研究企画推進室」を新たに設置し，統合地域研

究研究部門ならびに地域研究情報ネットワーク部と共同して地域研究コンソーシアムの運営に当

たる体制を整えることとした。

　東南アジアの地域研究を任務とする性格上，長期，短期の臨地研究が必須とされる。臨地研究

を核に，各種の学際的な共同研究が組織されているのが特徴である。研究活動の活性化を図るた

めに，5年ごとに機関としての研究テーマの見直しを行い，それに基づいて研究班を組織してき

た。1980年度には，「東南アジア世界の形成過程に関する総：合的研究」が組織され，熱帯モンスー

ン・エコシステム班と小型家産制国家班とが編成された。1985年度の「東南アジア世界の成立と

展開に関する文明論的総合研究」では，外文明と内世界，文明と国家形成，文明と生態環境，文

明と経済環境の4班が組織された。1990年度には，「東南アジア世界の固有論理と発展構造に関

する総：合的研究」が発足し，歴史構造，自然生態，社会組織，地域統合にかかわる4班が研究を

進めた。

　これらの5力年計画の蓄積をうけて，1993年度～96年度に，文部省重点領域研究「総合的地域

研究の手法確立一世界と地域の共存のパラダイムを求めて」の共同研究，さらに，1998年度～

2002年度にかけて京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）とともに，文部

科学省特別推進研究（COE）「アジア・アフリカにおける地域編成一原型・変容・転成」の共同

研究が実施された。2002年10月からは，やはりASAFASと共同で文部科学省21世紀COEプ

ログラム「世界を先導する統合的地域研究拠点の形成」を実施しており，研究所ひいては日本の

東南アジア研究，地域研究のさらに新たな展望を開くべく努力を重ねている。

　従来から実施されてきた個々の研究者による共同研究はいまも継続的に組織されているが，一

方で，この3つのプロジェクトが示すように，地域研究の中核組織としての役割をはたすべく，

研究所はこれまでにない大規模な共同研究を推進するようになっている。これに対応する臨地研

究は科学研究費補助金「基盤研究」によって，毎年2ないし3班の研究班を海外に出している。

　また日本学術振興会の拠点大学方式による日本・タイ学術交流事業が，日本側はセンター，タ

イ側はタマサート大学を拠点校として1986年に発足した。日本とタイの研究者の研究交流推進

を目的として始まったこの事業は，タイのみならず東南アジア各国の研究者による東南アジア研

究へと軌道修正しつつ展開されてきたが，！998年に13年間の交流に一応の区切りをつけた。

1999年度からは，タイ側の拠点校にチュラロンコン大学を加え，プロジェクト中心の交流として

新規にスタートした。

　東南アジア研究所におけるさまざまな研究活動の成果は，研究所が刊行する出版物を通じて発

表されている。1963年創刊の季刊学術誌『東南アジア研究』は，レフェリー制度のもとに学内外

の東南アジア地域に関する重要な研究成果を掲載しており，研究所ホームページでも公開してい

る。　現在41巻4号（通算：167号）に及び，所収論稿は膨大な数にのぼる。なお，『東南アジア研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3



究』は，内外の大学その他の研究機関と交換しているばかりでなく，財団法人アジア研究協会に

委託して，一一般購読の道をひらいている。

　また研究所は，東南アジア地域研究の発展に寄与するオリジナルな学術研究の発表の場とし

て，東南アジア研究叢書（和文，英文），地域研究叢書（和文，英文）を刊行している。これまで，

東南アジア研究叢書（和文，無文雨漏）は24冊，同叢書（英文，University　of　Hawai‘i　Press刊）

は20冊，地域研二究叢書（和文，京都大学学術出版会刊）は14冊，同叢書（英文，Kyoto　Univer－

sity　Press；Trans・Pacific・Press刊）は8冊を刊行してきた。さらに，2002年には，和英他東南ア

ジア諸言語による，東南アジア地域に関する最新情報をレヴューするオンライン・ジャーナル

Kyoto　Review｛of　SoUtheast．A　siaを立ち上げ，既に5号を刊行している。

　1969年に「バンコク連絡事務所」の運営経費が，次いで1973年に「ジャカルタ連絡事務所」の

運営経費も国の予算として認められるとともに，現地調査費も国の予算で認められ，ようやく現

地調査を計画的に推進する最小限の基礎が与えられるようになった。それ以来この予算を活用し

て，大学内の「研究担当教官」による東南アジア研究をわずかながらも支援できるようになった。

また1978年度から「非常勤講師経費」が認められ，さらに1980年度には地域研究第二（国内客

員）研究部門が設けられたことにより，「学外研究協力者」が積極的に研究参加できる機会を提供

できるようになった。また，1986年度には新たな客員部門として，東南アジア諸語文献研究部門

が新設された。近年，東南アジア各国の図書資料が精力的に収集されているが，この部門新設に

よってそれらの整理方法の確立，資料情報の一層の収集のために，東南アジア各国から書誌学者，

カタロガーを招くことが可能となった。2004年4月の研究所への改組により，既存の資料部を再

編して生まれた地域研究情報ネットワーク部は，先端的な情報技術を取り入れながら，地域情報

資源の全国的・国際的高度利用体系の開発・構築を目指している。特に新たに設けられたネット

ワーク開発研究室は，現地語史資料を対象とした多言語情報システムの体系的研究，地理情報シ

ステムや画像処理技術を活用した空間動態の二目敢的研究，情報媒体と研究情報機関を統合する情

報ネットワークの形成に関する実践的研究を実施する。

　大学院教育への関りは，1981年に農学研究科熱帯農学専攻が設置され，農学系の教官が協力講

座を担当したのが最初である。その後1993年度に人間・環境学研究科の第二専攻（文化・地域環

境学専攻）が発足するとともに，センターの教授・助教授ほぼ全員が東南アジア地域研究講座

（協力講座）担当として参画してきた。！998年4月，アジア・アフリカ地域研究研究科が発足し

た。この研究科は，東南アジア地域研究専攻とアフリカ地域研究専攻の2専攻から構成されるが，

前者の中に連環地域論講座を置き，東南アジアとアフリカの両地域に連接するヒンドゥ・イス

ラーム両世界をも含めて，地域間比較を視野に入れた地域研究教育に主眼を置いている。この設

立にともなって，センターは大学院教育の場をこの研究科に移すこととなった。現在，研究所の

ほぼ全教官が東南アジア地域研究専攻の東南アジア地域論講座（協力講座）担当，あるいは2専

攻の共通課目担当として大学院教育に参画している。
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第2章機構と組織

1．機 構

　2004年度現在，東南アジア研究所は，4部門，3客員部門からなる研究部，地域研究情報ネッ

トワーク部，地域研究企画推進室および事務部で構成され，東南アジア地域の現地調査を円滑に

行うための海外連絡事務所として，タイにバンコク連絡事務所を，インドネシアにジャカルタ連

絡事務所を設置している。また，本研究所の議決機関・協議機関として，協議員会，教授会，部

門長会議，所員会議が設けられている。

　1998年4月の大学院アジア・アフリカ地域研究研究科設置に伴い，研究所教官のほぼ全員が東

南アジア地域論講座（協力講座）あるいは研究科共通課目を担当している。

　事務部は東南アジア研究所等事務部として，東南アジア研究所とアジア・アフリカ地域研究研

究科の事務を併せて受けもっている。事務部は総務・会計・教務の3掛に分かれ，さらに内部組

織として学術交流室を設置し，それぞれ業務を担当している。

所長 研究部

研究部門

統合地域研究一［

燗生態欄一［生澱境

社会文化相関モ隻灘

政治経灘｛端縢

地域研究第一（外国人客員）

地域研究第二（国内客員）

　分　野

地域システム

地域間比較
生態資源

　　　　　東南アジア諸語文献（外国人客員）

地域研究企画推進室

東南アジア地域論講座

（協力講座）

バンコク連絡事務所

ジャカルタ連絡事務所
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2．協　議　員

　協議員会は，研究所の運営に関する最高議決機関であり，研究所の所長，全教授および助教授

1名，ならびに所長が委嘱した関係部局の教授7名によって構成されている。

3．職　　　員

　研究所の職員は，（1）研究部，（2）地域研究情報ネットワーク部，（3）事務部に所属する職員

からなる。2004年5月1日現在の職員は次のとおりである。

司
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石
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部
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究

教
教
教
究
研

　
　
　
　
域

　
　
　
研
地

長
長
　
　
合

　
所
　
）
統

所
副
　
G

　地域研究の原論的研究を基準に，変貌する地域像を地：域闘比較ならびに全地球的視

野を含む横断的・確瞼的方法論でとらえ，地域の下智群をうきぼりにし，問題解決の

ための設計科学的実践硯究を行う。

教　　　　　授

爵　　　　　授

教　　　　　授

外国人研究員

外国人研究員

外国人研究員

外国人研究員

外国人研究員

助教授（客員）

助教授（客員）

非常勤研究員

非常勤研究員

非常勤研究員

学振特別研究員

　
　
ノ
㎝

　
　
　
　
　
ム
㎝

　
　
。
3
0
／
T

　
　
．
、
A
／
n
・
P

　
　
　
　
　
　
　
　
　

熱帯農学，熱帯環境利用論

歴史学，比較政治学

文化人類学，宗教社会学

植物生態学

経済史

国際関係学

人類学，東南アジア地域研究

作物学

東南アジア生態史

ラテンアメリカ地域研究

東南アジア地域研究，文化人類学

熱帯農業生態学

病原細菌学，分子遺伝学，分子疫学

政治学
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人間生態相関研究部門

　地域の生産・生活・健康の基盤をなす生態・風土を自然環境と人間活動の相関の中

で総合的に研究する◎

勇
昭
蔵
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之
之

光
公
和
泰
半
価

田
渕
林
藤
野
澤
ノ
9
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A
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教
教
霜
野
助
助
外
文

　
　
　
　
　
　
　
会

　
　
　
　
　
　
　
社

熱帯生態学

病原細菌学

フィールド医学，老年医学，神経内科学

熱帯農学，農村生態

自然資源管理

熱帯農業生態学

森林学

地域の社会シスヂムと文化の固宥性を動態的かつ相関的に研究する。
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教
助
珊
珊
助
経

　
　
　
　
　
治

　
　
　
　
　
政

アジア地域研究

社会人類学

カルチュラル・スタディーズ

文化人類学，東南アジア地域研究

歴史学，タイ史

地域の政治・経済を偽撤的に赤面し，地域固有の発展の方向を構想する。

　　教　　　　授　水　野　広　祐

　　助　　教　　授　藤　田　幸　一

　　　　　　　　　バトリノオ　ヌ　ァ　ズ　アビナ　レス
　　助教授Patriclo　Nunez　ABINALEs

　　助教授岡本正明
　　教授（客員）阿部茂行

　　助教授（客員）浦野真理子

　　学振特別研究員　岡　　　通太郎

　　学振特別研究員　　遠　藤　　　環

（研究部連絡室）

　　事務補佐員河合友子

　　事務補佐貫首藤晶子
（Foreign　Scholar’s　Lounge）

　　事務補佐員前野尚子

経済発展論，農業経済学，労働経済学

農業経済学

歴史学，比較政治学

比較政治学

経済学

インドネシア政治，比較政治学

農業経済学，インド地域研究

地域経済学
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（研究室）

　　　　　　　　ダオ　ヘ　ノ　チュオノ
　　教務補佐員　DAo　Minh　Truong

　　事務補佐員片岡稔子
　　事務補佐員西尾雅美
（2）地域研究情報ネットワーク部

先端的な糖報技徳を取ザ入れながら，地域情報資源の全麗的・国際的篤度利用体：系

め開登・構築を図る。

ネットワーク開発研究室

　教　　　授　柴山　　守
　助　　教　　授　五十嵐　忠　孝

　　　　　　　ノノ　　　　　ノヤノ　フェノ
　助　　　手　宋　　現鋒
（図書室）

　助　　　手　北村由美
　　　　　　　ぞうニヘ　ノリチョ　ト
　外国人研究員　Porane　SIRエCHOTE

　事務補佐員小室静子
　事務補佐員古田保子
　事務補佐員山田尚代
　事務補佐員塩津：哲子

　事務補佐員林　暁子
（情報処理室）

　助　　　手　木谷公哉

　教務補佐員奥西久美
（編集室）

　助　　　手　米沢真理子
　　　　　　　ト　ノ　ナ　　　ア　モ　ロ　ノ
　Edltorial　Fellow　Donna　J．　AMoRoso

　事務補佐員小林純子
　事務補佐員漆畑仁美

地域情報学，人文情報学

人類生態学

リモートセンシング，地理情報システム

図書館情報学

図書館情報学

形状処理工学

歴史学
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（3）事　務　部

　　　事務長

　　　専門員

　　　総務掛　掛長

　　　　　　　主任

会計掛　掛長

　　　　主任

　　　　主任

教務掛　掛長

事務官

事務窟

事務官

事務宮

事務官

事務官

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

臨時用務員

臨時用務員

事務官

事務官

事務官

事務官

事務官

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務官

事務官

福
山
大
南
神
松
藤
津
中
日
誌
岩
寺
竹
岡
高
小
小
石
中
森
松
今

本　　　穗

本　正　躬

西　俊　隆

雲　　　円

徳　智　恵（育休）

井　華　代

井　　　舞（学術交流室勤務）

田　喜美代（学術交流室勤務）

西　亜衣子

高　未　来

原　聰　子

本　照　子

町　　　生

内　照　斗

出　道　子

田　早津紀（育休）

西　　　華

柳　吉　面

諭　祥　子

川　賢　子

田　悦　子

下　裕　之

井　知　子

4．学内研究担当教官

　当研究所は，東南アジア硬究に関心をもつ学内各部局の教富に，研究担当教官として参加を委

嘱している。2004年度において，これらの研究握当教官は184名を数える。

5．学外研究協力者

　当研究所は，総合的に地域研究を実施するたあ，東南アジア地域の研究に関心をもつ全国各地

の大学・研究機関等の研究者に，研究協力を仰いでいる。2004年度において，これらの研究協力

者は287名を数える。
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第3章　研　究　活　動

1．　調査e研究

　（1）共同研究

　研究所の調査・研究活動は個別研究と共同研究に大別されるが，共同研究のうち，研究所の大

部分のスタッフの関与するものは，前身の東南アジア研究センターにおいてはセンター研究計画

（プロジェクト）として推進されてきた。センタープロジェクトは，5力紙を単位として設けられ

る共通のテーマのもとに，所員が任意の研究グループをつくり，科学研究費補助金「国際学術研

究」などを通じて臨地研究を共同で行うものである。

　1980年度から1984年度までの5力年計画として，「東南アジア世界の形成過程に関する総合的

研究」というテーマのもとに，このセンタープロジェクトが遂行され，「熱帯モンスーン・エコシ

ステムにおける農業の発展と地域間交渉の展開」と「小型家産制国家の社会基盤と経済発展」の

2つの研究班が編成された。1985年度から，第2次5一年計画として「東南アジア世界の成立と

展開に関する文明論的総合研究」が進められ，「外文明と内世界」「文明と国家形成」「文明と生態

環境」「文明と経済環境」の4っの研究班が組織された。1990年度からは，第3次5カ年計画とし

て「東南アジア世界の固有論理と発展構造に関する研究」が進められ，「東南アジア世界の成立と

歴史構造」「東南アジアの自然生態と発展形態」「東南アジアの人間環境と社会組織」「東南アジア

の文化環境と地域統合」の4っのクラスターが研究班の役割を担って組織された。以上の5力年

計画のテーマに沿っていくつもの個別的な共同研究が文部省科学研究費補助金（海外学術調査／

国際学術研究）あるいはその他の機関の援助を得て実施された。

　5力年計画を背景に，！993年度から4力年のプロジェクトとして，文部省重点領域研究「総合

的地域研究の手法確立一世界と地域の共存のパラダイムを求めて」が発足した。全国の地域研

究者の参加を得て先端的地域研究をめざす「地域と生態環境」「地域性の形成論理」「地域発展の

固有論理」の3計画研究班，および地域研究の手法確立を探る「外文明と内世界」「地域連関の論

理」「総合的地域研究の概念」の3っの計画研究班が組織され，多数の公募研究班とともに，総合

的地域研究の手法確立のための共同研究が進められた。同研究は，社会科学としては極めて大型

の共同研究で，東南アジア地域研究の専門家約150名が，地域と生態環境，地域性の形成論理，

地域発展の固有論理，外文明と内世界，地域連関の論理，総合的地域研究の概念の6クラスター

にわたって計画研究班および公募研究班を構成し，それらを総括班が結び合わせる，という構造

のもとに進められた。

　本共同研究の成果は，以下のように結実している。参加者の情報交換メディアとしてのニュー

ズレター49号，季刊誌『総合的地域研究」が創刊準備号を入れて第16号までの計17冊，成果報

告書シリーズが36冊，総括班主催の研究集会やシンポジウムが合計10回，内1回は“lnterna－
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tional　Symposium　Southeast　Asia：Global　Area　Studies　for　the　21st　Century”と題する国際シ

ンポジウムであった。さらに，各研究班が開催した研究会やワークショップは合計約100回に及

び，各班から事務局に報告された関連ペーパーは約1，000編にも及んだ。総括班と各研究班によ

る最終報告書としては，「〈地域間研究〉の試み一世界の中で地域をとらえる（上・下）』『〈総合

的地域研究〉を求めて一東南アジア像を手がかりに」「地域形成の論理』『地域発展の固有論理』

が京都大学学術出版会から刊行されている。

　この重点領域研究で得られた成果を引き継いで，1998年度から新たな5力感計画が実施され

た。文部科学省特別推進研究（COE）「アジア・アフリカにおける地域編成一原型・変容・転

成」がそれで，新たに設置された大学院アジア・アフリカ地域研究研究科とともに，地域研究の

中核的拠点の形成を目指すものであった。この計画では，東南アジア，南・西アジア，アフリカ

をそれぞれ対象とする3っの研究クラスターが編成され，これらのクラスターと地域問比較によ

り，地域を物質生活，地域社会・交換経済，地域システムのレベルでトータルかつダイナミック

にとらえる総合的地域研究が試みられた。

　また，研究分担者に加えて，両機関のすべての研究スタッフが一一丸となって，地域研究の中核

拠点をめざした基礎的資料（図書・文書資料，地図・衛星画像資料）の網羅的な収集や国内外の

地域研究者・研究機関とのネットワークの形成に向けたさまざまな研究活動が実施された。この

プロジェクトで収集された図書資料は東南アジア研究所図書室，アフリカ地域研究資料センター

および，京都大学附属図書館に配架され，公開されている。また収集されたアジア・アフリカの

衛星画像や地図を既存の資料も含めて検索できるシステムを構築し公開している。

　このCOE「アジア・アフリカにおける地域編成」の成果をさらに発展させるために，2002年度

から新たな5力年計画21世紀COE「世界を先導する総合的地域研究拠点の形成」を大学院アジ

ア・アフリカ地域研究研究科とともに推進中である。また日本学術振興会の拠点大学方式による

日本・タイ学術交流事業を，日本側は東南アジア研究所，タイ側はタマサート大学とチュラロン

コン大学を拠点校として実施している。現在進行中の21世紀COEプロジェクトならびに拠点大

学方式による共同研究の詳細は，別項目を立てているので参照されたい。

　これらの大型プロジェクト以外に，科学研究費補助金による調査研究は2004年現在で11件が

進行中である。その内訳は基盤研究（A）（1）では「東南アジア大陸部・西南中国の宗教と社会

変容一制度・境域・実践」（研究代表者：林行夫），（A）（2）では「東南アジアにおけるセーフ

ティ・ネットの比較研究一『老い』の問題を中心として」（同：河野泰之），「環ヒマラヤ広域圏

における社会と生産資源変容の地域間比較研究」（同：山田勇），「アジア地域の新興腸管感染症の

分子疫学的研究」（同：西渕光昭），「インドネシア地方分権下の自然資源管理と社会経済変容一

スラウェシ地域研究に向けて」（同：田中耕司）がある。さらに，基盤硬究（B）（1）では，「イ

ンドネシアの民主化における地方政治の変容」（同：水野広祐），「古文書文字認識システムの高精

度化に関する研究」（同：柴山守），「ミャンマー少数民族地域における生態利用と世帯戦略一広

域比較に向けて」（同：速水洋子），（B）（2）では，「東南アジア大陸部の統合型生業・環境デー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll



タベース構築による生態資源管理の地域間比較」（同：河野泰之），「東アジアの地域化と中産階級

一アメリカ化・中国化・日本化」（同：白石隆），「アジアにおける地域在住要介護高齢者の実態

に関する研究一本邦高齢者との比較検討」（同：松林公蔵）がある。

　上記の共同研究は，現地調査を中心として行われること，学際的なチームメンバーを組んで行

われること，東南アジア地域およびその他の外国人研究者の参加を得て行われることを特色とし

ている。本年度までに出版された砺究成果の一部は，第8章「出版活動」の研究報告書シリーズ

の項に掲載されている。なお，大型プロジェクト以外の個別の共同研究のもとで1990年度以降に

実施された科学研究費補助金による調査研究は以下のとおりである。（）内は研究代表者。

1990年度：「東南アジア型都市文明の形成一二文明からの変容と内発的展開」（坪内良博）

　　　　　「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（古川久雄）

　　　　　「東山アジア海域世界の動態に関する総合的研究」（土屋健治）

1991年度：「中国における農業生態空間の展開と人の移動に関する歴史的研究」（古川久雄）

　　　　　「東南アジア海域世界の動態に関する総合的研究」（土屋健治）

1992年度：「海域世界の地域間比較」（矢野　暢）

　　　　　「島二部東南アジアのフロンティア世界に関する動態的研究」（加藤　剛）

1993年度：「海域世界の地域間比較」（矢野　暢）

　　　　　臨嘆部東南アジアのフロンティア世界に関する動態的研究」（加藤　剛）

　　　　　fコラート高原における人間・環境・作物複合の総観的研究」（福井捷朗）

1994年度：「熱帯海域世界の比較研究」（高谷好一）

　　　　　「島島部東南アジアのフロンティア世界の動態に関する総合的研究」（加藤　岡ij）

　　　　　「コラート高原における人間・環境・作物複合の総観的研究」（福井捷朗）

1995年度：「熱帯海域世界の比較研究」（古川久雄）

　　　　　「サヘルと南インドにおける在来農法の再評価と両地域聞技術移転の可能性に関する研究」

　　　　　（応地利明）

　　　　　「人と森世界に関する大陸間比較研究」（山田　勇）

　　　　　「ウォーラセァ海域世界におけるネットワーク型社会の文化生態学動態」（田中耕司）

1996年度：「サヘルと南インドにおける在来農法の再評価と両地域間技術移転の可能性に関する研究」

　　　　　（応地利明）

　　　　　「人と森世界に関する大陸間比較研究」（山田　勇）

　　　　　「ウォーラセァ海域世界におけるネットワーク型社会の文化生態的動態」（田中耕司）

1997年度：「人と森世界に関する大陸間比較研究」（山田　勇）

　　　　　「ウォーラセア海域世界におけるネットワーク型社会の文化生態的動態」（田中耕司）

　　　　　「熱帯半乾燥地帯でのミレット農耕と他の農耕との接触複合状況および農業再生に関する調査

　　　　　研究」（応地利明）

　　　　　「東南アジアにおける半乾燥地帯の発展と停滞に関する比較研究」（福井捷朗）

　　　　　「デルタの21世紀像一熱帯アジア6大デルタの発展に関する総合的比較研究」（海田能宏）

1998年度：「東南アジアにおける半乾燥地帯の発展と停滞に関する比較研究」（福井捷朗）

　　　　　「デルタの21世紀三一熱帯アジア6大デルタの発展に関する総合的比較研究」（海田能宏）

1999年度二「東南アジアにおける半乾燥地帯の発展と停滞に関する比較研究」（福井捷朗）

　　　　　「アジア地域の環境中における腸管感染症原因菌の動態に関する調査」（西渕光昭）

　　　　　「東南アジア大陸部の環境ストレスと農村社会経済変容を考慮した土地生産力評価」

　　　　　（河野泰之）
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　　　　　「フロンティア社会の地域間比較研究」（田中耕司）

2000年度：「アジア地域の環境中における腸管感染症原因菌の動態に関する調査」（西渕光昭）

　　　　　「東南アジア大陸部の環境ストレスと農村社会経済変容を考慮した土地生産力評価」

　　　　　（河野泰之）

　　　　　「アジアと日・米・欧の経済・文化・政治リンクの総合的研究」（阿部茂行）

　　　　　「フロンティア社会の地域間比較研究」（田中耕司）

　　　　　「バングラデシュとミャンマーの少数民族における持続的農業と農村開発」（安藤和雄）

2001年度：「東南アジア大陸部の環境ストレスと農村社会経済変容を考慮した土地生産力評価」

　　　　　（河野泰之）

　　　　　「アジア地域の環境中における腸管感染症原因菌の動態に関する調査」（西面光昭）

　　　　　「ウォーラセア海域における生活世界と境界管理の動態的研究」（バトリシオ・アビナーレス）

　　　　　「アジアと日・米・欧の経済・文化・政治リンクの総合的研究」（阿部茂行）

　　　　　「フロンティア社会の地域間比較研究」（田中耕司）

　　　　　「バングラデシュとミャンマーの少数民族における持続的農業と農村開発」（安藤和雄）

2002年度：「ウォーラセア地域における生活世界と境界管理の動態的研究」（バトリシオ・アビナーレス）

　　　　　「東南アジアにおけるセーフティ・ネットの比較研究一『老い』の問題を中心にして」

　　　　　（A，テリー・ランボー）

　　　　　「環ヒマラヤ広域圏における社会と生産資源変容の地域間比較研究」（山田　勇）

　　　　　「アジア地域の新興腸管感染症の分子疫学的研究」（西畑光昭）

　　　　　ヂアジアと日・米・欧の経済。文化・政治リンクの総合的研究」（阿部茂行）

　　　　　「インドネシアの民主化における地方政治の変容」（水野広祐）

　　　　　「バングラデシュとミャンマーの少数民族における持続的農業と農村開発」（安藤和雄）

2003年度：「ウォーラセア地域における生活世界と境界管理の動態的研究」（バトリシオ・アビナーレス）

　　　　　「東南アジアにおけるセーフティ・ネットの比較研究一『老い』の問題を中心にして」

　　　　　（A．テリー・ランボー）

　　　　　「環ヒマラヤ広域圏における社会と生産資源変容の地域間比較研究」（山田　勇）

　　　　　「アジア地域の新興腸管感染症の分子疫学的研究」（西畑光昭）

　　　　　「アジアと日・米・欧の経済・文化・政治リンクの総合的研究」（阿部茂行）

　　　　　「インドネシアの民主化における地方政治の変容」（水野広祐）

　　　　　「バングラデシュとミャンマーの少数民族における持続的農業と農村開発」（安藤和雄）

2004年度：「東南アジア大陸部・西南中国の宗教と社会変容一制度・境域・実践」（林　行夫）

　　　　　「東南アジアにおけるセーフティ・ネットの比較研究一『老い』の問題を中心にして」

　　　　　（河野泰之）

　　　　　「環ヒマラヤ広域圏における社会と生産資源変容の地域間比較研究」（山田　勇）

　　　　　「アジア地域の新興腸管感染症の分子疫学的研究」（晶晶光昭）

　　　　　「インドネシア地方分権下の自然資源管理と社会経済変容一一スラウェシ地域研究に向けて」

　　　　　（田中耕司）

　　　　　「インドネシアの民主化における地方政治の変容」（水野広祐）

　　　　　「古文書文字認識システムの高精度化に関する研究」（柴山　守）

　　　　　「ミャンマー少数民族地域における生態利用と世帯戦略一広域比較に向けて」（速水洋子）

　　　　　「東南アジア大陸部の統合型生業・環境データベース構築による生態資源管理の地域間比較」

　　　　　（河野泰之）

　　　　　「東アジアの地域化と中産階級一アメリカ化・中国化・日本化」（白石　隆）

　　　　　「アジアにおける地域在住要介護高齢者の実態に関する研究一本邦高齢者との比較検討」

　　　　　（松林公蔵）
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　他にさまざまな共同研究が東南ア研内外の研究者を組織して実施されてきた。国際協力事業団

の研究協力事業として実施されているバングラデシュとの共同研究「バングラデシュ農村開発研

究」，あるいは日本学術振興会と日立国際奨学財団の助成による「マレーシア農村部における社会

経済変動と文化変容」（マレーシア国民大学との共同研究）などである。

　（2）21世紀COEプログラム

　2002年度に東南アジア研究センター（東南

アジア研究所の前身）は，大学院アジア・ア

フリカ地域研究研究科とともに，文部科学省

21世紀COEプログラムによる研究教育拠点

に選出され，5下意計画（2002～06年度）で

新たな大型プログラム「世界を先導する総合

的地域研究拠点の形成」を開始した。初年度

は（1）統一テーマ「地球・地域・人間の共

生」にそった問題群に関する研究と教育，

（2）フィールド・ステーション（FS）を利

用した臨地教育・研究体制の推進，（3）臨地

教育・研究支援のための，多元的情報の整備

と発信を担う「地域研究統合情報化セン

ター」の設置準備を行った。

　このうちFSに関しては，フィリピン，マ

レーシア，ラオス，ミャンマー，インドネシ

ア，ベトナム，インド，エジプト，

「総合的地域研究拠点の形成」

　’1！　，　］r　t’・，　1’　Ulr．L，　i，，’　’／1．’li．11，

統旧研究平等テーマ「壊球・塊壊・人聞の共生」

　螺雛i灘　　　騰灘臨

　　　西アジア　　　　　　　　　　　　　南アジア

　　⑭　o　　　　　　　　　o　㊤

⑭■1．仁ルド．ステー一．1　aン國。

　　　　　　　臨地研究・臨地教育

　　　　　　地燗肥馬靴センタ＿　⑭
　　　　　　　アジアロアつりカ　

細詞じ　聯罰　　　◎
●一 蜒O

　　雛繍雨晒農蹴露駐艇悉形成

　　　　　　　　　　　　　　　　タンザニア，エチオピア，カメルーン，ザンビア，ケニアに

おいて，FSの設置，あるいはその準備を行うと共に，教官12名，大学院生14名，若手研究者2

名を派遣し，文理融合型の研究テーマにそって，各FSにおける教育と研究を開始した。カウン

ターパートの相手国研究機関との関連も順調に進んでいる。

　これらの臨地調査，研究と連携させながら，国内における教育研究活動を推進するために，統

一テーマにそった4っの問題群（人間生態，社会文化，政治経済，地域研究論）に関わる研究会

が発足し，教官，大学院生，若手研究者による，教育と研究の場として，今後活用されることに

なる。

　「地域研究統合情報化センター」関係では，将来的に地域研究の核となる一大センターとするた

め，各種のコミュニケーション・モジュールの核となるサーバーの導入や，FS及び，学内外の研

究者と学生との円滑なコミュニケーションと情報交換をはかる機器などの整備が行われた。ま

た，これらの機器を用いた新しいオンライン・データベース・システムの開発に関する準備を

行った。さらに，研究資料関連では，図書6，242冊，マイクロフィッシュ1，471枚，マイクロフィ

14



ルム5！1リールを購入するとともに，地域研究資料のデータベース化，電子化を推し進めた。

　ホームページの立ち上げも本格化し，現地調査を行った大学院生の報告やFSの活動内容，教

官の研究業績など，多くの現地の写真を入れた盛り沢山の内容となっている（http：／／areainfo．

asafas．　kyoto－u．ac．jp）。これらのデータは常にリアルタイムで更新されることになっており，こ

の21世紀COEの研究，教育の推移と成果が一目でわかるようになっている。

　2年度目には初年度の準備期間をふまえて，本格的な活動が始まり，ホームページも充実して

きた。とりわけ，エチオピアで行われたエチオピア大学との共催の地域間比較をめざしたワーク

ショップ「環境と生業をめぐる地域住民のとりくみ」は，アフリカとアジアからの若手の研究者，

院生を中心に活発な討議がおこなわれた。

　さらにカメルーンにおける熱帯雨林保持に関する現地セミナーの開催，インドネシアにおける

現地ワークショップ「インドネシアの地方社会のミクロロジー」など，活発な活動が始まってい

る。

　統合情報化センターに関しては，設立準備委員会のワーキンググループにより，「地域研究統合

情報化センター」の基本的な設計を完了し，2004年度内の設置を目指して学内での検討が始まっ

ている。

　以上のようにフィールドステーションと統合情報化センターの組み合わせを軸に，2！世紀

COEプログラムは地域研究の新たな方向を目指している。

　（3）拠点大学方式による共同研究

　日本学術振興会の拠点大学方式による日本・タイ学術交流事業は，京都大学とタイのタマサー

ト大学を交流の拠点として1986年に発足した。日本とタイの研究者の研究交流推進を目的とし

て始まったこの事業は，タイのみならずマレーシア，インドネシア，フィリピンなども含めた東

南アジアの研究者による東南アジア研究へと軌道修正しっっ展開されてきたが，！998年に第1

フェーーズ13年間の交流に一応の区切りをつけた。1999年度からは，タイ側の拠点校にチュラロ

ンコン大学を加え，プロジェクト中心の交流として第2フェーズがスタートした。社会科学での

拠点大学交流は，アジア世界で現在解明を必要とする問題群を先見的に見出し，それらにイン

ターディシプリナリーなアプローチで，かっ広範にアジアの研究者の参加を得て，解明していく

ことが目的である。こうした視点から，これまでヘゲモニー，テクノクラシー，国家・市場，申

産階級，フロー，といったキーワードを軸にプロジェクトを組んで，研究ネットワークを内外に

広げ緊密にしてきた。問題発見とそれに対する科学的解明，そしてそこから新たに生じる問題群

にさらにメスをいれ問題を掘り下げること，インターディシプリナリーな国際的共同研究の新し

い地平を開くこと，これが全期間にわたる目的である。

　1999年度は，濱下武志をリーダーとする「ヘゲモニーの構造変化（ネットワークの比較史）」と

白石隆をリーダーとする「知的ヘゲモニーの構造（仕掛け）　　テクノクラシー」を，東南アジ

ア経済構造の基本的特徴を理解する目的で開始した。2000年度には，「国家・市場・社会・地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15



統合のロジックとアジア経済」（リーダー：阿部茂行）を先行した2っの研究プロジェクトを補完

する形で開始した。2001年度に先行2プロジェクトは終了し，2002年度からはそれらを発展させ

る形の「東アジアにおける中産階級」（リーダー：白石隆），陳南アジアにおける社会的流動（フ

ロー）」（リーダー：石川登）プロジェクトを開始した。第3プロジェクトは2003年度に最終年度

を迎え，2004年度からは「市場と経済連携」（リーダー：阿部茂行）として新たな共同研究を開始

する。

　日本馬協力大学は，神田外語大学，東京大学東洋文化研究所，同社会科学研究所，名古屋大学

大学院国際開発研究科，国立民族学博物館地域研究企画交流センター，京都大学大学院アジア・

アフリカ地域研究研究科，同志社大学政策学部等であり，相手国側拠点大学はThammasat　Uni－

versity，　Chulalongkom　University，そして協力大学はMahidol　University，　Silapakorn　Uni－

versity，　Chiang　Mai　University，　National　lnstitute　of　Development　AdmiRistration　（NIDA）

等である。

　（4）その他の個人研究

　現在の研究所スタッフによる個別研究については第7章「研究スタッフ」の紹介の項をご参照

願いたい。

2．国際交流

　東南アジア地域研究には，人との交流は最大かつ重要な基軸である。研究所で共同研究を進め

る外国人研究者は，教官，客員研究員，図書館司書を含め，どの時点においても10人を超えるよ

うになった。そのため外国人研究者も所員会議に正式に参加し，円滑な意思疎通と相互交流を深

めるべく英語で会議を行っている。所員会議の後のコロキアムを筆頭に，英語による研究セミ

ナーは増加の一途にある。さらに，外国人研究員を含めた各部門での会議やミーティングも定期

的に実施されている。

　外国人研究員の選考は，文書による通知やホームページ等を通じて公募制をとっている。春と

秋の2期に分けて公募通知を行い，国際交流委員会での厳正なる選考を経て部門長会議で審議さ

れ，教授会で最終決定する。東南アジア10力国のみならず，世界申からの応募数は募集定員の7

～8倍を超え，東南アジア諸国に加えて申国，韓国，欧米からの外国人研究員が，半年から1年

にかけて研究所に滞在し共同研究を実施している。さらに，客員研究員枠以外にも，日本学術振

興会や国内外の財団により招聰された外国人研究者が，一定期間滞在している。

　研究所との大学・研究所問交流協定は，インドネシアのハサヌディン大学，ボゴール農業大学，

大韓民国のソウル大学のほかフィリピン大学，シンガポール国立大学，ハノイ農業大学などと締

結され，共同プロジェクトを通じて活発な研究交流が行われている。インドネシア科学院

（LIPI），タイのプリンス・オブ・ソンクラー大学理学部との間では，共同研究および研究者交流

に関する覚書が交わされている。また，ミャンマーとはイェジン農科大学，教育省東南アジア歴
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史地：域センターと新たに協定を締結し，従来困難であったミャンマーにおける総合地域研究が開

始された。他方で，最終段階に入った日本学術振興会の拠点大学方式による交流プロジェクトは，

従来のタイー国との交流からインドネシア，フィリピン，マレーシアを含むマルチな研究交流へ

と展開されている。

　また，ジャカルタとバンコクにある海外連絡事務所は，現地の研究者との共同企画による国際

シンポジウムや定期的な研究集会を開催し，密接な研究交流を進めている。

　（1）　外国人研究者の招聰

　1975年度より外国人研究員の制度を設け，これまでは主として東南アジア諸国の研究者を招聰

してきた。1999年度にこれを東南アジア研究者に切り替え，優秀で成果のあがる研究者を広く募

り，東南ア研で研究に従事してもらうことになった。その他にも日本学術振興会特別研究員

（COE）や，拠点大学交流による短期派遣研究員等々を随時受け入れ，研究室・図書室・インター

ネットの利用等最大限の便宜を図っている。以下は2002年以降（平成14年度版和文要覧に掲載

の者は除く）の外国人研究者のリストである。（）内は国籍を表わしている。

A。外国人研究員

Kumar　Sumit　Mandal

Chantanee　Panishpon

Yasmin　Sungkar

Lee　Hua　Seng

2002　一　03

2002　一　03

2002　一　03

2003

アラブ人の歴史からマレー世

界の多様性を考える

レファレンスサービス及び情

報検索（インターネット・

サーチ）

インドネシアにおける産業政

策：国家主導から国際的合意

のもとヘ

マレーシアサラワクにおける

野生果樹と薬用植物の栽培化

のための保全と指針戦略

National　University　of

Malaysia（マレーシア）

Thammasat　University
（タイ）

LIPI（インドネシア）

Government　Service　of

Sarawak　Malaysia

（マレーシア）

1
．
．
1
、

vll

鼻

rE，　tLllX

．騨－

所員と外国人研究者の交流のため，月に一度昼休みに

Get－togetherが開催されている
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Chalong　Soontravanich

Dao　Trong　Hung

Lamberto　Raymundo

　Ocampo

Rosnah　Binti　Suliman

Srawooth　PaitooRpong

Pipat　Patanaponpaiboon

Cho　Cho　San

Maria　Antonia　Yunita

　Triwardani　Winarto

Salvacion　Manuel　Ar｝ante

Aung　Than

Porphant　OuyyaRont

Nicola　Beth　Tannenbaum

Ukrist　Pathmanand

Poranee　Sirichote

Khin　Lay　Swe

18

2003

2003

2eo3

2003

2003

2003　一　04

2003　一　04

20e3　一　04

2003幻4

2003　一　04

2003　一　04

2004

2004

2004

2004

第二次大戦後タイにおける犯

罪と暴力

ベトナムにおける少数民族の

農業生態システムに関する研

究

リザルとフィリピン「国家」

の出現

東南アジア研究に関するイン

ターネット情報目録

タイの人的資源と労働市場：

日本から何を学べるか

環境倫理促進のためのマング

m一ブ生態系修復の役割

灌概地域の農民の農業生産・

所得・消費に及ぼすマクロ政

策のインパクト

東南アジアにおける農法展

開：インドネシア・ベトナ

ム。カンボジアの比較の視点

から

東南アジア研究センター所蔵

フィリピン研究関係特別コレ

クションとフィリピン語コレ

クションの国際基準に準拠し

た整i備

ミャンマーにおける熱帯林業

の持続的開発

！920年以前におけるバンコ

クの社会経済発展：首都の誕

生

東南アジア大陸部の宗教複合

の研究

危機後のタイにおけるテレコ

ム資本の政治経済学

菓南アジア研究センターにお

けるタイ語文献オンライン目

録データベースに対する利用

者満足度調査

中部ミャンマー乾燥地域にお

ける畑作農業発展のための作

付体系からのアブU一チ

Chulalongkom　University

（タイ）

Vietnam　National　Center

for　Natural　Science　and

Technology（ベトナム）

National　Historical

Institute（フィリピン）

National　University　of

Malaysia（マレーシア）

Thailand　Development

Research　Institute（タイ）

Chu玉a至ORgkorn

University（タイ）

Yezin　Agricultural

University（ミャンマー）

University　of　lndonesia

（インドネシア）

University　of　the

Phi韮ippines（フィリピン）

Institute　of　Forestry，

Myanmar（ミャンマー）

Sukhothai　Thammathirat

Open　University（タイ）

Lehigh　University

（アメリカ合衆国）

Chulalongkom　University

（タイ）

Khon　Kaen　University

（タイ）

Yezin　Agricultural

University（ミャンマー）



　B．その他の外国人学者

U　Boon　Thein

Shandre　Mugan

　Thangavelu

Mohammad　Haji’　Salleh

Kong　Jianxun

2002

2002

2002

2002　一　03

Hasballah　Muhammad　Saad　2002

Ukrist　Pathmanand　2002

1Ketut　Ardhana　2002
Sttgiah　M　Mugniesyah　2002

Dwi　Rachmina　2002

Sri　Hartoyo　2002

1krar　Nusa　Bhakti　2002

DeaRna　Gail　Donovan　2002

Bhanupong　Nidhiprabha　2002

Pinit　LapthaRanon　2003

NarumoR　Arunotai　2003

ERdang　Turrnudi　2003

Son　Radu　2002
Shamsul　Amri　Baharuddin　2003

Dhiravat　Na　Pombejra　2003

Kasian　Tejapira　2003

JICAカウンターパート研修；

の補完研修

日本の高齢化と生産性につい

て

過去と新世紀のための文学の

役割と機能：マレーシア・イ

ンドネシア及び日本の比較研

究

日本とアメリカの東南アジア

政策に関する研究

中産階級の研究

同

日本における観光産業の発展

環境調和型農村開発に関する

社会経済的研究

同

同

民主的統治に関する日本・イ

ンドネシア比較研究

東南アジア大陸部山地におけ

る非木材林産物の交易

国家・市場・社会・地域社会

統合のロジックとアジア経済

東北タイにおけるジェンダー

と人口移動

南タイ海富民モーケンの社

会・文化変容

インドネシアにおけるイス

ラームと政治

アジアにおける腸管感染症の

疫学研究

マレー世界における知識の環

流について

中産階級に関する共岡研究

東南アジアにおける社会的流

動（フロー）に関する動態的

研究

MiRistry　of　Forestry，

Myanmar（ミャンマー）

National　URiversity　of

Singapore（シンガポール）

National　University　of

Malaysia（マレーシア）

YunnaR　lnstitute　of

Southeast　Asian　Studies

（中華人民共和国）

Jakarta　State　University

（インドネシア）

Chulalongkorn　University

（タイ）

LIPI（インドネシア）

Bogor　Agricultural

University（インドネシア）

Bogor　Agricultural

University（インドネシア）

Bogor　Agricu｝tural

URiversity（インドネシア）

LIPI（インドネシア）

East－West　Center

（アメリカ合衆国）

Thammasat　University
（タイ）

Chulalongkorn　University

（タイ）

Chulalongkorn　University

（タイ）

LIPI（インドネシア）

University　of　Putra

Malaysia（マレーシア）

National　University　of

Malaysia（マレーシア）

Chuialongkorn　University

（タイ）

Thammasat　University

（タイ）
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Suthachai　Yimprasert

Khoo　Boo　Teik

Riwanto　Tirtosudarmo

Supang　Chantavanich

Pasuk　Phongpaichit

Edel　E．　GarcellaRo

Viengrat　Nethipo

Naris　Chaiyasoot

Chirapan　Boonyakiat

OlarR　Chaipravat

Suthiphand　Chirathivat

Philippe　Cadene

Lye　Tuck－Po

2003

2003

2003

20e3

2003

2003

3002

3002

3002

3002

3002

3002

3002

Wimonrart　lssarathumnoon　2003－04

Wu　Xiao　An

Romdiati　HaniRg

Su｝eeman　Naruemon

　Wongsuphap
Riza　Sihbudi

Augustina　Si加morang

20

2003

2003

2003

2ee3

2003

岡

相

々

中産階級に関する共岡研究

同

東南アジアにおける社会的流

動（フm一）に関する動態的

研究

同

拠点大学交流に関する意見交

換

同

国家・市場・社会・地域社会

統合のロジックとアジア経済

同

インド北部におけるグローバ

りゼーションと地域開発

マレーシアにおける自然保護

地区管理とオラン・アスリの

社会変容

町つくりの研究：歴史的コ

ミュニティ保存に関する日本

における下からのアプローチ

をどうタイに応用するか

東南アジアにおける社会的流

動（フロー）に関する動態的

研究

日本におけるインドネシア人

労働者

中産階級に関する共同研究

イスラームと民主主義：！990

年代およびそれ以降のムスリ

ムにおける民主化に関する諸

問題

日本とインドネシアの高等教

育女姓の婚姻への対応変化

ChttlalongkorR　University

（タイ）

University　of　Science，

Malaysia（マレーシア）

LIPI（インドネシア）

Chulalongkorn　University

（タイ）

Chulalongkorn　University

（タイ）

University　of　the

Philippines（フィリピン）

Chulalongkorn　URiversity

（タイ）

Thammasat　University

（タイ）

Thammasat　University・

（タイ）

Shinawatra　University

（タイ）

Chulalongkorn　University

（タイ）

Universite　Paris　7－Denis

Diderot（フランス）

CETDEM（マレーシア）

ChulalongkorR　University

（タイ）

Peking　University

（中華人民共和国）

LIPI（インドネシア）

PriRce　of　Songkla

University（タイ）

LIPI（インドネシア）

LIPI（インドネシア）



Sugiah　M．　Mugniesyah

近藤まり

Addinul　Yakin

Zamroni　Salim

2003

2004

2004

2eo4

ジェンダー：貧困と持続的農

業発展一インドネシア西ジャ

ワの経験

フィリピンにおけるイスラム

金融

持続的開発推進のための環境

行政の実行と施行：日本とマ

レーシアの例から学ぶ

日本とインドネシアの産業間

貿易

Bogor　Agricultural

Urliversity（インドネシア）

Asian　IRstitute　of

Managment（日本）

Mataram　University

（インドネシア）

LIPI（インドネシア）

　（2）留学生の派遣と受け入れ

　東南ア研は東南アジア研究を志す研究者の養成と国際交流の目的で，東南ア研の若手研究者，

京都大学の大学院生，およびその他の学生，若手研究者を欧米と東南アジアに留学生として派遣

し，あるいは留学の便宜を図ってきた。

　また，東南アジア諸国の学生を東南ア研の研修員として受け入れ，その指導に当たった。2002

～2004年に受け入れた外国人研究生は次のとおりである。

Nghlem　Tuyen　Phuong　　　　2000－02　　山岳地域小都市町の連携と地域開発（ベトナム）

Otmazgin　Nissim　　　　　　　2001－02　　　日本と東南アジアの国際関係（イスラエル）

Chakma　Shishir　Swapan　　　2001－02　　バングラデシュ，カグラチョリ丘陵県におけるジュム

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　栽培（焼畑）の生産性に関する研究（バングラデシュ）

Hoang　Nguyet　Thi　Minh　　　2002　一　03　　日本における中小企業政策およびベトナムへの教訓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ベトナム）

Chamchan　Chalermphol　　　　2003－04　　途上国における医療・保健システムの研究（タイ）

3．シンポジウム・セミナーなど

　東南アジア研究に関して内外の研究者とより広く意見を交換するため，これまでに数多くのシ

ンポジウム，セミナー，ワークショップなどが，東南ア研の主催または他機関との共催で開かれ

た。最近2年間に開催された主なものについて簡単な趣旨とプログラムを掲げておく。

　（1）日タイ拠点大学交流プログラム特別研究会

　「中産階級の研究」セミナー

　日タイ拠点大学交流プログラムは「東アジア地域形成の社会科学的研究」をテーマに，同時並

行的にいくつかの共同研究を実施している。そのうちの一つ，「申産階級の研究」は，東南アジア

における中産階級の擁頭とともに，社会，文化，政治，経済，その他，さまざまな領域において

大きな変化がおこりつつある，これを多面的に分析しようとするものである。200！年度と2003
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年度に行われたワークショップは下記のとおりである。

2002年3月19日

The　Complexity　of　Human　Trafficking：

Reviews　of　Evidences　from　Southeast　Asia

Contributing　£o　ReconceptualizatioR

　　（チュラロンコン大）Supang　ChaRtavanich

Populism　and　Corruption　in　Thailand

　　　（チュラロンコン大）Pasuk　Phongpaichit

2004年2月6日

Multiculturalism　in　Singapore

　　　　（シンガポール国立大）Chua　BeR9　Huat

　「国家・市場プロジェクト」セミナー

　日タイ拠点大学交流フ．ログラムで招贈中のSuthiphand教授とOlarn博士が，これまでの研究

成果を発表した。Suthiphand教授は「グローバル経済下でのガバナンスと経済統合」の問題を，

EUの経験に照らして，　ASEANにとってどのような課題があるかを明らかにした。また，　Olarn

博士は，「タイの経済政策の平行する2つの目標」について，地域協力におけるパラダイムシフト

という観点から議論を展開した。基本的にマクロモデルを使ったシミュレーションであったが，

自身タクシン政権のアジア金融協調に関する特別顧問をつとめていることから，内部事情にも詳

しく，参加者が興味深く聴き入った。

2002年3月28Ei　　　　　　　　　　　　　「コメント」　　　　　　（神戸大）原　　正行

Governance　and　Economic　lntegration　in　a　Thailand’s　Dual　Track　Policy　and　a　Paradigm

Global　EcoRomy：　The　Experience　of　the　EU　aRd　Shift　in　Regional　Cooperation　and　Coordination

Challenges　for　ASEAN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チナワット大）Olarn　Chaipravat

　　（チュラmンコン大）Suthiphand　Chirathivat

　「東南アジア大陸部における移動と文化再編」セミナー

　今Hのグローバリゼーション下で，移動を常態としてきた人々の社会ではどのような移住パ

ターンの変化と問題が生じているのか。特定の地域で長期のフィールドワークを行ってきたチュ

ラロンコン大学社会科学研究所主任研究員Pinit博士と同所の若手人類学者Narumon博士が，

それぞれ東北タイの人口移動を促すジェンダー・世帯関係の社会文化的影響，南タイ＝ミャン

マー国境を跨いで暮す「漂海民」（モーケン人）の直面する現状について報告し，参加者は消費文

化が惹起する多様な移住と経済生活，アイデンティティ形成の問題について活発な議論を行っ

た。また，変貌する地域の現実を捉えるためには，個人を基点とするミクロな調査研究が従来に

もまして重要な意義をもっことが再確認された。

2003年1月25日　　　　　　　　　　　　　Towards　a　Better　Understanding　of　the　Moken

Social　Change　aRd　Socio－Cultural　lnfluences　of　Sea　Nomads

Gender　and　Household　Relations　on　Migration　　　　　（チュラロンコン大学）Narumon　Arunotai

Decision－Making：　A　Case　S£udy　of　lsan　MigraRts

　　　（チュラロンコン大学）Pinlt　Lapthananon

（2）「東南アジアの自然と農業」研究会

「整理されたすきのない発表よりも，荒削りでもよい，むしろ跳躍力のある研究会にしたい」と
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いう創設以来の基本的な姿勢のもと，20年以上にわたり継続してきた研究会である。研究会での

話題は，東南アジアの自然と農業を中心としっっも，農学・生態学・薬学・地理学・人類学・歴

史学・社会学など，分野を横断するだけでなく，地域間比較のため，アジア全域やアフリカをも

対象としてきた。多様なメンバーが交錯する場であることが本研究会の第一の特徴である。もう

一つの特徴はフィールドワークに基づいた研究発表会であるという点にある。長期間の臨地研究

によって得られた着想や感動をアカデミックに意味のあるものとするための格闘の場であり，同

一の目的を持った多様なメンバーによる学際研究の実践の場である。研究会の開催は，原則的に

8月を除く偶数月の第3金曜日午後4～6時，東南アジア研究所東棟2階セミナー室にて行われ

ている。当研究会の過去の発表内容や今後の案内は下記のホームページから参照可能。

http：／／www．　cseas．　kyoto－u．　ac．　jp／seana／

第105回研究会（2002年4月26ED　　　　　　　　　ロムサマキ解散後の水稲耕作」　　（京大）小林　知

「空白地帯からの開発援助レポートーーイリアン・

ジャや州先住民の視点を探る」　　　　　　　　　　第111回研究会（2GO3年6月27　B）

　　　　　　　　　　　（秋田県立大）川合　信司　　「国立森林保護地域における土地利用の変化と土地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所有制度に関する考察」

第106回研究会（2002年6月28日）　　　　　　　　　　　　　　　（総合地球環境学研究所）藤田　弥生

「フィリピン・ピコール地方における総合農協の存

立条件と役割」　　　　　（北大）山田みちる　第112回研究会（2003年10月17日）「パプァ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニューギニア高地におけるサツマイモ耕作の変容」

第107回研究会（2002年10月11日）　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京医科歯科大）梅崎　昌裕

「ラオス北部山岳地域の存立基盤」

　　　　　　　　　　　　　（筑波大）横山　　智　　第113回研究会（2003年12月12B）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fミャンマー農業の多様と現在」（京大）松田　正彦

第108回研究会（2002年12月20日）

「インドネシア・スマトラ東岸部における湿地林利　　第114回研究会（2004年2月20日）

用の展開」　　　　　　　　　（京大）増田　和也　　Fタイ東北部におけるミアン（噛み茶）林管理とそ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の変容一チェンマイ県パンマオー村の事例」

第109回研究会（2003年2月21日）

「エチオピアのテフ栽培一一西南部マロ社会におけ

る事例から」　　　　　　（人聞環境大）藤本　　武

第110回研究会（2003年4月18日）

「カンボジア・トンレサーブ湖東岸地域におけるク

（京大）佐々木綾子

第！15回研究会（2004年4月16日）

「共生の戦略一フィリピン・パラワン島南部にお

ける先住少数民族モルポッグ族の沿岸域での自然利

用とその意義」　　　　　　（神戸学院大）辻　貴志

　（3）「南アジア経済」研究会

　1999年頃から，東南アジア研究センターのほか，大学院アジア・アフリカ地域研究研究科，大

阪市立大学経済学部，大阪府立大学農学部の教官・大学院生が中心になって，南アジア経済（特

に農村経済）に関連した研究会を継続的に行っているものであり，1年間に4～5回，センター

と大阪市立大学を交互に会場にして実施してきた。2003年10月に京都大学で開催された南アジ

ア学会の第16回全国大会においては，この研究会が母体になって，「南アジアの農村経済とその
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変容」と題する分科会を組織し（座長：藤田幸一），好評を得たところである。

2002年4月6臼

「飢寒・疫病・植民地統治一開発の中の英領イン

ド」　　　　　　　　　　　（大阪市大）脇村　孝平

「インド。西ベンガル州の農業発展と管井戸灌概

一Nad圭a県一農村調査より」　　　　藤田　幸一

2003年3月29日

「インドにおける人口決定要因分析一全国標本調

査（1999年度）の個票データを利用して」

　（大阪府大）三村　　聡，（大阪市大）佐藤　隆広

「インド・グジャラート州の一酪農村における農業

賃労働世帯の経済実態一小作・賃労働・金融関係

を中心に」　　　　　　　　　　（京大）岡　通太郎

2003年8月1日

「グU一バル市場経済下のデカン高原半乾燥地域農

村」　　　　　　　　　　　（大阪府大）宇佐美好文

The　Role　of　Farmers’　Collective　Action　for

？vlitigatiRg　Water　Scarcity：　The　Case　of　Tank

IrrigatioR　in　Tami｝　Nadu，　lndia

　　　　　　（総合地球環境学研究所）梅津千恵子

　（4）「東南アジアの社会と文化」研究会

　フィールドワーク（臨地調査）に基づく東南アジアの地域研究，とりわけ広い意味での社会

誌・文化誌にかかわる研究発表および意見交換のためのフォーラムを目指して発足した定期的研

究会である。「東南アジア」「フィールドワーク」「社会誌・文化誌」をキーワードにしっっも，地

域的・方法論的志向の如何を問わず，異種・多様な研究を包摂する知的土俵を実現することを目

標にかかげ，2001年1月以来，原則として奇数月の第3金曜日に京都大学東南アジア研究所東棟

2階セミナー室にて開催している。本研究会のHPも公開されている。

（http：／／www．　asafas．　kyoto－u．　ac．　jp／asia／chiiki－shinka／syakai－bunka／）

第8圓研究会（2002年5月17日）　　　　　　　　「系譜を記すということ　　黒タイの家譜を考える」

「r開発』と「労働』一カレン州の僧侶の活動か　　　　　　　　　　　　　　　　（民博）樫永真佐夫

ら」　　　　　　　　　　　（神戸大）土佐　桂子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第14回研究会（2003年9月19日）

第9回研究会（2002年9月20日）　　　　　　　　　「華商のネットワークとアイデンティティ」

「道教からみた宗教の再編一シンガポールにおけ　　　　　　　　　　　　　　　（民博）陳　　天井

る文化の客体化について」　　（滋賀大）福浦　厚子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第！5回研究会（2003年！1月21ED

第10回研究会（2002年11月15日）　　　　　　「現代インドネシアにおける〈歴史の創造〉をめ

「タイ産高級米ジャスミン・ライスとガーデン・ラ　　ぐって　　ブトンの過去の語り方」

イスの輸出と品質問題」　　　（天理大）宮田　敏之　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大）山口　裕子

第11圖研究会（2003年1月17ED

「移動性と秘密の言語一セブ興旺寺の事例をめ

ぐって」　　　　　　　　　（大阪外大）宮原　　曉

第12回研究会（2003年3月28日）

「『文化のインヴォリューション』再考一バリ文化

の表象と消費を中心に」　　　（一橋大）中野麻衣子

第13回研究会（2003年5月！6日）
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第16回研究会（2004年1月！6日）

「タイ現代文学にみるく女性の解放〉及びく業から

の解放〉　　セーニー・サオワポンの作品から」

　　　　　　　　　　　　　（大阪大）平松　秀樹

第17回研究会（2004年3月18日）

「シャン仏教チョーティ派の歴史と現状一シャン

州における仏教実践についての事例研究」

　　　　　　　　　　　（宮崎公立大）村上　忠良



　（5）研究会「国家・市場・共同体」

　「国家・市場・共同体j研究会は，東南アジアの経済発展に関し，国家や市場および共同体の役

割を検討することにより，東南アジア地域の特質を特に政治経済の面から明らかにしょうとする

グループである。アジア通貨危機があり，グローバリゼーションの影響を一層強く受けるなか，

その影響とこの地域の再編成の方向を村落，地域社会，国家，東南アジア地域の諸レベルで研究

している。また，地域社会の特質を各レベルにおいて，どのような主体がどのような方策でこれ

を保持しているのか，さらにこれがこの地域の経済発展の方向をどう規定しているのか’に関する

研究も進めている。最近の研究会では，ミクロレベルの農村信用組織や住民組織に関する研究報

告が行われた。また，スハルト政権崩壊後のインドネシア経済社会の制度に関する研究報告や，

さらに今日のグm一バリゼーションの特質に関する報告が行われた。また，他の学会との共同セ

ミナーも好評であった。今後，地域網比較の視点をより重視して研究を進めてゆく方針である。

第11回研究会（2002年5月31日）

Leading　Bias，　Financial　Reform　and　Some

Policy　Devise：　Using　Micro　Data　for　Wuxi　City

from　1993－1996　　　　　（徳島大）矢野　　剛

第12回研究会（2002年6月28日）

TraRsnationalism，　Enterprise　Development　and

Identity　Formation：　Malaysian　ChiRese　Busi－

ness　in　Local　and　Global　Contexts

　　　　　（マラヤ大）Edomund　Terence　Gornez

第13回研究会（2002年7月5日）

「東アジア・東南アジアにおける借用技術と技術進

歩」　　　　　　　　　　（大阪学院大）安場　保吉

第14回研究会（2002年7月9日）

Is　There　a　Future　for　Japanese　lnves£ment　in

Indonesia？　　　（ライデン大）Thomas　Llndbla

第15回研究会（2002年10月18日）

Structural　Adjustment　and　Rice　Policy　Change

in　lndonesia：　lts　lmplicatioR　for　Food　Security

and　Rural　Development

　　　　　　　（インドネシア食糧調達庁，Bulog）

　　　　　　　　　　　　　　M　Husein　Sawit

第16回研究会（2002年12月13ED

「20世紀前半における東南アジアのアラブ・ネット

ワークの盛衰」　　　　（ミシガン大）新井　和広

「サウディアラビア民主化の可能性」

　　　　　　　　　　　　　（神戸大）中村　　覚

第17回研究会（2003年3月1日）

〈フィリピン社会の変貌をどうみるか

一経済学からの接近〉

「経済発展における慣習の変容一マニラの貧困地

区の事例」　　　　　　　　　　（東大）中西　　徹

「農村金融にみるフィリピン農村社会

一ボホール州調査より」　　　　　　　藤田　幸一

「稲収穫労働調度の変化一ラグナ州とケソン州の

事例を中心として」　　　　（千葉大）菊池　眞夫

「コメント」　　　　　　　　（拓殖大）藤家　雅子

第18回研究会（2003年10月14日）

Impediments　to　lnternal　Military　Reform　in

Indonesia

　　（LIPI政治研究センタ→Ikrar　Nusa　Bhakti

第19回研究会（2003年10月31日）

Indonesian　Migrant　Workers　in　Japan

　　　（LIPI人口研究センター）HaRing　Romdiati

第20回研究会（2004年1月13日）

“Living　apart　together”：　Changing　Attitude

toward　Marriage　among　Women　in　Japan

（LIPI人口研：究センター）A登gustina　Situmoran塞

第21回研究会（2004年2月16日）

Appropriation　of　Cultural　Symbols　and　Peasant

Resistance：　A　Case　Study　from　East　Kalimantan，

Indonesia　　　　　　（三星学園大）浦野真理子
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第22回研究会（2004年2月20日）

Alternative　Theories　of　Southeast　Asian　Devel－

opment　　　　　　　（大阪学院大）弓場　保吉

第23回研究会（2004年3月26日）

The　ARalysis　of　lntra－lndustry　Trade　between

IRdonesia　and　Japan：　A　Case　Study　in　Manu－

factured　and　Agricultural　Products

　　　　（LIPI経済研究センター）Zamroni　Salim

　（6）共同研究「東南アジア大陸山地部研究会」

　本硯究会が対象とするのは，ベトナム・タイ・ラオス・ミャンマー・中国南部の山地部であ

る。この地域はほんの10数年前まで，少数民族がさまざまな文化ルールにしたがって棲み分け，

「外文明」との関係が極端に乏しく，「手がつけられていない，損なわれていない」地域であると

考えられていた。しかし，1990年代以降内外の研究者によるベトナムやラオス，中国西南部で

の長期のフィールドワークが可能になり，多くの分野で研究が蓄積されつつある。また，この地

域は急激な経済発展や人口の移動，開発政策などさまざまな理由によって，自然環境の破壊や民

族問題など緊急の解決を要する多くの問題が発生している地域でもある。そこで本研究会は，地

域を限定し分野横断的な研究会とすることにより，この地域の基層を理解するだけではなく，多

数の要因が複雑に絡み合った現代の課題群へのアプローチをも視野に入れた総合的研究を行うこ

とを目的として組織された。

　これまでに実施した砺究会は以下のとおりである。

第8回研究会（2002年6月6ED

「ミャンマー農村調査報告（1）一一金融を軸に」

　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　幸一

第9回研究会（2002年9月18日）

「ゴムが変えた盆地世界　　雲南・シーサンパンナ

の漢族移民とその周辺」　　（大阪外大）深尾　葉子

第10回研究会（2002年11月！日）

“Contemporary　Changes　in　Northern　Mou飢aln

Region　of　Vietnam”

Five　Decades　of　Human　lmpact　oR　Vegetation

Cover　in　Vietnam’s　Northern　Mountain　Region

　　　　　（ベトナム国立大）Dao　Minh　Truong

Nutrient　Balance　of　a　Composite　Swjddening

Agroecosystem　in　Vietnam’s　Northern　Moun一

tain　Region　　（ハノイ農業大）Tran　Duc　Vien

The　Human　Dimension：　Toward　a　More　lnte－

grated　Analysis

　　（イースト・ウェストセンター）Neil　Jamieson

ディスカッサント：　　　　　　　　速水　洋子

第！！回研究会（2003年6月27El）

（東南アジアの自然と農業研究会と合同開催）

「ラオス国立森林保護地域における土地利用の変化

と土地所有制度に関する考察」

　　　　　　（総合地球環境学研究所）藤田　弥生

第12回研究会（2003年12月19日）

「ラオス・ルアンプラバン県の焼畑農業を中心とし

た土地利用変化モデルに関する研究」

　　　　　　　　　　　　　（東大）和田由美子

　（7）研究会「環ヒマラヤ広域圏における生態資源利用の比較地域間研究」

　略称「環ヒマラヤ研究会」は，ヒマラヤを中央におき，その周辺を広域的にとらえ，東南アジ

ア，南アジア，西アジア，チベット，モンゴルの計5大生態圏における生態資源と社会の変容過

程を把握しようとするものである。これまで数年間，このテーマにそって研究会を行ってきてい
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るが，最近の研究会は以下のとおりである。

2002年7月24日

「乳加工体系から観た環ヒマラヤ広域圏における地

域間比較一チベット牧畜民の位置づけ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　平田　昌弘

2003年3月12日

「チベットにおけるヤクの飼育」

　　　　　　　　　　　（帯広畜産大）本郷　昭夫

2004年3月30日

「ゾロアスター教の歴史と環境認識」

　　　　　　　　　　　　（東京外大）青木　　健

　（8）共同研究「民族間関係・移動・文化再編」

　過去およそ30年間に東南アジアが経験した「開発の時代」は，一方で国民国家を枠組とするナ

ショナリズム，近代化，経済発展，都市化としての変化，他方で資本，労働力，文化などのグロー

バル化の一環としての変化をもたらした。1998年度に発足した本研究会は，最近実施された調査

研究に基づいて，その社会変容の諸相を，民族間関係，移動，文化再編をキーワードにして考察

を深めることを狙いとする。2003年度まで通算18回を実施，対象地域は東南アジアはもとより，

東アジア，アフリカにおよび，多岐にわたる主題についての地域間比較をも試みている。2002年

度から2003年度にかけては，2回の特別研究会を含む計4回の研究会を開催し，13名による発

表報告を実施した。

第15回研究会「特別研究会　　カンボジア研究特　　ら」　　　　　　　　　　　（九州大）片岡　　樹

集」（2002年12月6～7日）　　　　　　　　　眠族問関係におけるキリスト教と少数者集団

「カンボジアの紛争」　　　　　　　　　　　　　　　ビルマ・タイ国境地帯のバプティスト派ラフ族の事

　　　　　　　　（アジア経済研究所）天川　直子　　例」　　　　　　　　　　　　（金沢大）西本　陽一

「理事官府定期報告書から見た仏領期コムポン・

チャーム地方史」　　　　（民博地域研）北川　香子　　第17回研究会（2004年1月26ED

「アンコールをめぐるクメール語による語り一一　　「日系アメリカ人キリスト教女性のアイデンティ

1920～3G年代の雑誌記事の分析から」

　　　　　　　　　（励振特別研究員）笹川　秀夫

「民主カンプチアにおける理想的女性の表象」

　　　　　　　　　　　　（東京外大）岡田　知子

fカンボジア・トンレサーブ湖東岸地域における村

落社会の編成について一コンポントム州コンポン

スヴァーイ郡サンコー区V村を中心とした事例報

告」　　　　　　　　　　　　　（京大）小林　　知

「現代カンボジア出産事情一産婆をめぐる近代化」

　　　　　　　　　　　（愛国学園大）高橋　美和

第16回研究会「東南アジア大陸部におけるキリス

ト教」（2003年2月18臼）

「東南アジア大陸部の山地民キリスト教徒にみる救

済モチーフと民族主嚢一一タイ国のラフの事例か

ティ交渉　　『主人の道具』を流用していかに自ら

の家を再建できるか？」　（京都学園大）黒木　雅子

「コメント」　　　　　　　　（広島大）窪田　幸子

第18回研究会「特別研究会一ミャンマーにおけ

る宗教と社会」（2004年2月6～7日）

「ミャンマーのく国造り〉と仏教一上座仏教『全

宗派合同会議』のゆくえ」

　　　　　　　　　　　（元東京外大）奥平　龍二

「上ビルマー村落における女性の出家行為の意味と

その変化」　　　（総合研究大学院大）飯國有佳子

「慈悲の政治一アウンサン・スーチーの思想と行

動」　　　　　　　　　　　（北九州大）伊野　憲治

「ミャンマーにおける回族（パンデー）の交易路と

移住」　　　　　　　　（元大東文化大）吉松久美子

（9）連携研究「開発と：地域研究一市場経済における『地域』」

2002年度から国立民族学博物館地域研究企画交流センターが東南アジア研究センター，一一ts大
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学経済研究所，東京大学東洋文化研究所と連携して行っている共同研究。市場経済が，決して世

界的規模で画一化される普遍的なものではないとの認識をふまえて，（1）諸経済主体が保持する

社会的交換や社会的ネットワークと市場経済の地域的展開過程の関連を分析し，（2）地域に即し

た開発政策の立案と実施に資することを目的に組織された。地域研究と経済学を架橋しようとす

る試みでもある。東南アジア研究センターからは，藤田幸一が代表者として，田申耕司が班員と

して参加している。2002年度は東南アジア地域を対象に開発戦略と地域社会に関する検討を行

い，7月に東大東洋文化研究所で，そして下記の研究会が12月に東南アジア研究センターで開催

された。また，2003年2月に一橋大学で国際ワークショップを開催した。

2002年！2月13日　　　　　　　　　　　　　　　　「コメント」　　　　　　　　　　　　　田中　耕司

「ラオスー農業開発」　　（神戸大）福井清一　2002年12月14日

「ラオス　　工業化」　　（青山学院大）大野　昭彦　　「開発論と地域研究」　　　　　（東大）原　洋之介

「ベトナムー農業開発」　　　（東大）泉田　洋一　　「歴史地域学の実験　　バッコック調査の紹介」

「ベトナム　　貧困」　　　　　（東大）池本　幸生　　　　　　　　　　　　　　　　　（東大）桜井由躬雄

　（10）r近畿熱帯医学」研究会

　4回行われた研究会のうち，下記3圓の研究会を東南アジア研究センターで実施した。2003年

度最初の研究会では，東南アジア研究センターの教官2名がそれぞれ現在の自分の研究を中心に

話題を提供し，参加者と活発な情報交換が行われた。2003年度2回目の研究会では，タイムリー

なSARSの話題提供があり，診断，治療，予防に関する質疑応答があった。また若手の大学院生

がバングラデシュ国際下痢症研究センターで経験した医師の研修コースの経験談を紹介し，新鮮

な話題提供となった。2004年の第1回目は，3名のスピーカーが，各自のフィールドの経験をも

とに話題を提供し，感染症のコントw一ルに関する質疑が活発に行われた。取り上げられた感染

症は，いずれも熱帯では非常に重要なものであり，参加者から多くの質問があった。

2003年2月1日

「東南アジアのコレラと腸炎ビブリオー魚介類汚

染と感染症」　　　　　　　　　　西渕光昭

「熱帯地域における地域住民の健康状態について

一ニューギニア・ミャンマーを中心として」

　　　　　　　　　　　　　　　　　松林　公蔵

2003年5月31日

「インフルエンザとSARS　流行の原点としての

香港」　　　　　　　（滋賀県立医大）山田　　明

「バングラデシュ下痢疾患研修日誌　　国際厚生事

業団派遣研修報告」　　　　　　（京大）角　　泰人

2004年1月24日

「アフリカでのエボラ出血熱の話　　そこから学ん

だSARS対策」　　　　（仙台検疫所）岩焙恵美子

「エイズと結核の同時蔓延に関する研究と対策一

タイ北端チェンライ集での！0年間のフィールド研

究開発の実践より」　　（結核研究所）野内　英樹

「マラリアの迅速診断法・迅速治療法を発展途上国

のへき地に普及する　　インドネシア・ミャンマー

での活動から」　　　　　　（自治医大）松岡　裕之

　（11）共同研究会「理科的地域研究の必要性と可能性一生態論理・農村開発・環境問題のアブ

日一チ」

　地域研究は調査と実践のフィードバックの繰り返しによって，より明確な問題発見もしくは問
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題の本質が理解される。実践をきちっと研究に位置づけることが必要とされている。理科は実践

（あるいは実験と読み替えてもいい）を経るという手続きが不可欠であり，そこに理科の面白みが

ある。理系でもなく，生態学的，農学的でもなく理科とした所以である。地域研究における実践

的研究の重要性をみずからの研究歴の中で示されてきた，海田能宏，石田紀郎（アジア・アフリ

カ地域研究研究科），古川久雄（同）の3氏の研究アブu一チこそは，地域を理解する基礎的地域

研究から一歩踏み込んだ，地域と実践的にかかわり地域を創造する応用的地域研究と指摘しう

る。実践研究支援を志向する組織，個人が近年増えっつあり，実践を取り込んだ息の長い地域研

究の展開のための社会環境も整備されっっある。こうした社会的要請に応えるためにも，地域研

究が何を社会にアピールし，いかに組織的対応をすべきかを考える時期に来ている。3氏の問題

提起を受け，地域研究における長期的な実践研究が継続できる仕組みと組織ネットワークの構

築の必要性と可能性について活発に意見交換がなされた。

2003年2月7日　　　　　　　　　　　　　「現実との対話から掴む一一こだわりの農村開発研

「趣旨説明一実践研究を継続する組織の必要性」　　究」　　　　　　　　　　　　　　　　海田　能宏

　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　和雄　　「当事者の迫力に学ぶ一人をかりたてる環境問題

「平和環境もやいネット構想」　　　　　　　　　　　研究」　　　　　　　　　（ASAFAS）石田　紀郎

　　　　　　　　　　　（ASAFAS）古川　久雄

　（12）共同研究会「農村開発における地域性」

　農村開発は，村が置かれている地域性と，村がもっている在地性に強く影響をうけながら，地

方行政，NGO，村人の参加によって事業として具体的に計画される。したがって農村開発がかか

える問題群を理解するためには，人を中核においた地域の全体像のうちに問題群を位置づけてい

く地域研：究のアプローチが期待されている。農村開発を応用的地域研究に位置づけ，共同研究会

を開催してきている。ここ数年は，地方行政と生活文化の基層に焦点をあててきた。

　2002年度は，バングラデシュを中心に置き，日本の生活改善事業の経験との比較，周辺地域と

の農業の比較，また宗教の視点からバングラデシュの地域性について下記の問題提起発表が行わ

れ，ワークショップ形式で活発に議論がなされた。この研究会で取り上げるべき課題はまだまだ

多く，今後も研究会を継続してその研究成果を発表していきたい。

第9回研究会（2003年3月18日）

〈地方行政と農村開発一村のリーダーたちと改良

普及事業〉

「生活改善活動で進めたりーダーの確保・育成につ

いて」　　　　　　　　（日本農業新聞）西潟　範子

「亀岡市の農家のリーダーたちと改良普及事業」

　　　（亀岡市農業改良普及センター）松田　武子

「バングラデシュの農村開発と農村リーダーたち」

　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　和雄

第10回研究会（2003年3月25日）

〈生活文化・暮らしの基層一農耕様式とチベット

仏教におけるベンガル僧にみるバングラデシュと周

辺の関わり〉

「19世紀初頭コッチ・ビハールの農業社会構造一一

畑作と水田稲作」　　　　　　（一橋大）谷口　押脚

「アラカン，マニプール，アッサム，チッタゴンの

黎と農業」　　　　　　　　　　　　　安藤　和雄

「チベット文献にみられるベンガル出身の僧侶」

　　　　　　　　　　　　（高野山大）藤田　光寛
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　（13）バンコク・タイ研究会

　東南アジア研究所バンコク連絡事務所は2003年6月より，会場提供などを通じて研究会支援

を始めている。本研究会はタイに長期滞在するさまざまな大学の大学院生が主体となり，数年前

からバンコクで開催されていたものである。現在は，連絡事務所で月1回程度のペースで開催し

ている。トピックは，主としてタイに関するものであるが，近隣諸国や地域間比較に関する研究

発表も行っている。バンコク滞在の機会には，ぜひ，研究会のスケジュールをチェックし，参加

していただきたい。

第1回（2003年6月14日）　　　　　　　　　「セーニー・サオワポンとタイ現代文学」

「調査研究経過報告一コラート県の農業機械産業　　　　　　　　　　　　　　　（大阪大）平松　秀樹

における技術形成と社会的学習」

　　　　　　　　　　　　　（東大）森田　敦郎

「タイ近代法システムに対するモン族の適応戦略」

　　　　　　　　　　　　　（慶大）吉井　千周

第2回（2003年7月26日〉

「タイ近代警察の蹉跣　　立憲革命後の地方統治と

『警察』システム」　　　　（ASAFAS）水谷　康弘

「ヴェトナム戦争とタイの社会変容」

　　　　　　　　　　　　　　（早大）高橋　勝幸

第3回（2003年9月14日）

「『迷惑施設』の誕生と住民投票制定指向型住民運

動」　　　　　　　　　　　　（慶大）吉井　千周

第4回（2003年10月26日）

Chaopoo　Patronage　or　State　Patronage

　　　　　（チュラロンコン大）Viengrat　Nethipo

第5回（2003年12月20日）

「タイ・ムスリムの移住史」

（Bangkok　SPrin9　lndustrial　Co，　Ltd．）本村正人

フォーラム「タイにおける民主化・人権NGOの展

開」　　　　　　　　（アジア経済研究所）重冨真一

第6回（2004年2月1日）

「チャンの世界一タイ産業社会における職業集団

と労働市場」　　　　　　　　（東大）森田　敦郎

「タイ大学生のPC購買意：思形成過程一構造方程

式モデリングによる考察」　　（東木）市野沢潤平

更7回（2004年3月13日）

「フォーマルセクターからインフォーマルセクター

へ？一タイにおけるグm一バル化と女性労働者の

ライフコース」　　　　　　　　（京大）遠藤　　環

　（14）「農業経済と地域研究」研究会

　2003年度から新しく組織した所内研究会で，農業経済学を切り口にしながら，東南アジア，南

アジア，その他周辺地域の地域理解を促進することをねらいとしたものである。第1回研究会は，

下記のとおり，アジア経済研究所の海外客員硬究員として東京に在籍していた，インド農業経済

学の第一人者のひとりであるRamesh　Chand教授（デリー大学経済成長研究所）を招いてイン

ド農業経済に関連する研究会を実施した。

2003年8月1！日　　　　　　　　　　　　　Trade　Liberalization　and　Agrarian　Structure　in

Food　Policy　and　Food　Security　in　India　during　India　　　　　　　　　（京都府大）杉本　大三

the　Reforms　　　　（デリー大）Ramesh　ChaRd
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　（15）　Asian　Public　lntellectsals　Seminar

　API（Asian・Public・lntellectuals）Fellowshipは日本財団の助成で実施しているフェローシッ

プ・プログラムで，日本，タイ，マレーシア，インドネシア，フィリピンの「公的領域」におい

て活動する知識人を対象とするものである。2002年度，2003年度には，その活動の一環として，

2002年9月4日，2003年10月17日に京都大学にてワークショップを開催した。2002年のワー

クショップにおいては，Mary　John　Mananzanan，　Pateep　Methakunavudhi，　Allan　Jose　Villa－

ranteの各氏が，助成のエンパワーメント，日本人とタイ人の民族意識，日本の少年指導制度につ

いて報告を行った。また2003年には荒木哲也，Wimonrart　Issarathumnoon，　Hui　Seng　Kin，

Joyce　Lim　Suan　Li，永井史男，　Rachel　Pastores　Corro，　Nareerat　Leelawat，片岡　樹の8名がそ

れぞれ，インドネシアのNGOネットワーク作り，京都の町造り，日本のダム建設と市民グルー

プ，フィリピンとインドネシアの現代舞踊，タイの地方分権，日本の外国人労働者，マンガに見

るアイデンティティ構築，タイの山地民のアイデンティティについて報告を行った。

2002年9月4日

Commitment　to　Empowering　Women

　（APIシニア・フェn一）Mary　John　Mananzanan

The　Comparative　Study　of　the　Ethical

Awareness　Related　to　lnformation　Technology

Security　lssues　between　Japanese　and　Thais

　（APIシニア・フェロー）Pateep　Methakunavudhi

In　Defense　of　the　Shonen－Shido－Seido：　An

Analysis　from　a　Holistic　Perspective

（APIジュニア・フェロー一）Allan　Jose　Villarante

2003年10月17日

Putting　the　First　Last：　Networking　NGOs　iR

Indonesia　　　　　　　　　　（日大）荒木　哲也

Kyoto　with　Her　Townspeople

（チュラロンコン大）Wimonrart　Issarathumnoon

Civil　Society　in　Dam　Decision－making　iR　Japan：

An　Observation

　　　　　　　（SUARAM，　Malaysia）　Hui　Seng　Kin

On　the　Development　of　Contemporary　Dance　in

the　Philippines　and　lndonesia

　　　　　　　　（舞踏振り付け師）Joyce　Lim　Sttan　Li

Transformation　of　Political　Structure　in

Decentralization　in　Thailand：　The　Case　of　the

Hangchat　District，　Larnpang　Province，　Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪市大）永井　史男

The　lmpact　of　Globalization　to　Migrant

Workers　in　Japan　in　the　Areas　of　Employment

and　Labor　Standards：　An　Ana｝ysis　of　Migration

Policies，　Strategies　and　Approaches

（フィリピン統合弁護士会）Rachel　Pastores　Corro

Negotiating　of　ldentity　in　“Manga”

　　　　　　　　　（タマサート大）Nareerat　Leelawat

ChaRging　ldentities　of　the　Hill　Tribes　in

Contemporary　Thailand：　My　Research　Activ－

ities　in　Thailand　　　　　　（九大）片岡　　樹

　（1）International　Workshop　on“Cultural　Diversity　a皿d　Conservation　in　the　Making

of　Mainland　Southeast　Asia　and　Southwestern　China：　Regional　Dynamics　in　tlte　Past　and

Present”（於ルアンパバーン，2002年2月19～20日）

　COE形成基礎研究プロジェクト「アジア・アフリカにおける地域編成　　原型・変容・転成」

による東南アジア・クラスター（社会相関）の研究活動の一環として，2002年2月ラオス人民民

主共和国ルアンパバーン市で国際研究集会「東南アジア大陸部と西南中国における文化の多様性
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と保存　　過去と現在における地域の動態」を開催し，ラオス（4），中国（3），タイ（3），日

本（3），ドイツ（2），オーストラリア（1）からの参加者計16名が最新の民族誌データに基づ

く研究発表と討論を行った。また，ホストを務めたラオス情報文化省博物館考古局の協力により，

参加者は会議に先立っ3日間にわたってルアンパバーン市近郊の複数の集落を訪れ，地域と民族

が直面する諸問題と現状について住民との聞き取り調査，意見交換を実施した。それぞれの発表

報告は，こうした経験を共有した後リライトされ，ラオ語要約を付した英文報告書と．して編集，

バンコクのアマリン社より2003年5月に刊行された。

　「開会挨拶」　　　　　　　　　　　　　　（ラオス。ルアンパバーン市長）Saysamone　K：homthavong

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林　　行夫

　History　of　Population　in　Laos　and　Essay　on　Ethnic　Classification

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラオス情報文化省）Humpanh　Rattanavong

　Languages　and　Ethnic　C至assification　in　Lao　PDR　　　（ラオス情報文化省）ThongPheth　Kingsada

　Historica1，　Cultural　and　Ethnica｝　Relationship　between　Lao－Ta　and　Kumhmu　Ethnic　Group

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラオス情報文化省）Souksavang　Simana

　Commoners　and　Slaves　in　Ancient　Lan　Na　Society

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チェンマイ。ラーチャパット大学）Aroonrut　Wichienkeeo

　Cao　Fa　Dek　Noi　and　the　Founding　Myth　of　the　Lue　Polity　of　Chiang　Khaeng

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ミュンスター大学民族研究所）Volker　Grabowsky

　The　Aboriginal　Tribes　and　the　Tribal　Principalities　in　YuRnan　as　Presented　in　the　Ming　aRd　Early

　　　Qing　Historiography：A　Prelimiaary　Survey　　（ミュンスター大学民族研究所）Foon　Ming　Liew

　Black　Tai　in　Lao　PDR　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マヒドン大）Paもtiya　Jimreivat

　The　Family　Structure　and　Everyday　Life　of　Puer　Dai　People　in　JinpiRg　County

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雲南民族研究所）He　Shaoying

　Buddhist　Revivalism　in　the　Tai　World　　　　　　　　（マックオリー大）Paul　Theodore　Cohen

　Khuba　Movements　and　the　Karen　in　Northern　Thailand：　Negotiating　Sacred　Spacand　ldentity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チェンマイ大）Kwanchewan　Buadng

　Meat－Consumption，　Feasting　aRd　Commensality　among　Karen　in　the　Context　of

　　　Socio－Religious　Changes　in　the　Upland－Lowland　ContinuUm　　　　　　　　　　　速水　洋子

　A　Study　on　Culture　Contact　and　Cultural　Change：　Atsang　and　De’ang　Nationa｝ities　as　Cases

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雲南師範大）Yuan　Yan

　Probing　the　Origin　of　“Offering　Sacrifices　to　God”　and

　　　“Driving　Out　Ghosts”by　the　Dai　Nationality　　　　　　　（雲南民族研究所）Yang　Guang－yuaR

　Fores重Domesticated：Ethnic　and　Religious　Practice　among　the　Lao　and　Neighbors　　林　　行夫

　Agricultural　lntensification　and　Diversification　in　the　Northern　Mountain　RegioR　of　Vietnam

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳澤　雅之

Preservation　of　Cultural　Heritage　in　Lao　PDR：　With　Special　Reference　to　Luang　Prabang　Case

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ラオス情報文化省）Thongsa　Sayavongkhamdy

　Ethnic　Cultures　aRd　Tourism　Development　in　Xishuangbanna，　YunRan　Province

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（埼玉文教大）長谷川　清
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　（　2　）　lnternational　Workshop　on　“lnter－Ethnie　Relations　in　the　Making　of　Mainland

Sontheast　Asia　and　Southwestern　China　under‘Globalization”’（於京都，2002年！0月29

～30日）

　COE形成基礎研究プロジェクト「アジア・アフリカにおける地域編成一原型・変容・転成」

による東南アジア・クラスター（社会相関）の研究活動の一環として，2002年10月京都大学東南

アジア研究センターにおいて国際研究集会「〈グローバリゼーション〉下の東南アジア大陸部と西

南中国における民族間関係」を開催し，日本（4），中国（3），タイ（1），米国（1）からの参

加心計9名が最新の民族誌データに基づく研究発表と討論を行った。それぞれの発表報告は，討

論の成果をふまえてリライトされ，英文報告書として近く編集刊行される予定である。

　2002年10月29Ei

　Land　MaRagement　in　Ancient　Lan　Na　Society：　A　Case　of　Paddy　Fields

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チェ・ンマイ・ラーチャパット大学）Aroonrut　Wichienkeeo

　A　Comparative　Study　of　the　Sacrificial　Rites　Held　by　the　Minority　Nationalities　in　XinpiRg　County：

　　A　Case　Study　of　the　Yi，　the　Hani　and　the　Dai　Nationalities（雲南民族研究所）Yang　Guang－yuan

　RestoratioR　of　Rituals　and　DaHdentity　in　Sipsong　Panna，　Yunnan　Province

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（埼玉文教大）長谷川　清

　National　Assemblies：　Ethnic　Minorities　in　Thailand’s　Museums

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アリゾナ州立大）Hjorleifur　jonsson

　ApproachiRg　Proeection　and　Utilization　of　Language　and　Cultgre　of

　　Xiandao　from　Phenomena　of　Global　Dylng　Languages　and　Culture　　（雲南師範大）Yuan　Yan

　2002年10月30日

　Hills　and　Plains　in　Mainland　Southeast　Asia　from　the　Perspective　of　Religious　Dynamics

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　速水　洋子

　Traditional　Culture　of　the　Lahu　under　Globalization　　　　　　（雲南民族研究所）Liu　Jingrong

　Tai－Lue　Migration　and　Changing　Splrit　Cult：　ln　the　Context　of　NatioR－State　in

　　Recent　TraRsnational　Movement　　　　　　　　　　　　　　　（三重県立看護大）馬場　雄司

Theravada　Buddhist　Practices　across　Regional　Boundaries　　　　林行夫

　（3）COE国際セミナー“Regions　in　Globalization”（2002年10月25～27日）

　国際会議「グローバル化と地域形成」が，文部科学省科学研究費中核的研究拠点形成（COE）

プログラム「アジア・アフリカにおける地域編成一原型・変容・転成」の助成のもとで，京都

大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）との共催によりキャンパスプラザ京都

で開催された。全233名の参加者のもとImmanuel　Wallerstein氏による特別講演および以下の

三つのセッションを中心に，グm一バル化の進行に対する地域研究によるアプローチ，地域間比

較研究による地域横断的な課題が検討された。

　セッション1「農業開発再考一地域から見るグローバル化」では，新しい農業と農村の開発

のあり方を考える上で，地域研究の成果がどのような貢献を果たしうるかが検討された。セッ

ション2「グローバル化状況における日常実践の変容」では，グローバル化のもとでの人々の宗
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教・エスニシティー．・ジェンダー等に関わる日常実践の変容が検討され，セッション3「地域と

国家」においては，グローバル化が国家に与えるストレス要因が議論された。

　Special　Lecture

　Geopolitical　Cleavages　of　the　21st　Century：　What．　Future　for　the　World？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ニューヨーク州立大）Immanuel　Wallerstein

　セッション1：Rethinking　Agricultural　Development＝Globalization

　　　and　Site－Oriented　Approaches　　　　　　　　　　　　　　　議長（A．SAFAS）島田　周平

　Which　Should　Be　the　Target　of　lnternational　Cooperation，　Agricultural

　　　or　Rural　DeveloPment？　　　　　　　　　　　　　　　　（日大）林　幸博
　Globalizatiqn　and　Liberalization：　An　Opportunity　or　a　Threat

　　　to　African　Agriculture？　　　　　　　　　　　　　　　（国際熱帯農業研究所）Victor　Manyong

　Small　Holders　and　Nontraditional　Exports　under　Economic　Liberalization：

　　　The　Case　of　Pineapples　in　Ghana　　　　　　　　　　　　　　（アジア経済研究所）高根　　努

　Development　and　Village　Agroecosystems　in　Vietnam’s

　　　Northern　Mountain　Region　A．　Terry　Rambo
　Chronicle　of　a　Death　Foretold：　Some　Thoughts　on　Peasants，　the　Agrarian

　　　Question　and　Site－Oriented　Approaches　to　Globalization

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カリフォルニア大バークレー校）Michael　Watts

　セッション2：Transformation　of　Everyday　Practice　in　the　Age　of　Globalization

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長（ASAFAS）田辺　明生

　Sports　and　Culture：　Constituting　Mien　in　Contemporary　Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アリゾナ州立大）Hjorleifur　Jonsson

　Recapturing　the　City：　Everyday　Life　Practices　of　Maragoli　Migrants　in　Nairobi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京大）松田　素二

　Globalization　and　Religious　Conversion　in　Lamu，　Kenya　　　　　　　　（東京都立大）大塚　和夫

　Ecologies　of　Labor　and　Expertise　　　　　　　　（カリフォルニア大学バークレー校）Aihwa　Ong

　Between　Autochthony　and　Diaspora：　lndians　in　the　“New”　South　Africa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エジンバラ大）Thomas　B．　Hansen
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セッション3：Regions　aRd　States　under　Stress

Globalization　and　the　State　in　Africa

Sovereignty　at　Bay？　The　African　State　in　the　Context　of　Globalization

Forecasting　Failure　iR　Southeast　Asia：　Burma　siRce　the　1990s

In　the　Wake　of　Globalization：　Political　Stresses　in　South　Asia

　　　議長：Pa毛ricio　N，　Abinales

　（海軍大学院大）Letitia　Lawson

　　　　　　（東大）遠藤　　貢

（ワシントン大）Mary　P．　Callahan

（ジャミァ・ミリァ・イスラミァ大）Achin　Vanaik

G茎oba茎ization，　Hegemony，　aRd　the　State　in　BaRgladesh　　　　　　　（ダッカ大）Amena　Mohsin

「総合討論」　　　　　　　　　　Patricio　N。　Abinales，白石　　隆，田中　耕司，（東大）原　洋之介，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ASAFAS）小杉　　泰，島田　周平，田辺　明生

　（4）拠点大学ワークショップ“Perspectives　of　Flows，　Middle　Class，　State，　and　Market

for　Asia”（2003年1月14～15日）

　中産階級とフロー新規プロジェクトに関してはブレーンストーミングを目的として，3年目に

入った市場・国家プロジェクトについては各参加者に論文発表を求め，タマサート大学において

拠点大学ワークショップを開催した。

　日本からは末廣（東大），浦田（早大），篠原（同大），鳥居（明大）の各氏，東南アジア研究セ

ンターからは白石，濱下，石川，Hau，阿部，藤田が参加した。マレーシアから3名，シンガポー

ル2名，フィリピン1名，インドネシア1名，タイから27名，その他タイ在住の学者の参加もあ

り，参加者が全体で50名を超える盛況ぶりであった。

　中産階級プロジェクトは白石をり一ダーに，中産階級擁頭の政治・経済・社会・文化的意義を

地域論的，比較論的観点から考察し，明らかにしょうとする。一方，フロープロジェクトは石川・

Hauをコーディネーターとし，もの。サービスのみならず，国家間を動くものすべてを鰐象に学

際的に考察を加えようというものである。ワークショップにおいて白石は，プmジェクトの方向

性を示す基調論文を発表，石川・Hauも同様に趣旨説明を行い，両プロジェクトの意図するとこ

ろを参加者に徹底した。同時に主要参加者から自らの研究計画の説明を受け，今後の研究の枠組

みについて議論，理解を深めた。

　阿部が担当する市場・国家プロジェクトに関しては，これまで3年間の研究成果が発表され

た。タイ，マレーシア，インドネシア，シンガポール，日本が抱える現在の政治経済問題　ミャ

ンマーの農業，開発金融，地域協力，貿易・投資，政策協力，為替レート政策，生産性，タイの

AFTAとWTO政策，マレーシアの経済成長についての報告が各メンバーからあり，参加者から

の批判を受けて議論を深め，それぞれ研究の完成へ向けての指針を得た。

　第1部：New　Projects：lntroduction

Introduction　to　the　Middle　Class　Project　and　Round　Table

Introduction　to　the　Flow　Project　and　Round　Table　Discussion

　　　　　　　　　白石　隆他

石川　　登，Caroline　S．　Hau他

第2部：Current　Econom藍。　Issues　of　Tha量land，　Malaysia，　IndoResia，　S呈ngapore，　a薙d　Japan

How　to　Strategical｝y　Formulate　a　Resilient　and　Robust

　Economy　for　Thailand：　A　Prologue

Malaysia　Strategy　for　Regional　Economic　Cooperation

（チュラロンコン大）Pongsak　Hoontraku1

（マラヤ大）Mahani　Zalnal　AbidiR

35



Monetary　Policy　in　lndoResia　Fol｝owing　the　Crisis　iR　1997　一　98（インドネシア大）Anwar　Nasution

Twin　Engines　of　Growth　in　Singapore：　The　Recent　Trends

　in　Manufacturing　aRd　Services　Sector　　　　　　（シンガポール国立大）Shandre　Thangavelu

Japan’s　Dilemma：Can　We　Get　out　of　This　Mess？　　　　　　　　　　　　（同志社大）篠原　総一

第3部：State，　Market，　and　Economic　lntegration　in　Asia

The　Rice　Economy　in　Myanmar　at　the　Crossroads　on　Myanmar　Agriculture　　　　　藤田　幸一

The　Role　of　Policy　and　lnstitutions　in　East　Asia’s　Sustainable

　Development　Finance　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑬卸戸大）根岸　祥子

A　Shift　from　Market－led　to　lnstitution－led　Regional　Economic

　Integration　ln　East　Asia　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大）浦田秀次郎

Changes　in　Trade　and　lnvestment　Flows　in　Asia　after　the　Crisis　　　　　　　　　　阿部　茂行

National　Economies　under　Globalization：　A　Quest　for　New

　Development　Strategies　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大阪大）高阪　　章

Roles　of　MNCs　in　Regional　Development　and　Their　Locational　Determinants：

　The　Case　of　Thailand　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋大）岡本由美子

Reemergence　of　Asia　as　a　Core　of　Economic　Growth　and　Stability，

　the　Power　of　Regional　Policy　Coordination　and　Cooperation　（チナワット大）Olarn　Chaipravat

Exports，　Domestic　Demand，　and　Economic　Growth　iR　Malaysia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（マレーシア科学大）Lai　Yew　Wah

Structural　Changes　and　Productivity　Growth　　　　（シンガポール国立大）Shandre　Thangavelu

AFTA　and　WTO：ThailaRd’s　Perspective　　　　　　（チュラロンコン大）Suthiphand　Chirativat

Contractionary　Devaluation　Revisited　　　　　　　　　（タマサート大）Bhanupong　Nidhiprabha

　　（　5　）　“The　Mekong　Spirit：　Cliche　or　New　Concept？”

　　中国も加わり，メコン河流域開発に関係諸国の協力が必要であることが，再び議論されるよう

になってきた。最近のこの大きな変化は，かっての流域諸国の協力体制の単なる再構築にすぎな

いのか，あるいは新しいコンセプトのもとでの協力関係なのかを見極めるため，“The　Mekong

Spirit：C正iche　or　New　Concept？”と題する国際シンポジウムをタイのバンコクにて，地域研究企

画交流センターならびに日本学術振興会バンコクオフィスとの共同で開催した。関係諸国出身の

若手研究者が中心となった研究発表では，協力体制構築のためのさまざまなアブm一チが提案さ

れた。また，メコン流域開発に長年，直接に関わってきた政策アドバイザーや技術者からは，利

害関係調節の困難さと同時に，新しい関係の大切さが強調された。このようなシンポジウムの継

続は，利害を超えた協力関係の構築や，世代を超えた協力のための知恵を継承し発展させること

に大きな役割があると考える。

　2003年3月8日

　「挨拶と趣旨説明」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（民博地域研）阿部　健一

　「基調講演」Some　Thoughts　on　the　Mekong　Spirit　　（元UNDP本部，国際水資源学会）堀　　　博

　セッション1：National　versus　Regional　Concerns　in　the　Development　　　　司会二柳澤　雅之

　Chalienges　and　Opportunities　for　Enhancing　Environmental

　　　Management　in　Lao　PDR　　　　　　　　　　（メコン委員会ラオス）Chandavanh　Dethrasavong

　Poverty　Reduction　in　Thailand　and　the　Cooperation　among　the　GMS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（タイ国家経済社会発展省）Jianggoon　RojanaRan
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A　Study　of　Economic　and　Social　lmpact　of　Rural　Access　Roads：

　ACase　Study　of　Savannaket，　Lao　PDR　　　　　　　　　　　　　　　　　（早大）大塚　幸司

A　Research　on　the　DiffereRtiated　Development　Policies　of

　the　Lancang　River　Basin　and　Sorne　Policy　Suggestions　　　　　（昆明科学技術大）Ling　Yang

セッション2：The　Contested　Development　　　　　　　　　　　　司会：（京大）樋口　浩和

Conflicts　and　Coordinating　the　Relationship　among　the　lnterest　Groups：

　A　Case　Study　of　Lancang－Mekong

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雲南大）Lihui　Chen，（南京大）Zungu　Zeng，（雲南大）Dam呈ng　He

Natural　Resources　for　Development　and　the　Destiny　of　Marginal　Groups：

　A　Case　Study　of　IRdigenous　People　iR　Rattanakiri　Province，　Cambodia

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ウボンラチャタニ大）Sommai　Chinnak

Opening　the　Sluice　Gates　of　Pak　Mun　Dam　in　Thailand　for　Four　Months：

　Questions　for　Sustainable　Development　of　People’s　Livelihood

　and　Ecological　Restoration　　　　　　　　　　　　（ウボンラチャタニ大）Kanokwan　Manorom

3月9日

セッション3：For　the　Regional　Cooperation　　　　　　　　　　　　　　　司会：藤田　　渡

Cooperation　iR　the　Mekong　Region：　lssues　and　Lessons　Learnt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（カンボジア水産連携チーム）Mak　Sithirith

Basin　Development　Plan　in　the　Lower　MekoRg　Basin　　　　　　　　（メコン委員会）加本　　実

The　Governance　of　lncreasing　Mekong　Regionalism　　　　　　　　　（チェンマイ大）John　Dore

Proposais　on　the　EcoRomic　CooperatioR　between　China

　and　GMS　Enterprises　　　　　　　　　　　　　　　（雲南省外国貿易経済－協力局）Yonglin　Yin

セッシcrン4：Mekong　D6velopment　in　a　Global　Concern

Foreign　lnvestment　in　Vietnam：　The　Opportunities

　for　Co－operation　among　GMS　　　　　　　　　　　　　（ベトナム保険会社）Pham　Van　Thanh

Japanese　Participation　in　Mekong　DevelopmeRt：

　Changing　Paradigms　of　the　Past　50　Years　　　　　　　　　　　　　　　　（京大）山本麻紀子

A　Study　of　Yunnan’s　Strategic　Status　in　China－ASEAN

　Free　Trade　Area　Construction　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昆明社会技術大）Mao　He

ConcludiRg　1）iscussion　　　　　　、　　　ディスカッサント：（昆明社会技術大）Chen　Jiangming

　　（6）「タイ東北部の社会経済ならびに政治変化」に関するワークショップ

　　このワークショップは，日本大学（2003年5月21，22日）と東南アジア研究センター（23日）

において3大学共催で開催された。コンケン大学チームが研究成果を発表し，それに日本人研究

者が討論をする形で，ワークショップは進んだ。テーマと発表者（討論者）は次のとおり。「貧困」

についてBuapun（山形三文），「開発に関する東北タイー村の見方」についてRatana（Rambo），

「人〔1予測」についてSon〔1nuek（小川直宏，斎藤安彦），「ジェンダーの政治における役割」につ

いてFarung（速水洋子），「都市化」についてApisak（安藤博文），「村の管理能力」について

Peerasit（阿部茂行）。コンケン大学チームの発表は図表を多用したもので，東北タイに馴染みの

ない研究者にとっても情報が多く，専門領域にとらわれない議論が展開された。

　Poverty，　lnequality　and　Quality　of　Life　of　People　in　the　Northeast　of　Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コンケン大）Buapun　Promphakping

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（アジア経済研究所）山形　辰文
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A　Narrative　of　Contested　Views　of　Developmen£　in　Thai　Society：

　Voices　of　Vi夏lagers　ln　Rura圭Northeastern　Tha量1and（コンケン大）Ratana　Tosakul－Boonmathya

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：A．Terry　Rambo

Estimation　of　Population　Related　with　SubstaRce　Abuse：　Northeastern　Region

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（コンケン大）Somnuek　Panyasing

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサントニ（日大）小川　直宏，（日大）斎藤　安彦

Gender　Role　in　Local　Politics　in　the　Northeast　of　Thailand　　　（コンケン大）Farung　Meeudon

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：速水　洋子

Urbanization　of　Khon　Kaen　and　lts　lmpact　on　Culture　　　　（コンケン大）Apisak　Fhaithakam

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（日大）安藤　博文

MaRagement　Capability　of　Tambon　Administration　OrgaRizations

　in　the　Northeast　of　Thai玉and　　　　　　　　　　　　　　（コンケン大）Peerasi£Kamnuansi至pa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：阿部　茂行

　（7）国際シンポジウム「限界地域における小規模生業・自然資源管理の改善のための新たな手

法一アジアモンスーン地域の経験」（2003年10月29～30日）

　本シンポジウムは，2003年10月29～30日，東京の国際連合大学において，国際連合大学，国

際農林水産業研究センターと共同で開催された。中国，韓国，ベトナム，ラオス，タイ，インド

ネシア，インド，ネパール，アメリカ，日本などから約80人の研究者や実務家が出席した。世界

人〔］の約3分の2がアジアモンスーン地域に；暮らしているが，その多くは自然資源が脆弱で環境

の劣化が著しい限界地域に住んでいる。このような限界地域においては，いわゆる近代的な農

業・資源管理手法を適用するのは困難である。そこで，小規模生業のための技術改良や経営改善

の手法開発における政府と農民の役割，市場経済の拡大と効用，自然資源の多面的な利用と管理，

生業の多様性とセーフティーネットなどについて，現地での経験を結集して議論した。同時に，

このような課題に挑戦していくために，地域横断的で組織横断的な研究ネットワークが有効であ

り，その確立に向けて今後も共同した活動を続けていくことが確認された。

　10月29日

　セッション1：KeyRote　Presentations　　　　　　　　　　　　　　　司会：（東大）大塚柳太郎

　Roles　of　Modern　Technologies　for　MargiRal　Areas　　　　　　　　　　　　　（国連大）A．　H．　Zakri

　Smallholder－developed　“Hybrid　Systems”　as　an　Underutilized　Resource：

　　The　PLEC　Experlence　　　　　　　　　　　　　　　（コロンビア大）Migue｝　Plnedo　Vasquez

　セッション2：Agro－diversity　MaRagement　　　　　　　　　　　　　司会：（京大）縄田　栄治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：（筑波大）渡邉　和男

　Agrodiversity　Lessons：　Examples　from　the　Highlands　of　Northern　ThailaRd

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チェンマイ大）Kanok　Rerkasem

　Dynamics　of　Rainfed　Lowland　Rice　Varieties　in　Northeast　Thalland　　　　（岐阜大）宮川　修一

　Changes　in　Agricultural　Biodiversity：　lmplications　for　Sustainable　Livelihood

　　in　the　Himalaya　　　　　　　　　　　　　（ジャワハルラルネルー大学）Krishna　Gopal　Saxena

　セッション3：Farm　Management　and　Livelihoods　　　　　　　　　司会：（国連大）小堀　　巌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：河野　泰之

38



Multiple　Cropping　of　Slopeland　Agriculture　in　the　Central　Part　of　Japan　　（信州大）星川　和俊

Household　Options　and　Limitations　in　Marginal　Upland　Areas　in　Java

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（元国際農林水産業研究センター）後藤　淳子

Potential　and　Constraints　for　lntensive　Land　Use　with　Pond　lrrigation

　　in　Northeast　Thailand　　　　　　　　　　　　　　（国際農林水産業研究センター）安藤　益夫

セッション4：FQrest　Resources　Management　　　　　　　司会：（森林総合研究所）池田　俊彌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：（広島大）Keshav　Lall　Maharjan

Local　Response　to　a　Government　Land－allocation　Program：

　　The　Role　of　NTFPs　in　Marginal　Mountainous　Areas　in　Lao　PDR　　　　（ASAFAS）竹田　晋也

Historical　Change　and　Significance　Regarding　the　Management　and

　　Utilization　of　Forest　Resources　in　Korea　　　　　　　　．　　（慶尚大学校）Eui－Gyeong　Kim

Mangrove　Forest　Rehabilitation　in　Southeast　Asia　　　　　　　　（森林総合研究所）田淵　隆一

10月30日

セッション5：Upscaling　Farmers’Techmlogy　　　　　　　　　　　　　　　司会：河野　泰之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：（インドネシア大）Yunita　T．　Winarto

Experience　in　Supervising　a　Farmer　Network　for　Sustainable　Agriculture

　　Development　in　Central　Thailand

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エコ・コミュニティ・ビガー財団）Prateep　Verapattananirund

Employment　and　lncome　Effects　of　Orange　lncorporation　into

　　Traditional　Farming　Systems　in　the　Hill　Region　of　Nepal

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（農業・生物系特定産業技術研究機構）横山　繁樹

New　Systems　and　Technologies　for　High　Quality　Citrus　Production，

　Labor　Saving　and　Orchard　Management　in　Mountainous　Areas　of

　Westerll　Japan　　　　　　　　　　　　　　　　（近畿中国四国農業研究センター）森永　邦久

Development　of　lndigenous　Technologies　for　Sustainable　Agriculture

　in　Northern　Upland　Vietnam　　　　　　　　　　　　　　（ベトナム農業科学院）Le　Quoc　Doanh

セッション6：lnstitutional　Reform　and　Empowerment

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会：（UNU／Institute　of　Advanced　Studies）M．　Taeb

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コメンテーター：岡本　正明

Agriculture　and　Forestry　Research　for　lmproving　Livelihood

　in　the　Upland　of　Lao　PDR　　　　　　　　　　（ラオス国立農林業研究所）Bounthong　Bouahom

Community　Participation　in　Resource　Management　and　Well　Being

　of　People　in　Nepal

　　　　　　（広島大）Keshav　Lall　Maharjan

Enhancing　Off－farm　Employment　and

　Migration　Participation：　An　Alterna－

　tive　Approach　to　Enhancing　Small一

　scale　Livelihoods　and　NRM　in　Poor

　Areas　of　China

　　　　　　　　　（中国科学院）Linxiu　Zhang

セッション7：Synthesis　and　Agenda

　for　Actio皿　　　　司会：田中　耕司
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　（8）拠点大学ワークショップ“Perspectives　of　Roles　of　State，　Market，　Society，　and　Eco－

nomic　Cooperation　in　Asia”（2003年11月6～7日）

　拠点大学ワークショップは芝蘭会館に

おいて，内外から約50名の研究者を集

めて開催された。阿部茂行が担当する第

3研究グループを中心に「アジアにおけ

る国家・市場・社会・経済協力の役割の

展望」に関して，6部構成，すなわち，

グローバリゼーションと地域協力，地域

統合の展開，外国直接投資と地域統合，

市場の失敗・成功，工業・農業の生産

組凱
，獺遷

性，経済発展の社会的側面のセッションを設けた。

　地域連携に関しては，参加各国で実務についている参加者も多く，学者の空論ではなく，現実

世界を動かしている者の議論が熱く語られた。あたかも，このワークショップがアジアの協調政

策を決定する影の政府かとの錯覚を覚えさせるほど，議論が盛り上がったことは特筆に値しよ

う。

　他に，外国直接投資に関しては，投資環境がどのように実際の投資決定に影響を与えたのか，

投資先の場所の決定要因がなにかをさぐる専門的な実証論文，また金融政策プロパーに関して

は，為替切り下げ，クレディットクランチについての実証論文が発表された。工業・農業の生産

性に関しては，マレーシア工業の生産性，日本とシンガポールの生産性の比較と高齢化，ミャン

マーの農業の現状についての研究報告があった。社会的側面ではセイフティネット，マスメディ

アにおける広告の役割が熱っぽく語られた。

　このようにどのセッションも厭きることなく2日にわたり，合計16時間，白熱の議論が時間を

延長してなされ，成功裡にセミナーを終えた。

　2003年11月6日

　「開会挨拶」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　耕司

　セッション1：Introduction－Globalization　and　Economic　Cooperation　in　Asia

　and　Roles　of　State，　Society　and　Market　Project　lntroduction　　　　　　　　　　阿部　茂行

The　New　Development　Paradigm　in　East　Asia

セッション2：Economic　lntegration　PersPectives

The　Emergence　of　New　Regionalism　in　East　Asia：　Proliferation

　of　Bilateral　Arrangement

（EPU）　Mahani　Zainal　Abidin

ディスカッサント：白石　　隆

（早大）浦田秀次郎

ディスカッサント：（タマサート大）Supote　Chunanuntathum

Japan－Thailand　FTA：　A　Thai　Perspective

An　ASEAN　Thought　on　Asian　Regionalism

ディスカッサント：

（チュラロンコン大）Suthiphand　Chirativat

　ディスカッサント：（神戸大）原　　正行

Wisarn　Pupphavesa

（名古屋大）岡本由美子

co



セッション3：Foreign　l）irect　lnvestment　and　Economic　lnte9「ation

Aid　and　Investment　in　East　Asia：Does　Investment　Clilnate　Matter？　　　　（神戸大）根岸　祥子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（NIDA）Wisarn　Pupphavesa

The　Role　of　the　MNCs　in　Regional　Development　and　their　Locational　Determinents：

　The　Case　of　Thailand　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（名古屋大）岡本由美子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（TDRI）Chalongphob　Sussangkarn

セッション4：Market　Failure／Success　Perspectives

Contractionary　Devaluation　and　the　Role　of　State　　　（タマサート大）Bhanupong　Nidhiprabha

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（同志社大）西村　　理

2003年11月7日

Credit　Crunch　in　East　Asia：ARetrospective　　　　　（大阪大）高阪章
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（チュラロンコン大）Pongsak　Hoontrakul

Thailand’s　Positioning　in　a　New　Global　Economy：　Diamond　Five　Paradigm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（シナワトラ大）Olarn　Chaipravat

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（チュラロンコン大）Pongsak　Hoontrakul

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（EPU）Mahani　Zainal　Abidin

セッション5：Production　in　Industry　and　Agriculture

Aging　and　Productivity　for　the　Japanese　Economy　　（シンガポール国立大）Shandre　Thangavelu

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部　茂行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（タマサート大）Pranee　Tinakorn

Productivity，　Technological　Progress　and　Factor　Substitution

　in　the　Malaysian　Manufacturing　Sector　　　　　　　　　（マレーシア工科大）Lai　Yew　Wah

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（同志社大）篠原　総一

Rural　Economy　in　Myanmar　at　the　Crossroads：

　With　Special　Reference　to　Rice　Policies　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤田　幸一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（タマサート大）Sukhum　Attavavuthichai

セッション6：Social　Dimension　of　l）evelopment　and　the　Role　of　Public　and　Private　Sectors

Advertising　Expenditures：　Consequences　on　the　Development

　of　the　Media　lndustry　（USM）　Yoke　Lim
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（ウェストヴァレイカレッジ）Janice　Kea

Social　Safety　Net　in　Southeast　Asia　（TDRI）　Srawooth　U．　Paitoonpong
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿部　茂行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッサント：（タマサート大）Mathana　Phananiramai

（9）「地域研究コンソーシアム」設立準備ワークショップ

撚霧叢欝副1．li

illtti，’

選

　　　　　　　　　　　　地域研究を？する

　　東南アジア研究所は，北海道大学スラブ研究

センター，東京外国語大学アジア・アフリカ言

語文化研究所，国立民族学博物館地域研究企画

交流センターなどとともに，「地域研究コン

ソーシアム」の設立準備を進めている。地域研

究コンソーシアムは幅広いアカデミック・コ

ミュニティに立脚した地域研究推進のための協

議体であり，協議した内容を実施する研究推進
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システムでもある。コンソーシアムには，世界各地を対象として研究を進めてきた地域研究組織

のみならず，地域に密着した研究や実践的な活動に従事されてきた組織に参加していただこうと

考えている。そこで，その設立にあたり，私たちがこれまで行ってきた地域研究を総括し，今後

進むべき地域研究の道すじを共有するためのワークショップを開催した。当山は全国から100名

以上の参加があり，熱気溢れる討論が繰り広げられた。

　2004年1月9日（学士会館）

　「本ワークショップの趣旨について」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（民博地域研）押川　文子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総含司会：（民博地域研）臼杵　　陽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共同座長：（北大）岩下　明裕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（民博地域研）帯谷　知可

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河野　泰之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京外大）黒木　英充

　「地域ユニットをどう捉えるか？一実体，重層，関係性」　　　　　　　話題提供：（北大）家田　　修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ASAFAS）市川　光雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東大）木畑　洋一

　「地域間比較の潜在力とは？一地域特異性と普遍性」　　　　　　　　　　　　　話題提供：田中　耕司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一橋大）加藤　　博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京外大）飯塚　正人

　「地域研究はディシプリンか？　　『地域学』と『場』の間」　　　話題提供：（ASAFAS）杉島　敬志

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京外大）宮崎　恒二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（北大）宇山　智彦

　「地域とどう関わるか？一一一実践とポジショニング」　　　　　　話題提供：（民博地域研）阿部　健一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上智大）村井　吉敬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アジア経済研究所）酒井　啓子

　「総括討論および地域研究コンソーシアムの構築にむけた提言」　　　　　　座長：（北大）家田　　修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（民博地域研）押川　文子

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　耕司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京外大）宮崎　恒二

　qO）国際シンポジウム「人間の安全保障一地域砥究の視座」

　本シンポジウムは，地域研究は「人間の安全保障」にいかに取り組むべきか，地域研究を通じ

て「人間の安全保障」のなかにどのような新しい問題が発見できるのか，それはどのように解決

できるのか，などについて共通の認識を探るために，人文・社会科学振興のための研究事業プロ

ジェクト（代表，東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所　黒木英充助教授）と地域研

究コンソーシアム設立準備委員会の共催で，2004年1月10日に東京の霞ヶ関ビル・プラザホー

ルにおいて開催された。当日は，爆睡者のみならず，実務家やNGO関係者，学生など，150名を

超える参加者があり，幅広い議論が展開された。本シンポジウムは，いくつかのアンブレラ・プ

ロジェクトを展開していくことを予定している地域研究コンソーシアムの活動の第一弾であり，

今後もこのテーマについて，議論を深めていく予定である。

　「挨拶と趣旨説明」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東京外大）黒木　英充
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第1部：地域研究は「人間の安全保障」をどう

　とらえるか

フィールドにおける「人間の安全保障」

　　　　　　　　　　　　　　　速水　洋子

　　　　　　　　　　　（上智大）幡谷　則子

マルチ・ディシプリンと「人間の安全保障」

　　　　　　　　　　　　（北大）松里　公孝

　　　　　　　　　　　　　　　松林　公蔵

地域の多重性と「人間の安全保障」

　　　　　　　　　（民博地域研）帯谷　知可

　　　　　　　　　　（ASAFAS）島田　周平

地域研究における「介入」と「人間の安全保障」

ノ『

　　x・

第2部：イラク戦争後の世界における「人間の安全保障」

講演

講演

「総合討論」

（民博地域研）臼杵　　陽

　　　（北大）古矢　　旬

（平和学者）ヨハン・ガルトゥング

　　　　　　　通訳：西村　文子

　　　　　　（作家）池澤　夏樹

4．コロキアム

　東南ア研は，研究スタッフの相互理解の促進と問題提起による議論の活性化を目的として，所

員会議終了後，所員討論会を実施してきた。一方，1998年度にアジア・アフリカ地域研究研究科

（ASAFAS）が新たに開設され，同研究科との連携が模索されることになり，1999年3月には，

東南ア研とASAFASは，合同で地域研究フォーラム「21世紀の地域研究」を開催した。－

ASAFASとの連携を模索する一環として，従来，所員向けに開催されていた所員討論会を発展

的解消，東南ア研の関係者ばかりでなく，ASAFASの学生，スタッフの参加を呼びかけ，月例の

所員会議後に，討論会ではなく研究会として東南アジアコロキアムを1999年度から開始した。ま

た，外国人研究者が所員会議に正式に参加し，外国人の研究部スタッフが誕生したこと契機に，

1999年度から所員会議の使用言語が主に英語となったことを受け，東南アジアコロキアムも英語

を主な使用言語とし，外国人研究者が討論に積極的に参加できる研究会に改めた。2002年5月以

降の発表題目と報告者は以下のとおりである。

2002年5月23日

　　　　6月27日

7月12日

9月26日

10月24日

“Ecotourism　and　Ecoresources”　　　　　 山田勇
“The　Hidden　History　of　the　Philippine　Guiqiao　（Returned

　Overseas　Chinese）”　Caroline　Sy　Hau
“An　Empty　Institution：National　Forest　Reserves　in　Thailand”　　藤田　　渡

“lntroduction　to　My　Research　Activities　in　Myanmar，　Laos，　Yunnan，

　and　Kazakhstan：Objectives，　Methodologies，　and　lntegration”　安藤　和雄

“lndonesian　Politics　under　Megawati：　How　She　ls　Running

　the　Government”　　　　　　　白石隆
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　　　　　11月28日

　　　　　12月19田

2003年1月23日

2月27日

3月27日

4月24臼

5月22日

6月26日

7月11日

9月25日

10月　1日

11月27日

12月18日

2〔｝04警三2月26日

3月25日

“Rethinking　Economics　in　Area　Studies”　　　　　　　　　　　　　　　藤田　幸一

“ln　Search　of　lslamic　Networks　in　Southeast　Asia”　　見市建

“Diversity　and　Development　of　the　Mountainous　Region

　　of　Mainland　Southeast　Asia”　　　　　　　　　　　　　　　　河野　泰之

“BaRgladesh　Rural　Development　Studies（2）”　　　　　　　　　　海田　能宏

“Re－EvaluatioR　of　Gray　Level　Co－Occurrence　Matrix　Method

　　for　Land－Cover　Classification　Using　Mono　Aerial　Photo”　SoRg　XianfeRg

“The　Stories　Nations　Tell：　Reflections　oR　NatioRalist　His£oriography

　　and　lmplications　for　National　and　Regional　ldentities”　Donna　」．　Amoroso

“Cul£ure，　Kinship，　and　Social　OrgaRizatioR　in　Vietnam”　Neil　Jamieson

“Agi盈g　and　Disease：Universality　and　Diversi£y”　　　　　　　　松林　公蔵

“Assimilation　or　Sinicization？　Chinese　Factors　in　Southeast

　　Asia　from　an夏nter－Regional　Studies　Perspective”　　　　　　　濱下　武志

“Emergence　of　New　Types　of　Regionalization　in　Eas£　Asia”　　　浦田秀次郎

「システム運用上の情報セキュリティポリシー」　　　　　　　　　　木谷　公哉

“Cooperative’s　Activity　and　Farmer’s　Life　in　the　9evelopi？itent

　Process　of　the　Red　River　Delta，　Vietnam”　　　　　　　　　　柳澤　雅之

“Reconsidering　‘Family’　in　the　Southeast　Asian　Context：　A　Proposal”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　速水　洋子

“Risk　Assessment　of　Vibrio　Pathogens　in　Seafood　iR　Thailand

　and　Malaysia：　An　Emerging　Food　Safety　lssue　in　Southeast　Asia”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西渕　光昭

“ls　‘China　Fear’　WarraRted？　Perspectives　from　Japan’s

　Trade　and　IRvestment　Relationships　wlth　China”　　　　　　　阿部　茂行

5．その他の研究会

　上記のシンポジウム，醗究会，コロキアムのほかに，東南ア研スタッフを肩癖としてテーマ別

に組織された研究会や，東南ア研の客員部門の外国人研究員や折々に東南ア研を訪問する外国人

研究者による特別研究会などがあり，常時，東南ア研内外の人々の出入りがたえない。

6．東南アジアセミナー

　東南ア研では1976年以来毎年，主に東南アジアおよびその周辺地域の学術的研究に関心を持

つ学生または大学卒業者を対象として受講者を募り，東南アジアセミナーを実施している。近年

は，年ごとに異なるテーマを決め一段とセミナー色を濃くしてきた。

　2002年度と2003年度のセミナーのテーマと内容，講義題目，講師の一覧を揚げておく。

嘱



　2002年度（9月9～！3日）

　テーマ「東南アジアにおける“生・老。病・死”一フィールドワークの現場から」

　第26回東南アジアセミナーは「東南アジアにおける“生。老。病・死”一フィールドワーク

の現場から」と題して，受講者2！名の参加を得て開催された。前半では東南アジアで問題となる

マラリアや結核などの感染症の実態について，後半では，東南アジアにおける人間生態学的視点

からのさまざまな問題点と人口問題を論じた。また東南アジア地域におけるフィールド医学的知

見とともに，農村開発にともなう諸種の健康問題や民間に継承されている伝承薬，高齢者に対す

る伝統的ケアシステムについても紹介した。最後は，東南アジア農村部の人々の暮らしを生態系

とのかかわりのなかで総轄してセミナーを終了した。

　先進医療技術の波及と「健康」という人類に普遍的な科学概念で行きわたるglobalizationの

波に洗われながらも，東南アジアの人々はその地で生まれ，既存の医療システムのなかで疾病と

むきあい，やがて老い，ある種の死生観をもって死んでゆく。本セミナーでは，東南アジアの疾

病と老化の実態を明らかにしながら，一方で，フィールドワークを通じて見えてくる地域固有の

人々の健康概念や死生観をもう一度とらえなおすことを試みた。

F人々はどのように死んでいるか一アンチョール

の死亡：事例から学ぶこと」　　（東北大）上原　鳴夫

r東南アジアにみる感染症の課題」

　　　　　　　　　　　　　（神戸大）川端　眞人

「東南アジアでの感染症調査こぼれ話」　西渕　光昭

「マラリア対策のための調査　　ソロモン郡島とイ

ンドネシアにおける経験談」

　　　　　　　　　　　　（自治医大）石井　　明

「東南アジアの結核および小児肺炎」

　　　　　　　　　　　　　（大阪市）下心　　昭

「人間生態学からみた病気」　　　A．Terry　Rambo

「東南アジアとフィールド医学」　　　松林　公蔵

r高出生力とその変化一一ジャワ・バリを中心に」

　　　　　　　　　　　　　　　　　五十嵐忠孝

「人はどこまで環境を改変できるのか？一健康から

みた農村開発。農業発展の光と影：バングラデ．ッ

シュの事例を中心に」　　　　　　　　安藤　和雄

「インドネシアの伝承薬」　　　（京大）新田　あや

「老人の生活と近年の変化一タイの場合」

　　　　　　　　　（三重県立看護大）馬場　雄司

「菓南アジアの自然環境と人々の暮らし」

　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　耕司

　2003年度（9月1～5H）

　テーマ「開かれゆく大陸部東南アジアー市場経済化の多面性」

　第27回東南アジアセミナーは，「開かれゆく大陸部東南アジア　　市場経済化の多面性」と題

して，26名の受講生を受け入れて開催された。今回は，大陸部東南アジアの旧社会主義圏に属す

る地域（特にベトナム，ラオス，ミャンマー）における近年の市場経済移行に伴う諸問題に焦点

をあて，ヒト・モノ・カネの移動増大の諸相，開発と環境の相克，民族の動態など，当該地域で

生じている大きな変化のうねりを，狭義の経済問題に限定せず，さまざまな視点から総合的にと

らえることに主眼をおいた。

　東南ア研は，他の研究機関に先駆けるように，最近まで入域することさえ困難であった当該地

域においてフィールドワークを重ねてきたわけで，その成果を披露し，議論の材料をいち早く提

供するという当初のねらいは成功したといってよい。
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〈総論〉

「ASEAN　10の現状と課題　　大陸部旧社会主義国

を中心に」　　　　　　　　　　　　　阿部　茂行

　　　　　　　（TDRI）　Srawooth　Paitoonpong

　　　　　　　（TDRI）　Yongyuth　Chalamwong

「環境利用史からみた市場経済化の下での生業変化」

　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　耕司

〈ミャンマーを中心として〉

「ミャンマーの市場経済化と農村」　　藤田　幸一

「大陸山地部からみた社会文化変容　　ミャン々一

と北タイ」　　　　　　　　　　　　　速水　洋子

「雲南・四川・ミャンマーの生態資源」　山田　　勇

くラオスを中心として〉

「東南アジア大陸山地部の生態と生業変化」

　　　　　　　　　　　　　　　　　安藤　和雄

「ラオスの土地政策と森林利用」

　　　　　　　　　　　　（ASAFAS）竹田　晋也

「ラオス北部山岳地帯における経済活動の空間構造」

　　　　　　　　　　　　　（熊本大）横山　　智

〈ベトナム＞

FThe　Development　Situation　in　Vietnam’s

Uplands］　A．　Terry　Rambo
「ベトナム・デルタ地帯の農村変容」　　河野　泰之

「ベトナムにおける市場経済化の中の少数民族文化」

　　　　　　　　　　　　　　（民博）樫永真佐夫

〈総括〉

「東南アジア大陸部とは何か一ミャンマーとイン

ドネシアの比較医学調査からのひとつの試論」

　　　　　　　　　　　　　　　　　松林　公蔵
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第4章資料収集および情報処理

東南アジアの研究を深化，発展させるために各種の資料収集がとりわけ重要なことは言うまで

もない。！965年に図書室が開設されて以来，東南アジア地域にかかわる専門書を中心に収集を進

めてきた。2004年3月31日現在，約135，000冊（洋書約111，900冊，和漢書約23，500冊）を所蔵

している。

1．現地語資料

　1983年以来，東南アジア諸地域の言語で出版された文献の組織的収集を目指して，特別予算要

求を行ってきた。その結果，1983年忌ら5力年間の第一次収集計画に始まり，1988年より10力

年間の第二次計画，1998年より5力年間の第三次計画と合計20年間にわたって特別予算：による

現地語収集が行われた。1998年からはCOEプロジェクト，2002年からは21世紀COEプロジェ

クトによっても同様の資料収集が行われている。2004年3月31日現在，特殊コレクション

17，000冊を含めた現地語資料は，インドネシア語約20，000冊，タイ語約！8，000冊，ベトナム語約

4，000冊，ビルマ語約1，600冊，マレー語約600冊にのぼる。特殊コレクションの内容は，タイ関

係のチャラット・コレクション約7，000冊，フィリピン関係のフォロンダ・コレクション約9，000

冊，オカンポ・コレクション約1，000冊である。

　また，1986年に東南アジア諸語文献研究部門が新設され，東南アジアより書誌学者や目録作成

の専門家を招聰し，資料整理や目録データベース構築への協力を得ることが可能になった。現在

では，現地語資料の書誌の多くがオンライン公開されている。

2．マイクロフォーム

　1971年以降，「インドネシア関係文献マイクロフィッシュ」の一部を継続的に購入したのを初

め，その後機会のあるごとにその充実を図ってきた。この結果，現在までにマイクロフィルム，

マイクロフィッシュをあわせて約15，000件を所蔵している。このうち，フィルムは，東南アジア

諸国統計資料，インドシナ三国近・現代史資料，第二次大戦下の東南アジア関係資料などを含み，

フィッシュは，コーネル大学およびオランダ王立雷語民族文化研究所が所蔵するインドネシア関

係資料を主としている。

3．雑　誌

　東南アジアを専門に対象とする雑誌は，創刊号から揃っているBEFEOを初めとして50タイ

トル以上に及ぶ。東南アジアを含むアジアー般，熱帯，開発に関するタイトルは43点である。こ

のほかすでに刊行されていない雑誌もかなりあり，東南アジア関係では有名なLoganの∬AE孟

やエ）弛ωαをも含めて18タイトル，アジア関係では，Londonから出たAsiatic　Quarterly　lour－
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人工衛星画像データ（イラワジデルタ）

「外邦図」昭和16年（1941年）11月に陸地測量部参
謀本部から発行されたアッサム・ビルマ地填の地形図

（縮尺25万分の1）
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nα1およびその後誌（1886－1912）やMondes．Asiαtiquesなど12タイトルある。これらの地域関

係雑誌の多くは欧米発行のものであるが，東南アジアの大学・研究機関の刊行する雑誌も増えて

きており，できるだけ収集するように努めている。その他Prismα，　Tenggαraなどのような各国

語の週刊誌，総合雑誌，文芸批評誌も定期購読している。

4．統　計

　東南アジア，東アジア諸国の政府刊行物，および国際機関の刊行物を中心に収集している。こ

のうち継続して購入している刊行物は26種である。国民所得，財政，金融，貿易，労働，人口な

ど経済統計が大半で，国別ではインドネシアが多く，地方統計も多く含まれている。その他に東

南アジア各国のセンサスを，刊行の都度，可能な限り収集している。

5．地　図

　所有する地図は東南アジア地域はもとより，インド，バングラデシュ，スリランカ，ネパール，

パキスタン，中国，朝鮮半島，オーストラリア，太平洋諸島および日本周辺と，ほぼ南アジアか

ら東アジア全域をおおっている。製作年代も，戦前のものから近年の航空測量によるものまで，

多岐にわたっており，現在約30，000枚におよんでいる。この中には，旧陸地測量部による南アジ

ア，東南アジア，東アジアの2万5千分の1，5万分の！地形図（外邦図を含む）など，歴史的

にみても貴重なコレクションもある。また，数は少ないが，東南アジア各国の土地利用図，地質

図，植生図などの主題図も含まれている。なお，所蔵する地図はオンラインで検索することが可

能である。詳しくは研究所のホームページを参照されたい（http：／／w　ww．　cseas．　kyoto－u．　ac．jp）。

6．人工衛星画像データ

　！978年から人工衛星画像データの収集を始め，現在およそ3，500シーンの画像データを所蔵し

ている。対象地域は，東南アジア全域，インド亜大陸東半分からバングラデシュ，南中国の一部

および日本の一部である。とくに東南アジア大陸部は隈なくカバーされている。1970，80年代は

Landsat　MSSの100万分の1の白黒ポジフィルム（バンド4，5および7）を中心に集めていた

が，1980年代末からLandsat　TMやMOSの25万分の1フォルスカラープリントに切り換え，

近年はデジタルデータを収集している。

　研究所での人工衛星画像データ利用は，従前，目視による，広域の地形，土地利用，植生，水

文環境などの判読に限定されていたが，近年は，デジタル処理を行うことにより，また他の情報

と重ね合わせて地理情報システムを構築することにより，より多様な利用を進めている。なお，

所蔵する画像データについては研究所のホームページから検索可能である。
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7．情報処理

　情報処理室は、東南ア研が長年蓄積してきた東南アジア地域に関する資料を，諸言語での閲

覧・検索が可能な電子出版，データベース，地理情報システム（GIS）などによって広く世界に情

報発信するための情報基盤システムを構築してきた。同時に様々な情報資料の共有化手法を模索

することで，東南アジア地域への情報還元を含めた、より迅速で安定した情報伝達システムの強

化・整備を目指している。

　また、情報処理室は外国人スタッフを含む所内スタッフが随時利用できるよう東南アジア諸言

語に対応した情報処理環境を提供している。この他に，快適で安定したインターネットサービス

を提供するためのネットワーク資源の維持管理，ネットワークサービスの運用を行っており，そ

れらを支える情報基盤を整備・強化しつつ情報処理に関わる様々なトラブル対処を日常の業務と

している。さらに、このような情報処理機能の促進・新たな展開のために，最新の情報技術を視

野に入れた研究も行っている。

　以下に研究所が提供（共同提供を含む）もしくは技術支援している情報発信サイトを掲げるの

で，利用されたい。

・東南アジア研究所メインサイト　http：／／www．cseas．kyoto－u．ac．jp／

下記すべてのサイトは，今後情報基盤統合に際してURIが変化した場合でも，このメインサ

イトから辿ることが可能。

・21世紀COEプログラム　http：、4areainfo．　asafas．kyoto－u．ac．jp／

e　Kyoto　Review　of　Southeast　Asia　http：／／kyotoreview．cseas．kyoto－u．ac．jp／

・『東南アジア研究」http：／／www．cseas．kyoto－u．ac．jp／edit／publications／seas／

・タイ語図書文献データベース　http：／Aibrary．cseas．　kyoto－u．ac．jp／cseas／

。フォトギャラリーデータベース

http：　／／photolib．　cseas．　kyoto－u．　ac．　jp／servlet／photolib－welcome

・地図・衛星画像データベース　http：／／www．cseas．　kyoto－u．ac．jp／の地図・画像資料

・図書　http：／／www．cseas．kyoto－u．ac．jp／library／

・編集　http：／／www．cseas．　kyoto－u．ac．jp／edit／

・情報　http：／グwww．cseas．　kyoto－u．ac．jp／info／

・拠点大学交流事業　http：／／www．cseas．　kyoto一u．ac・jP／core／

e　API　Fellowship　http：　／／w　ww．　cseas．　kyo　to－u．　ac．　jp／api／

・財団法人アジア研究協会　http：／／www．cseas．　kyoto－u．ac．jp／jsas／

se



第5章　研究支援活動

1．海外連絡事務所

　（1）バンコク連絡事務所

　バンコク連絡事務所は1963年に開設された。それ以来，東南ア研や関連部局・機関の教官が交

代で駐在し，現地の研究機関や研究者との交流の拠点として活発な活動を展開してきた。開設当

初はまさに現地調査のベースキャンプとしての役割が重視されたが，交通・通信手段の発達，現

地国の受け入れ態勢の変化，日本側研究者の多様化につれて連絡事務所の役割も変化してきた。

近年の連絡事務所の役割は，情報収集拠点，情報発信拠点，現地調査のベースキャンプの3つに

大きく分けることができる。連絡事務所の最も重要な機能は情報収集である。現地語図書や現地

国の統計資料・地図類は主として連絡事務所を経由して購入している。購入する物品を事前に確

認することにより，より有用な資料を効率的に収集することができる。また現地碩究者との日常

的な接触を通じて，National・Research・Council・of・Thailandやチュラロンコン大学，タマサート

大学，カセサート大学，チェンマイ大学，コンケン大学などの現地研究機関や現地研究者の学術

動向を収集している。情報発信拠点としての機能強化は，近年，強く認識されるようになった。

そのため，ワークショップやレセプションの開催，バンコク・タイ研究会への会場提供を通じて，

幅広い分野の現地研究者との学術交流を深めている。また現地機関や研究者からのさまざまな問

い合わせの窓口となっている。このような活動は，タイにおける東南ア研のプレゼンスを高める

うえで多大な貢献をしている。さらにベースキャンプとしての機能も未だ重要である。研究許可

の取得からカウンターパートとの折衝，ロジスティックの手配，事故の際の対応など，円滑に

フィールドワークを実施するためのサポートを必要に応じて提供している。これまで，バンコク

連絡事務所はタイとの交流拠点と認識されてきた。しかし所員の研究関心は，近年，急速にタイ

以外の東南アジア大陸部諸国へと拡大しっっある。そこでバンコク連絡事務所は，東南アジア大

陸部の交流拠点として，より活発な活動を周辺国をも視野に入れて展開できるよう，連絡事務所

のさまざまな態勢を見直しっっある。

　現在の連絡事務所の住所は以下のとおりである。

8　B，　Raj　Mansion，　31　一　33，　Soi　20，　Sukhumvit　Road，

Bangkok　10！10，　Thailand

Tel　：　＋　66　一　2259　一　8485，　Fax　：　＋　66　一　2259　一　8419

e－mail　：　bangkok＠cseas．kyoto－u．ac．jp

（2）　ジャカルタ連絡事務所

ジャカルタ連絡事務所は，1970年10月に，ジャカルタのクバヨラン・バルのラジャサ通りに
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開設され，1973年に運営経費が国の予算として認められて正式な開設の運びとなった。その後同

事務所は，一度ジャカルタのメンテン地区で開設されたことを除けば，以降クバヨラン・バル地

区内で事務所をもってきた。

　東南ア研では，1983年度に「東南アジア諸国現代政治・社会動向分析のための地域資料緊急整

備5力年計画」が発足し，東南アジア諸語の資料収集を開始した。ジャカルタ連絡事務所は，こ

の計画の一環として，インドネシア語やジャワ語などの各地の言語で書かれた資料およびオラン

ダ語の資料，さらに統計類の収集を開始した。これらの図書の収集は今日まで継続しており，

ジャカルタ連絡事務所の重要な業務となっている。

　官制化以前からの開設は，1968年目りインドネシア科学院（LIPI）傘下のLEKNAS（社会経済

研究所）と共同で実施されていた南スマトラ州地域経済調査を円滑に実施するという目的もあっ

た。以降も，同連絡事務所は東南ア研とインドネシア各地の大学等研究機関との共同研究の円滑

化を図ってきた。今N，東南ア研は，ハサヌディン大学，インドネシア科学院，ボゴール農業大

学，インドネシア国立国土地理調査機構と研究交流協定を結び，また科研プロジェクトなどでそ

の他の研究機関とも共同研究を実施しており，その円滑な推進のため同連絡事務所が大いに活用

されている。

　また，同連絡事務所は，東南ア研のみならず京大内の他の研究機関，ひいては日本国内の研究

機関のインドネシアにおける研究や教育の円滑化のためにも協力してきた。具体的には，これら

研究機関が調査許可を取得するための支援や，インドネシアから日本への留学生や研究者の派遣

に対する支援，インドネシアの教育研究機関による日本側との共同研究への助言などである。

　さらに，同連絡事務所はジャカルタにおけるセミナーの開催なども実施してきた。今後，東南

アジア研究所とインドネシア内機関との研究協力関係をさらに東南アジア島喚部の各地にも広げ

るための拠点として活用することも構想されている。

　現在の連絡事務所の住所は以下のとおりである。

Jl．　Kartanegara　No．　38，　Kebayoran　Baru

Jakarta　Selatan，　12！80，　IRdoResia

Tel：　＋　62－21－7262619，　Fax：　＋　62’21－7248584

e－mail：　jakarta＠cseas．　kyoto－u．ac．jp

2．自己点検・評価

　2004年4月より，従来の自己点検・評価委員会と将来構想委員会を合体させて，将来構想・自

己評価委員会を発足させた。本委員会は，所長，各部止長，事務長から構成され，東南ア研の研

究活動を一層活性化させるため，所員の自己点検ならびに評価の円滑な実施にあたっている。

　すでに1993年より5年間にわたり所員からの報告書の提出が行われた旧自己点検・評価が，

1998年度には更に充実した自己点検と評価システムの確立のため，大幅な手続きの改編が本委員
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会のもとで図られた。「京都大学東南アジア研究所所員自己点検・評価レポート」においては，所

員は「研究業績についての自己評価」と「所員活動記録」の二部構成からなる報告書の提出が義

務づけられている。第一部の「研究業績についての自己評価」のために，所員は「東南ナジァに

関する研究業績を通してどのように知的存在感を示しているか」についての他者評価を前提にし

たレポートを提出し，第二部の「所員活動記録」では，「研究」（現在の研究テーマ・トピック，

研究業績，共同研究，学会活動ならびに運営，補助金および奨励金受領と受賞実績など），「教育」

（学内外講義担当，論文指導，学位審査など），「管理運営」「社会的貢献」「一年を振り返っての所

感・期待・評価」を報告する。これらは所員一人ひとりが，毎年の活動を真摯に自己評価するよ

い機会となっている。

3．広　報

　研究活動広報のため，東南ア研では，和文要覧，CSEAS　Reportとニューズレターを発行して

いる。和文要覧と英文要覧（CSEAS　Report）は毎年交互に刊行しており，和文要覧は本冊で12

冊目，CSEAS　Reportは13冊目が2003年に出版された。1979年創刊のニューズレターは，以後

現在に至るまで春と秋の年2回発行し，東南ア研の現況を関係者に伝えている。また広く学生や

一般に東南ア研を紹介する冊子として，この春，日本語，英語，タイ語，インドネシア語による

小パンフレットを発行した。研究所のみならず，バンコク・ジャカルタ両海外連絡事務所などに

置いて，一般の関心が深まることを期待している。

　さらに東南ア研のホームページ（http：、／／www．cseas．　kyoto－u．　ac．jp）で，研究会の案内，ス

タッフ紹介，研究プロジェクト，所蔵図書，出版物，公募情報などについて最新情報を発信して

いる。東南ア研所蔵の地図・人工衛星画像・写真もホームページで公開し始めており，今後一層

の充実を目指している。

4．日本財団アジア・フェローシップ（APIフェローシップ）

　日本財団アジア・フェローシップ（APIフェm一シップ）は，2001年にアジア諸国の知識人・

諸機関の協力に基づいて設けられた。APIフェローシップは，　Public　lntellectuals（公共領域で

活躍する知識人），即ち，学術研究者，メディア関係者，芸術家，NGOリーダー等，世論形成に

影響力をもち，自ら活動の実践に参画腐る人々，または将来そのような社会的役割を担う能力と

意欲をもつ人々に，近隣諸国における研究・交流の機会を与え，地域的，国際的な知的共同作業

を奨励するプログラムであり，東南アジア研究所が，日本のパートナー機関となっている。2004

年時点で参加国は，インドネシア，フィリピン，タイ，マレーシア，および日本である。詳細情

報は，APIホームページ（http：／／www．　ikmas．　ukm．my／api／contact）　を参照されたい。



第6章大学院教育

農学研究科　熱帯農学専攻（協力講座）

　1981年に農学砺究科に熱帯農学専攻が設置され，センターの農学系の教授，助教授らが協力講

座として3講座（熱帯稲作論，熱帯地文環境論，熱帯水文環境論）を担当してきた。熱帯農業に

関連した環境生態，農村発展論にわたって長期のフィールドワークを中心として教育訓練を行

い，これまでに計27名の修士ならびに博士修了者を送り出してきた。この内，留学生は11名で，

大半が博士号を取得して帰国し，それぞれの職場で活躍している。

　なお，熱帯農学専攻は，農学部・農学研究科の改組にともなって1996年をもって廃止された。

人間・環境学研究科　東南アジア地域研究講座（協力講座）

　人間・環境学研究科の第2専攻（文化・地域環境学専攻）が1993年度に発足するとともに，セ

ンターの教授・助教授ほぼ全員が東南アジア地域研究講座（協力講座）握当として参画し，セン

ターの5部門14分野に沿った授業科目を設けて学生を募集してきた。各年度の入学者数は，1993

年度6名（うち留学生1名），94年度4名（うち留学生3名），95年度4名，96年度3名，97年

度3名である。1998年度のアジア・アフリカ地域研究研究科（ASAFAS）の発足にともない，同

年度より学生を募集していない。

　2003年3月をもって，在籍していた学生は：全員ASAFASに移籍し，この講座は廃止された。

各人が，東南アジア諸地域に自分のフィールドを持ち，長期にわたる調査研究を通して地域を総

合的に研究するというスタイルは，ASAFASでの教育に受け継がれている。

　2003年3月までに，5名の学生が博士の学位を取得した。

アジア・アフリカ地域研究研究科　東南アジア地域論講座（協力講座）

　1998年4月，アジア・アフリカ地域研究研究科が発足した。この研究科は，東南アジア地域研

究専攻とアフリカ地域研究専攻の2専攻から構成されるが，東南アジア地域研究専攻の申に連環

地域論講座を置き，東南アジアとアフリカの両地域に連接するヒンドゥー・イスラーム両世界を

も含めて，地域間比較を視野に入れた地域研究教育を進めていくことにした。それぞれの地域の

歴史が育んできた生態・社会・文化の固有性を解明するとともに，諸地域が抱える現代的な課題

についても地域研究の方法を通じて考究していく。本研究科の構成は付図のとおりである。

　東南アジア地域研究専攻は，3基幹講座を創設したものであり，一方アフリカ地域研究専攻は，

人間・環境学研究科文化・地域環境学専攻のアフリカ地域研究講座（旧アフリカ地域研究セン

ター）を移行させたものである。本研究科は5年一貫制の博士課程を設けており，学生定員は東

南アジア地域研究専攻14名，アフリカ地域研究専攻12名の計26名である。
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アジア・アフリカ地域研究研究科の構成
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　東南アジア研究所は，東南アジア地域研究専攻の東南アジア地域論講座全体を協力講座として

担当し，このために教授5，助教授3名をあてている。さらに，研究科共通科目担当にその他の

教授・助教授全員があたり，全研究所をあげて大学院教育に参加している。

　本研究科の東南アジア地域研究専攻の教育面における大きな特徴は，集団指導体制である。こ

の専攻に入学した1回生は主指導教官1名に加えて副指導教官2名を自主的に選ぶことができ

る。この制度によって，専攻としては比較的幅広い分野から学生をリクルートすることができ，

また学生は比較的自由に研究テーマを選ぶことができる。学生は，5年一貫制教育の中で，長期

にわたる本格的なフィールドワークを通して，地域の生態・社会・文化の相互関係を総合的に把

握する能力を養うことを期待されている。

　2004年4月現在，東南アジア地域研究専攻全体で7名が博士論文を提出して学位を取得済み

で，その他の上級生も多くが博士論文提出をめざして最終段階に入っている。

医学研究科社会健康医学系専攻

’社会健康i医学系専攻は，京都大学大学院医学研究科の新しい専攻として2000年4月にスター

トした。当初は修士課程のみであったが後に博士課程も追加され，修士課程は2004年4月からは

専門職大学院に改組された。東南アジア研究所の教官のうち2名が協力講座として参加し，社会

生態学講座内のi環境生態学分野と人間生態学分野を担当し，教育と研究に貢献している。2004年

4月現在で，両分野で合計4名が修士課程を修了した。
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第7章研究スタッフ

　東南アジア研究所の現職研究スタッフの略歴，現在の研究テーマ，主要な研究業績などを紹介

する。各研究スタッフは，研究部では統合地域研究研究部門，人間生態相関研究部門，社会文化

相関研究部門，政治経済相関研究部門，続いて地域研究情報ネットワーク部の順に配列されてお

り，1．最終学歴，2．学位，3．専門分野，4．現在の研究テーマ，5．略歴，6．主要な研

究業績の順である。

1．研究部

統合地域研究研究部門

田中　耕司

1．京都大学農学部，1969．

2．京都大学農学修士，1972．

3，熱帯農学，熱帯環境利用論

4．（1）熱帯アジアにおけるファーミング・システム

　②　熱帯における生物資源利用とその管理

　（3）フロンティア社会の地域間比較

　　（1）は，従来から行ってきた作付体系研究を営農

　システム研究へと展開したもの。東南アジアの生

　態環境と人との関わりの総体を，土地利用，作付

　体系，資源管理などの側面から把握しようとする

　試みで，近年は，ベトナム南部のメコン・デルタ

　における開拓農村や，ラオス北部山地などで関連

　する調査を行っている。②は，熱帯における生物

　資源としてのさまざまな有用植物をめぐるポリ

　テイカル・エコロジーを論じようとするもの。東

　部インドネシアやラオス，ミャンマー，ベトナム，

　雲南などでアブラギリ属の油料樹種の利用とその

　栽培に関わる土地利用問題を調査するとともに，

　島撰部と大陸部の生物資源の利用と管理をめぐる

　比較研究へと発展させることをねらっている。（3＞

　は，これまでの開拓社会の研究を東南アジアのフ

　ロンティア論へと展開しようとする研究で，アメ

　リカ西部のフロンティア研究を準拠枠としながら，

　フロンティア概念の相対化と今日的意義を論じよ

　うとする。

5．1973年，京都大学農学部助手に採用される。

　1979年，東南アジア研究センター助手に配置換，

　1984年助教授，1998年教授に昇任。2004年4月，

　東南アジア研究所教授。

　　この間，1974年ビルマ，アッサム等において

　野生イネの分布と栽培イネの生態型分化の調査に

　従事。1979年，インド，スリランカにおいてク

　ロッピングシステム等の比較研究調査を行う。

　1980～85年にかけて3次にわたり，インドネシ

　アにおいて熱帯島螺域の人の移動に関わる環境形

　成過程の研究調査に参加，その後，インドネシア

　で農業移民の調査，バングラデシュで農村開発調

　査，インドネシア，マダガスカル，中国，ベトナ

　ム，ラオス等で稲作技術・文化の調査を行う。近

　年は，インドネジアやフィリピンなど東南アジア

　海域世界の生業と生活に関する文化生態学的調査

　とベトナムやラオス，ミャンマーでの農業生態学

　的調査を進めている。

6．（1）　“Farmers’　Perceptions　of　Rice－Growing

　　Techniques　iR　Laos：　’Primitive’　or

　　’Thammαsαt’　？”『東南アジア研究』31（2），

　　1993．

　②　「森と野の狭間　　東南アジアの熱帯雨林か

　　ら」梅原猛・伊東俊太郎（監修）『森の文明・

　　循環の思想』講談社，1993．

　（3）「生活者の『森』と観察者の『森林』」山田勇

　　（編）『森と人との対話』人文書院，1995．

　（4）「フィールド・ワークから生まれた稲作論」

　　農耕文化研究振興会　（編）『稲作空間の生態』

　　大明堂，1996，

　（5）　“Who　Owns　the　Forest？：　The　Boundary

　　between　Forest　and　Farmland　at　the　Fron－

　　tier　of　Land　Reclamation，”「東南アジア研

　　究』34（4），1997．

　（6）　“Development　of　Southeast　Asian　Rice
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　Culture：　An　Ecohistorical　Overview，”　in　Y．

　Oshima　et　al．　（eds．），　Asian　Paddy　Fields：

　Their　Environmental，　Histon’cal，　Cultural

　and　Economic　A　sPects　under　Various　Physi－

　cal　Conditions，　Col｝ege　of　Agr．，　Univ．　of

　Saskatchewan，　1997．

（7）「東南アジアの水田利用の集約七一熱帯ア

　ジアと日本との比較論に向けて」（共著）『環境

　科学総合研究所年報』16，1997．

（8）「水球が支えるアジアの生物生産」『岩波講座

　地球環境学6　生物資源の持続的利用』岩波書

　店，1998．

⑨　「海と陸のはざまに生きる」秋道智彌（編）

　「講座人間と環境一自然はだれのものか』昭

　和堂，1999．

㈹「東南アジアのフロンティア論に向けて」坪

　内良博（編）『〈総合的地域研究〉を求めて』京

　都大学学術出版会，1999．

（ll）　“CroppiRg　Systems　Research　and　Area

　Studies　in　Southeast　Asia：　Toward　an　lnte－

　gration　of　Agronomic　Studies　and　Socio－

　cultural　Studies，”　in　T．　Horie　et　al．　（eds．），

　World　Food　Security　and　Crop　Production

　Technologies　for　Tomorrozv，　The　Crop　Sci－

　ence　Society　of　Japan，　1999．

働　『自然と結ぶ一「農」にみる多様性』（編

　著）昭和堂，2000。

（13）「フロンティア世界としての東南アジァー一一

　カリマンタンをモデルに」坪内良博（編）r地

　域形成の論理』京都大学学術出版会，2000．

（14　「インドネシア『外島』での村落形成」日本

　村落研究学会（編）『［年報］村落社会研究36』

　農山漁村文化協会，2000．

（15）　“Agricu｝tural　Development　iR　the　Broad

　Depression　aRd　the　Plain　of　Reeds　in　the

　Mekong　Delta：　Conserving　Forests　or　Devel－

　oping　Rice　Culture？”『東南アジア研究』39

　（1），　2001．

㈹　「適作農耕における「個体』と『群落』の農

　法」『農耕の技術と文化』24，2001．

（10　“Crop－Raising　Techniques　in　Asian　Rice

　Culture：　Resemblances　to　Roo£　and　Tttber

　Crop　Cultivation，”　in　S．　Yoshida　and　P．　J．

　Matthews　（eds．），　Vegecultorre　in　Eastern

　Asia　and　Oceania，　（JCAS　Symposium　Series

　16），　JCAS，　Nationa｝　Museurn　of　Ethnology，

　2002．

（18）「生態学的アジア地図」山室信一他（編）『ア

　ジァ新世紀1空間アジアへの問い』岩波書店，

　2eo2．

（19）　“Kemin’　（A　leun’tes　moluccana）　and　Forest

　Resource　Management　in　Eastern　IRdone－

　sia：An　Eco－h呈storical　Perspective，”　「アジ

　ア・アフリカ地域研究』No．2，2002．

⑳　「根際農耕と稲作一『個体』の農法の視点

　から」堀田満他（編）『イモとヒト』平凡社，

　2003．

三石 隆

1．東京大学教養学部，！972．

2．コーネル大学Ph，　D．（歴史学），1986．

3．歴史学，比較政治学

4．東南アジア政治・政治史

　　東アジアの地域形成，東南アジア国家形成のマ

　クロ比較史の分析，インドネシア現代政治分析を

　中心とする。

5．1975年，東京大学東洋文化研究所助手，1979

　年，東京大学教養学部（国際関係論）助教授，

　1987年コーネル大学助教授（歴史・アジア研究），

　1990年馬副教授，1996年同教授，1996年京都大

　学東南アジア研究センター教授。2004年4月，

　京都大学東南アジア研究所教授。

6．（1）「上からの国家建設一一タイ，インドネシア，

　　フィリピン」『国際政治』第84号，1987．

　（2）　An　Age　in　Motion：　PoPular　Radicalism　in

　　ノ碗α，1912－1926，Cornell　University　Press，

　　！990．

　（3）　“Dangir’s　Testimony：　Saminisrn　Re－

　　considered，”　lndonesia，　No．　50，　1990．

　（4）　Reading　Southeαst　Asiα，　（編）　　Cornell

　　Southeast　Asia　Program，　1990．

　〈5＞『インドネシアー国家と政治』リブロポー

　　ト，1992．

　㈲　「インドネシアの国家建設一一スハルト御棚

　　下における技術・戦略産業育成」『東南アジア

　　世界の歴史的位相』東京大学出版会，1992．

　（7）　“Current　Data　oR　the　lndonesiaR　Military

　　Elite，”（共著）indonesia，　No．55，1993．

　（8）　ノOPαnese　in　Coloniαl　Southeast　Asiα・（共編）

　　Cornell　Southeast　Asia　Program，　1993．
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（9）　“Current　Data　on　the　lndoResiaR　Military

　Elite，　January　1992－Augus£31，1993，”（共

　著：）Indonesia，　No．56，1993．

（1①ノIPProαching　Suharto’S　lndonesia加m惚

　Margins，　（編）　Cornell　Southeast　Asia　Pro－

　gram，　1995．

（ll）　“Current　Data　on　the　IRdonesian　Military

　Elite：Selected　Biographies，”（共著）　Indone－

　sia，　No．　59，　1996．

働　「新版インドネシア』（ネットワークの社会科

　学2）NTT出版，1996．

（13）　“The　Phantom　World　of　Digoel，”　lndone－

　sia，　No．　61，　1996．

（14「インドネシアの近代における『わたし』

　一カルティニの呈kとスワルディのsaya」

　『東南アジア研究』34（1），1996．

（15）　“Policing　the　Phantom　Underground，”　ln－

　donesia，　No．　63，　1997．

（1⑤　『スカルノとスハルトー偉大なるインドネ

　シアをめざして』岩波書店，1997．

（ID〈letwork　Power　／αPαn　and　Asiα，（共編著）

　Corne｝1　University　Press，　1997．

⑱　『崩壊インドネシアはどこへ行く』NTT出

　版，1999．

（19）ゼ海の帝国』中央公論新社，2000，

⑳　『インドネシアから考える』弘文堂，2001．

林　　行夫

1．龍谷大学文学部，1979．

2．京都大学博士（人聞・環境学），2001．

3．文化入類学，宗教社会学

4．東南アジア大陸部における民族間関係のなかの

　宗教と文化再編の比較研究

　　東南アジア大陸部とりわけタイ，ラオス，カン

　ボジアを中心とする上座仏教の制度的布置をそれ

　ぞれの国家の枠組みで捉えるとともに，その実践

　を地域ごとに展開される動態的な民族間関係，精

　霊祭祀の変容過程，儀礼を組織する俗人の諸活動

　において検討することにより，国境を超え民族や

　地域を融合・分離させる宗教実践が，近年のグ

　ローバルな社会変化のなかで，どのようなかたち

　で生きられる文化を構築再編しているのかを地

　三間比較の観点から明らかにする。

5．1988年国立民族学博物館研究部助手，1993年

　京都大学東南アジア研究センター助教授，2002
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　年より岡教授。2004年4月，京都大学東南アジ

　ア研究所教授。1981年から東北タイのラオ入社

　会の宗教変容と集落形成について定着調査，広域

　調査を行う。1989年以後は，フィールドをラオ

　ス，中国雲南省，カンボジアに拡げ，上座仏教の

　実践形態と制度復興に関する調査研究に従事。

　！995年より西南中国を含めた東南アジア大陸部

　の民族聞関係と移動にかんする比較研究プロジェ

　クトを組織。2003年以降は，大変貌を遂げた同

　地域の社会・文化変容の動態を一般化すべく，今

　日の国境域での宗教実践と制度仏教について調査

　研究にとりくむ。

6．（1）「モータムと　『呪術的仏教』一東北タイ・

　　ドンデーン村におけるクン・プラタム信仰を中

　　心に」『アジア経済』25（10），1984．

　（2）「葬儀をめぐるプン（功徳）と社会関係」『東

　　南アジア研究』23（3），1985．

　（3）「タイ仏教における女性の宗教的位相につい

　　ての一一考察」鞘琶谷大学社会学論集』7，1986．

　（4）「ラ」オ系稲作村における互助規範と功徳の

　　シェアの社会的意味一一タイ上座部仏教の文化

　　人類学的考察」『ソシオロジ』！05，1989．

　（5）「ダルマの力と帰依出たち一東北タイにお

　　ける仏教とモータム」『国立民族学博物館研究

　　報告』　14（1），　1989．

　⑥　「『王』・功徳・開発　　現代タイ王権と仏

　　教」松原正毅（編）『王権の位相』弘文堂，

　　1991．

　（7）「仏教儀礼の民族誌」石井米雄（編）『講座

　　仏教の受容と変容2・東南アジア編』佼成出版

　　社，199！．

　⑧　「ラオ入社会の変容と新仏教運動　　東北タ

　　イ農村のタマカーイをめぐって」田辺繁治

　　（編）『実践宗教の人類学　　上座部仏教の世

　　界』京都大学学術出版会，1993．

　（9）「森林の変容と生成一東北タイにおける宗

　　教表象の社会史試論」佐々木高明（編）『農耕

　　の技術と文化』集英社，1993．

　（10）　“Notes　on　the　ln£er－ethnic　Re｝ation　in　His－

　　tory：　With　Special　Reference　to　Mon－

　　Khmer　Peoples　in　Southem　Laos，”　in　Surat

　　WoraRgra£　（ed．），　Chonklecm　ChattiPhan　nai

　　aeng　Saleon　Nahhon，　Sathaban　Ratchaphat

　　Sakon　Nakhon，　1995．

　⑯　「仏教の多義性一一戒律の救いの行方」青木



　保（編）『宗教の現代』（岩波講座　文化人類学

　第11巻）岩波書店，1997．

（12＞「もうひとつの「森』一ラオ人とモン＝ク

　メール系諸語族の森林観から」『東南アジア研

　究』35（3），1997．

⑬　「カンボジアにおける仏教実践一担い手と

　寺院の復興」大橋久利（編）『カンボジア

　社会と文化のダイナミックス』古今書院，1998．

（1の「「ラオ』の所在」『東南アジア研究』35（4），

　1998．

（15）　“Rup　Laksana　Mai　khong　Phi

　Khumkhrong　Muban　nai　Mu　Chao　Thai－

　Lao　nai　phak　tawanookchiangnua　khong

　Prathet　Thai，”　Warasan　Mahawitthayalai

　Maha　Sarakham，17　（1），　1999．

（16）　“Spells　and　Boundaries：　Wisa　and

　Thamma　among　the　Thai－Lao　in　Northeast

　Thailand，”　iR　Y．　Hayashi　and　Yang　Guang－

　yuan　（eds．），　Dynamics　of　Ethnic　Cultures

　across　National　Boundaries　in　Southwestern

　China　and　Mainland　Southeast　Asia：　Rela－

　tions，　Societies，　and　Languages，　Chiang　Mai：

　Ming　Muang　PublishiRg　House，　2000．

（IT　『ラオ人社会の宗教と文化変容一東北タイ

　の地域・宗教画会誌』京都大学学術出版会，

　2000．

（18）　“Buddhism　without　Official　Organization：

　Notes　on　Theravada　Buddhist　Practice　in

　Comparative　Perspective，”　in　Y．　Hayashi

　and　Aroonrut　Wichienkeeo　（eds．），　／nter－

　Ethnic　Relations　in　the　Maleing　of　Mainland

　Southeast　Asia　and　Southwestern　China，

　Bangkok：　Amarin　Printing，　2002．

（19）　Practical　Buddhism　among　the　Thai－Lao：

　Religion　in　the　Mahing　of　a　Region，　Kyoto

　and　Melbourne：　Kyoto　University　Press

　and　Trans　Pacific　Press，　2003．

ceO）　“ReconfiguratioR　of　Village　Guardian

　Spirit　among　the　Thai－Lao　in　Northeast

　Thailand，”　in　N．　Tannenbaum　and　C．　AnR

　Kammerer　（eds．），　Founders’　Cults　in　South－

　east　A　sia：　A　ncestors，　Polity，　and　ldentity，

　New　Haven：　Yale　University　Southeast

　Asia　Studies，　2eO3．

阿部　健一（客員2004年4月1日～2005年3月3ma）

1．京都大学農学部，1984．

2．京都大学農学修士，1986．

3．東南アジア生態史

4．（1）スマトラ泥炭湿地林史

　②　東南アジア熱帯林のポリティカル・エコロ

　　ジー

　③　メコン河流域開発への地域研究的アプローチ

　（4＞実践的地域研究の試み一稼ティモールの

　　コーヒー事業

　　東南アジアの熱帯林（中国南部も含めたい）を

　めぐる，「先住民」「国家」「グローバルな関心」

　の関わりを歴史的に明らかにすることが現在にい

　たるまでの研究のテーマである。生活の場として

　の熱帯林，資源としての熱帯林，地球環境問題の

　中の熱帯林をとらえることになる。スマトラの泥

　炭湿地林で始めた研究（1）を，広く東南アジア熱帯

　林まで広げた②。さらに，関心は熱帯林だけでな

　く，対象地域を「メコン河流域」として，メコン

　開発の歴史的変遷（3），とくに日本の関与を中心に，

　開発と環境の問題を扱ってゆきたいと思っている。

　また地域への関わり方について，いろいろ考える

　ことがある。研究対象として地域を調査すること

　に物足りなさを感じている。機会があって，独立

　したばかりめ東ティモールで地域振興の事業に携

　わるようになったが，実践と研究はけっして二項

　対立的なものではなく，相互に補完的であると実

　感ずるようになっている。

5．当時としては珍しく，アカデミックキャリアの

　比較的早い時期に，熱帯林で調査することができ

　た。熱帯林の森林生態学的な調査から始めたが，

　しだいに熱帯林に関わる嫡々の方に興味が移った。

　東南アジア研究センターの助手として採用されて

　（1989年）以降，その傾向は強くなっている。私

　のやってきた森林生態学的研究は，時代遅れに

　なっているし，細分化され岡時に組織化された現

　在の自然科学的熱帯林研究には，もはや関心はな

　い。スマトラ泥炭湿地林の調査は，センターの助

手となってから始めたが，今Bまで断続的に続け

　ている。国立民族学博物館地域研究企画交流セン

　ターに配置換え（1996年）になってからは，新

　たな研究環境の利点を生かして，より広く中国の

雲南を含めた東南アジアの熱帯林の地域研究（ポ

　リティカル・エコロジー）を研究対象とするよう
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　にした。まとめっっあるのは「雲南の森林史」で

　あるが，ベトナム。カンボジア・ネパール・ブー

　タンでも臨地調査を行った。山田勇教授の科研で，

　アブりカ・南米の熱帯林を訪れる機会を得たこと

　は，東南アジア熱帯林を外から見直す貴重な経験

　だった。地域研究企画交流センターでは，国際シ

　ンポジウムを主催する経験も積ませてもらった。

　これまでに，“Population　Movement　in　South－

　east　Asia：　ChangiRg　ldentities　and　Strategies

　for　Survival”　（Co－organized　with　lshii

　Masako），　“Political　Ecology　of　Tropical　For－

　ests　in　Sou£heas£　Asia：　Historical　Perspec－

　tives，”　“Tropical　Forests　and　Extreme　Con－

　flicts，”　“IR，　out，　iR，　out：　Populations，　Migra－

　tions，　and　the　Social　Ecology　of　Tropical　For－

　es£s，”　“Water　and　Cultura｝　Diversity，”

　“Mekong　River　Development：　Viewed　from

　Yunnan，”　“lmpacts　on　the　Good　Earth：　Recen£

　Environmental　Histories　in　China”などを開催

　している。

　　2000年から総合研究大学院大学先導科学研究

　科生命体科学専攻を併任。そこでの活動は，総合

　研究大学院大学のホームページに紹介している

　（http：／／sendou．soken．ac．jp）0

6．ω　「スマトラ泥炭湿地林の近代一一試論」『東南

　　アジア研究』31（3），1993．

　②　「スマトラの泥炭湿地林に暮らす人びと一

　　人と自然のぶつかりあうフロンティア」『地理』

　　40　（1），　1995．

　（3）「ラジャが残したチムールの森」山田勇（編）

　　『森と人の対話』人文書院，1996．

　（4）「森と人と自分と一一スマトラ泥炭湿地林の

　　開拓」山田勇（編）『フィールドワーク最前線』

　　弘文堂，1996．

　（5）「熱帯多雨林から地域研究へ」『総合的地域研

　　究』13，1996．

　（6）　“Cari　Rezeki，　Numpang，　Siap：　The　Rec｝a－

　　mation　Process　of　Peat　Swamp　Forest　in

　　Riau，”『東南アジア研究』34（4），1997．

　（7）『事典東南アジア　　風土・生態・環境』（共

　　編著）弘文堂，199Z

　（8）r雲南の森林史（1）一一中旬盆地の神山」

　　『東南アジア研究』35（3），1997．

　（9）「雲南の森林史　（■）一中標高盆地の森林

　　破壊とユーカリ植林」『東南アジア研究』35
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　（3），　1997．

⑳　「泥炭湿地林一スマトラの開拓移民と開発

　の将来」『TROPICS』6（3），1997．

（11）「地域生態史の視点」『地域研究論集』1（2），

　1998．

（12）「泥炭湿地林と『開発』内閣」「月刊みんば

　く』　　3月号，　1999．

（13）「神の山のゆくえ一雲南の入と森」山田勇

　（編）『森と入のアジア』（講座人間と環境）昭

　和堂，1999．

（14　「伝統の生成システムの欠如一固定化しな

　い東南アジア」高谷好一（編著）『〈地域二二

　究〉の試み（下）』京都大学学術出版会，1999．

（15）　“PoPulation　Movement　in　Southeast　Asia：

　Changing　ldentities　and　Strategies　for　Surviv一

　α1，”（共著）JCAS　Symposium　Series　No．10，

　The　Japan　Center　for　Area　Studies，　Nation－

　al　Museum　of　Ethnology，　2000，

㈹　「森の中から見た熱帯林問題」『季刊民族学』

　98，　2001．

（ID　「雲南の森林史（盃）　　サルウィン河（怒

　江）上流の山地集落と森林資源の商品化」古川

　久雄（編著）『異生態系接触に関わる人B移動

　と資源利用システムの変貌』，科学研究費補助

　金研究成果報告書，2000．

⑱　「東チモール独立は幸せをもたらすか」他

　月刊みんぱく編集部（編）『世界の紛争』河出

　書房新社，2003．

（19）　The　Political　Ecology　of　TroPical　Forests

　in　Southeast　A　sia：　Histon’cal　PersPectives，

　（共編著），　Kyoto　University　Press　and

　Trans　Pacific　Press，　2003．

ceO）　Political　Ecology　of　Mefeong　River　Develop－

　ment（編著）科学研究費補助金研究成果報告

　書，2003．

村上　勇介（客員2004sP・4月1日～2005年3月31日）

1．東京外国語大学外国語学部，1986．

2．筑波大学国際学修士，1991．

3．ラテンアメリカ地域研究，ラテンアメリカ政治

　研究

4．（1）1990年代ペルーの政治社会変動とフジモリ

　　政権

　②　ペルーにおける政治参加

　（3）ペルーの人々の政治意識



　（4）「民主化」以降のラテンアメリカにおける民

　　主主義の定着に関する比較研究

　　ラテンアメリカの人々と政治の関わりについて

　ペルーを中心に研究を進めてきており，今後，ア

　ンデス諸国（ボリビア，コロンビア，エクアドル，

　ベネズエラ）やラテンアメリカの他の国々，また，

　他地域との比較を行いたい。1990年代の初あか

　ら行ってきたフジモリ政権期のペルー政治に関す

　る研究（1）は最終的なまとめの段階にある。また最

　近は，国会議員選挙と地方選挙における選挙運動

　の実態調査を行い政治参加について研究する（2）と

　ともに，首都リマで意識調査を実施し政治意識に

　関しても分析した㈲。前者の選挙運動の調査は，

　誕生した地方政府による政治について追跡調査を

　実施し，向わせて昨年からペルーで進められてい

　る地方分権化の実態について調査する予定である。

　将来の比較研究（4）では，ペルーを基点とする意向

　であるが，切り口として政党のあり方や政党間の

　関係に視点を置いて始めてみたいと思っている。

5．1987～89年，メキシコ国立自治大学国際関係

　センター研究員，1991～95年，在ペルー日本大

　使館専門調査員・理事筥（政務担当），1995年，

　国立民族学博物館地域研究企画交流センター助手，

　2002年同助教授，現在に至る。

6．（1）「メキシコの対中米政策一1979年以降」

　　『ラテンアメリカ・レポート』　7（1），アジア

　　経済研究所，1990，

　（2）「メキシコ社会の変容とサリーナス政権の政

　　治改革」『ラテンアメリカ・レポート』　8（4），

　　アジア経済研究所，1991．

　（3）「フジモリとペルー政治」『イベロアメリカ研

　　究』　16（1），上智大学イベロアメリカ研究所，

　　1994．

　（4）「ペルーの政党に関する一考察」『外務省調査

　　月報』　（2），外務省，1994．

　（5）　“Un　analisis　de　la　politica　exterior

　　japonesa　hacia　el　gobierRo　de　Fujimori：

　　desde　la　perspectiva　interna　del　Jap6n，”

　　Agenda　internacional　2（1），　lnstituto　de

　　Estudios　lnternacionales，　Pontificia　Univer－

　　sidad　Cat61ica　del　Per6，　1995．

　（6）「ペルーの1995年選挙に関する一考察」「イ

　　ベロアメリカ研究』　17（1），上智大学イベロ

　　アメリカ研究所，1995．

　（7）「ペルーの大統領選挙と内政一その力学と

　民主主義　『制度』の模索」『国際問題』　429，

　日本国際問題研究所，1995．

⑧　「ペルーにおける選挙制度の史的展開一！

　っの接近」『地域研究論集』　1（1），国立民族

　学博物館地域研究企画交流センター，1997．

⑨　「第二次フジモリ政権の政治的課題」『外交時

　報』　1337，外交時報社，1997．

㈹　「融解する政治『制度』一ペルーとメキシ

　コの事例からの一考察」『民博通信』79，国立

　民族学博物館，1997．

㈱　「政治制度の解体？一1990年代ペルーの政

　治と今後の課題」『ラテンアメりカ・レポート』

　15（2），アジア経済研究所，1998．

（12）「ペルーにおける下層民と政治一1980年代

　以降の研究の特徴と今後の展開に向けての課

　題」『地域研究論集』　2（1），国立民族学博物

　館地域研究企画交流センター，1999．

（13）El　esl）⑳翻。診rOJθσαρ6ηα窺θ♂αoγ乞s乞s吻

　los　rehenes　en　el　Pert2，　ldeologia　y　politica

　12，　Lima：　lnstituto　de　Estudios　Peruanos　y

　The　Japan　Center　for　Area　Studies，　1999．

〔14　「迷走するペルー政治一　2000年大統領・国

　会議員選挙とフジモリの辞意表明」『ラテンァ

　メリカ・レポート』　17（2），アジア経済圏：究

　所，2000．

㈲　「ペルーの『自主クーデタ』に対するアメリ

　カ外交」　大津留（北川）智恵子。大芝亮（編）

　「アメリカが語る民主主義一その普遍性，特

　異性，相互浸透性』（MINERVA人文・社会科

　学叢書44），ミネルヴァ書房，2000．

（16）　La　democracia　segden　C　y　D：　．un　estudio　de

　la　conciencia　y　el　comPortamiento　Politico　de

　los　sectores　PoPulares　de　Lima．　Urbani－

　zaci6n，　migraciones　y　cambios　en　la　socie－

　dad　peruana　！5，　Lima：　lnstituto　de　Estudios

　Peruanos　y　The　Japan　Center　for　Area　Stu－

　dies，　2000．

（ID「空転する民主政治　　1998年アヤクチョの

　地方選挙にみるペルー政治の実像」遅野茂雄・

　三段光浩・田島出漁・田中高（編）「ラテンア

　メリカ世界を生きる』適評社，2001．

㈱　「ペルーの下層の人々にとって民主主義の持

　っ意味」『国際政治（特集：「民主化」以降のラ

　テンアメリカ政治）』131，日本国際政治学会，

　2002．
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働　「フジモリ政治への一視角一信頼から失望

　への軌跡」松原正毅（編）『地鳴りする世界

　一9．11をどうとらえるか』恒星出版，2002．

⑳　「1990年代ペルーの政治過程分析に向けた予

　備的考察一襲1期目のフジモリ政治を見る二

　っの視角」『地域研究論集』　4（1），国立民族

　学博物館地域研究企画交流センター，2002．

三元　聡子　（2003年4月1Ei～2005年3月31日）

1。立命館大学国際関係学部，1992．

2．京都大学博士（人間・環境学），2004，

3．東南アジア地域研究，文化人類学

4．マカッサル海峡における人の移動に関する社会

　史的地域研究

　　1995年以来，インドネシア・マカッサル海峡

　で人の移動に関する社会史的地域研究に従事して

　いる。具体的には「海」をひとつの「地域」とし

　てとらえることができるとしたら，それはどのよ

　うなかたちで可能であるのかを，そこで生活する

　人びとの移動をてがかりに，文化人類学的アプ

　ローチを中心的な手法にして，明らかにしょうと

　試みている。地域といっても，生態環境としてと

　らえるだけではなく，人の暮らしが営まれる社会

　愛心問としてとらえようと考えてきた。個人史の

　聞き取りや，過去100年間ほどに起こった出来事

　を，一次資料や聞き取りから再構築することを試

　みてきた。大文字の「世界史」の間隙に位置して

　きたような海の「地域」の社会像を描こうとして

　いる。イスラームが多数派でありながらも，その

　教義の理解や実践は，中東や大陸部のイスラーム

　国家のそれとは，異なる部分もおおきい。「海」

　の地域であることが，どの程度にその差異に関

　わっているのだろうか。ムスリム女性商人の移動

　に同行して，自分の歩幅と目線で確かめた東南ア

　ジア海域世界像を明らかにし，その社会史を書き

　起こした試みが博士論文としてまとめられたもの

　である。その次の段階としては，「海」を含む国

　境と国家が今後どのような変化と変容を経験する

　のかというところへっながる予定である。具体的

　には，ムスリムにとってのマッカ巡礼の経験をめ

　ぐるB常生活世界の動態の研究に着手したところ

　である。

5．！993～94年マレーシア。サバ州において国境

　を越える人の移動に関する研究に従事。1995～

　2000年マカッサル海峡島面部において，日常的
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　に行われる人の移動に関する社会史的研究に従事。

2000年～現在，東南アジア島二部イスラーム社

　会における巡礼と商業活動をめぐる女性の移動研

　究に従事。

　（1）日本学術振興会特別研究員DC！（1997年4

　　月～2000年3月）

　（2＞日本学術振興会特別研究員PD　（2000年4

　　月～2003年3月）

　（3）東南アジア研究センター非常勤研究員（20G3

　　年4月～2004年3月）

　（4）東南アジア研究所非常勤研究員（2004年4

　　月～2005年3月）

6．（1）「東マレーシア・サバ州における人の移動

　　　　スルー海・スラウェシ海に惹かれた国境か

　　らみる東南アジア海域世界の構造」立命館大学

　　国際関係学研究科修士論文，1994．

　②　「東マレーシア・サバ州における人の移動

　　　　スルー諸島からのバジャウ族の移動を中心

　　に」『南方文化』22，1995．

　㈲　「『移動の島』の女たち・その生活世界の展開

　　一マカッサル海峡島山部における社会的動態

　　の考察」京都大学人間・環境学研究科修士論文，

　　1997．

　（4）「バッジ・ミラの行商記録一マカッサル海

　　峡における女性の生活世界」『ジェンダ・一一一一一

　　移動と後期近代』（「ジェンダー」研究会平成9

　　年度報告書），1998．

　（5）「発酵保存食品チャオの生活誌　　マカッサ

　　ル海峡B島における生業活動の変化」「東南ア

　　ジア研究』37（3），1999．

　（6）フィールド便り「オルケス・ムラユのある風

　　景一あるムスリム社会の結婚式」『アジア・

　　アフリカ地域研究』No．1，2000．

　（7）書評“Christian　Heersink．1）θpendence　on

　　Green　Gold：　A　Socio－economic　History　of　the

　　Indonθsian　Coconut　Island　Selαyαr’「東南ア

　　ジア研究』38（1），2000．

　（8）書評“Roger　Tol；Kees　van　Dijk；and　Greg

　　Acciaioli，　eds．　A　uthority　and　Ente7　Prise

　　αmong　the　Pθ0ρ♂θof　South　Sulaωesi”『東南

　　アジア研究』39（2），2001．

　（9）書評“Jeroen　Touwen．　Extremes勿the」Ar－

　　chipelago：　Trade　and　Economic　DeveloPment

　　in　the　Outer　lsland　of　lndonesia，　1900－1942”

　　『東南アジア研究』40（3），2002．



（1①　「一且聞移動をめぐる社会史的地域研究

　〈しま〉模様の海」京都大学大学院人間・環境

　学研究科博士学位請求論文，2004．

富田　晋介　（2003年4月！日～2005年3月31日）

1．関西大学工学部，1997。

2．京都大学博士（農学），2003．

3．熱帯農業生態学

4．東南アジア大陸山地部における環境保全と持続

　的発展に関する総合的研究

　　この研究の問題意識は以下の4点である。1．

　大陸山地部の脆弱な自然環境下において，そこに

　暮らす人々はどのような生活安定のためのシステ

　ムを培ってきたのか。2。中国経済浸透などの急

　速なグローバル化，政策や援助などの外部からの

　介入が増す中で，そのような仕組みはどのような

　影響を受け，変容していっているか。3．そして，

　現在どのような問題が生じており，今後は，どの

　ような問題が生じる可能性があるのか。4．今後

　は，どのような生活安定のためのシステムを構築

　すればよいのか。

　　以上について明らかにするために，地域におい

　てもっとも重要な生活基盤のひとつである，土地，

　森林，水などの自然資源とそれを利用する入間活

　動との関係に焦点をあて，GISモデリングの手法

　からアプローチしている。

5．2002～03年，華頂短期大学非常勤講師。2003

　年4月～2004年3月，京都大学東南アジア研究

　センター非常勤研究員。2004年4月～2005年3

　月，京都大学東南アジア研究所非常勤研究員。

6．（1）　“lmpact　of　Direct　Dry　SeediRg　on

　　RaiRfed　Paddy　Vegetation　in　Northeast　Thai－

　　land，”（共著）PVeed　Biology　and　Mαnagement

　　3（2），　2003．

　（2）　“Differences　of　Weed　Vegetation　in　Re－

　　sponse　to　Cultivating　Methods　aRd　Water

　　Conditions　in　Rainfed　Paddy　Fields　in

　　Northeast，”　（共著：）　レVθed　Biology　αnd

　　Management　3（2），　2003．

　（3）　“Rice　Yield　Losses　by　Competition　with

　　Weeds　in　Rainfed　Paddy　Fields　in　North－

　　east　Thailand，”　（共著）　Weed　Biolog：yαnd

　　Management　3（3），　2003．

　（4）　“ChaRging　Aspects　of　Shifting　Cultiva－

　　tion　in　Northern　Laos：　Land　AIIocation

Policy　aRd　Commercialization　of　Crop　Pro－

duction，”（共著）in　Furukawa　et　aL（eds．），

Ecological　Destruction，　Health　and　DeveloP－

ment　PeoPle－Environment　interactions　in　Con－

temporary　Asia，　Kyoto　URiversity　Press，

2004．

中口　義次　（2003年4月！日～2005年3月31日）

1．島根大学農学部，！997．

2．京都大学博士（医学），2003．

3．病原細菌学，分子遺伝学，分子疫学

4．「アジアで重要な腸管感染症原因細菌のダイナ

　ミズムに関する研究j

　（1）「迅速・高感度な腸管感染症原因菌の診断法

　　の開発とその応用（アジア分離菌と輸入食品）」

　②　「腸炎ビブりオ感染症の国際的流行に関する

　　分子疫学的解析」

　（3＞「タイでの病原性大腸菌の臨床分離株での分

　　子遺伝学的解析」

　（4）「アジアを含む世界中で分離された腸管感染

　　症原因菌の保存とデータベース化」

　　東南アジアの国々における「腸管感染症」は現

　在でも重要な問題である。周辺の衛生環境や生活

　習慣と密接に関係しており，さまざまな要因の解

　析や検討が必要である。日本では東南アジアの

　国々から多くの食品を輸入しており，「輸入感染

症」についても考える必要がある。感染症の診断

　および食品の安全性には，病原性細菌の検出が重

要である。その診断も迅速性，正確性，さらには

簡便性が要求されている。そこで新たな診断方法

　を共同開発し，現地での診断，研究および輸入食

品の安全性の確立に向けて取り組んでいる（1）。

1996年以降腸炎ビブリオの東南アジアで発生

　した新クm一ンによる世界的大流行が報告され，

菌のダイナミズムを視野に入れた多角的な解析が

急務であると考えられた。そこで分子遺伝学的・

分子疫学的な解析手法を用い，過去に起こったで

あろう流行を立証しようとしている（2）。病原性大

腸菌感染症において，タイで分離された病原性大

腸菌のダイナミズムを明らかにしょうと試みてい

　る（3）。アジア各地及び世界中で分離された腸管感

染症原因細菌の生化学的・遺伝学的特徴を明らか

にした後，データベース化し，世界中の研究者に

公開し，疫学的な情報交換や現地調査に役立てて

いく予定で行っている（4）。全体的には，腸管感染
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　症を引き起こす腸管感染症原因菌，特に，腸炎ビ

　ブリオ及び病原性大腸菌のアジアでの分離株にお

　ける分子遺伝学的・分子疫学的解析によるダイナ

　ミズムについてと，その診断方法およびフィール

　ドへの応用に向けての総合的な研究を目指してい

　る。

5．島根大学農学部（1995年10月～97年3月），

　「好温性ラン藻のアミノ酸生合成酵素遺伝子群の

　解析」に従事。大阪府立大学大学院農学生命科学

　研究科（1997年4月～99年3月），「ヒトセント

　ロメア蛋白es　B（CENP－B）が認識するセントロ

　メアDNA配列の解析」に従事。京都大学大学院

　医学研究科（1999年4月～2003年3月），「腸炎

　ビブリオの毒素遺伝子の発現に関する研究」に従

　事。京都大学東南アジア研究センター（2003年

　4月～2004年3月置，京都大学東南アジア研究所

　（2004年4月～2005年3月）において，非常勤

　研究員として「アジアで重要な腸管感染症原因細

　菌のダイナミズムに関する研究」に従事。

6．（1）　「組換え体ヒトセントロメア蛋白質B

　　（CENP－B）のDNA結含能を用いたウシセン

　　トロメアDNAの単離」（共著）『生化学』70

　　（8），　1998．

　（2）　「腸炎ビブリオのtdh遺伝子に由来する

　　mRNAの迅速測定法の開発」（共著）『臨床と

　　微生物』28（2），2000．

　（3）「腸炎ビブリオの産生するウレアーゼがtrh

　　およびtdh遺伝子の転写に及ぼす影響」（共著）

　　『日本細菌学会誌』55（1），2000．

　（4）「腸炎ビブリオtrh　in’伝子転写産物の解析」

　　（共著）『臨床と微生物露29（2），2eo1．

　（5）「腸炎ビブりオtdh，　trh遺伝子特異的mRNA

　　のTRC増幅反応による迅速測定法の検討」

　　（共著）『日本細菌学会誌』56（1），2001．

　（6＞「腸炎ビブリオの患者・環境分離必中のtdh，

　　励遺伝子転写産物の迅速かっ定量的検出法

　　（TRC法）の評価」（共著）『臨床と微生物塁30

　　（2），　2002．

　（7）「腸炎ビブリオtrh遺伝子の転写開始点の同

　　定とプロモーター領域の解析」（共著）『日本細

　　菌学会誌』57（1），2002．

　（8）　“ldentification　of　the　Transcriptional

　　Start　Site　and　Ana｝ysis　of　the　Promoter

　　Region　of　Vibrio　parahaemolyticus　trh

　　Genes，”（共著）Paper　presented　at　37th
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　Joint　ConfereRce　on　Cholera　and　Other　Bac－

　terial　．　Enteric　lnfections　panel　（Okinawa，

　JapaR），　174－176，　December　2002．

（9）「TRC法による腸炎ビブリオ菌耐熱性溶血毒

　mRNAのリアルタイム検出」（共著）『臨床化

　学』第32巻補冊2号，『臨床病理』第51巻補

　冊，2003．

（1①　「腸炎ビブリオ感染症の国際的流行に関する

　研究一遡及的解析」（共著）『臨床と微生物』

　31（2），　2003．

（11＞ド迅速・簡易なTRC法による腸炎ビブリオ

　菌耐熱性溶血毒mRNAのリアルタイム検出」

　（共著）『臨床と微生物』3！（2），2003．

⑫　「腸炎ビブリオ感染症の国際的流行に関する

　研究　　遡及的解析」（共著）『日本細菌学会

　誌』58（4），2003．

（13）「迅速簡易なTRC法による腸管出血性大腸

　菌の志賀毒素群遺伝子mRNAのリアルタイム

　モニタリング」（共著）蟹日本臨床微生物学雑

　誌』　13（4），　2003，

（14　「腸炎ビブリオtrh遺伝子の転写。発現に影

　響を及ぼす領域の検討」（共著）『日本細菌学会

　誌』58（1），2003．

（15）　“IRtercalation　Activating　Fluorescence

　DNA　Probe　and　lts　ApplicatioR　to　Homoge－

　neous　Quantification　of　a　Target　Sequence

　by　lsotherrnal　Sequence　Amplification　in　a

　Closed　Vesse1，”（共著）Analyticαi　Biochemis－

　try，　Vol．　3！4，　2003．

（16）　“The　Urease　Gene　Cluster　of　Vibrio　para－

　haemol二yticus　does　not　Influence　the　Expres－

　sion　of　the　Thermostable　Direct　Hemolysin

　（TDH）　Gene　or　the　TDH－related　Hemolysin

　Gene，”（共著）Microbiology　and　Immunolo－

　logy，　47　（3），　2003．

見市 建　　（2003年4月！［ヨ～2006年3月31日）

1．関西学院大学法学部，1996．

2．神戸大学博士（政治学），2002，

3．政治学

4．現代インドネシアにおける政治とイスラーム

　　現代インドネシアにおけるイスラーム政治勢力

　が，どのような組織やネットワークによってその

　思想を伝達し，活動に結びついているのかを研究

　している。民主化に伴い活発化しているイスラー



　ム政治勢力はインドネシアにおけるここ数十年の

　社会変化を反映している。とくに都市部の中間層

　にみられるイスラーム化は顕著であり，これが学

　生を中心とした政治運動に結びついている。イス

　ラーム政治勢力の分析を通して現代インドネシア

　の政治と社会を大掴みできるような分析枠組みを

　提出することを目標としている。当面は，イス

　ラーム関係の出版物の翻訳・出版・流通に焦点を

　あて，インドネシアのイスラーム政治勢力の見取

　り図を書きたいと思っている。

5．日本学術振興会特別研究員（2000～02年）を

　経て，2002年，東南アジア研究センター教務補

　佐員として着任，同年10月から非常勤研究員，

　2003年4月から再び日本学術振興会特別研究員

　になり現在に至る。2004年4月より関西学院大

　学非常勤講師。

6．（1）「ポスト・アブドゥルラフマン・ワヒド体綱

　　への継続と変化一一束ジャワ。クディリにおけ

　　る第30回ナフダトゥル・ウラマー大会より」

　　「アジア経済』41（5），2000．

　②　「インドネシアにおける『イスラーム市民社

　　会論』の二大潮流」『国際協力論集』8（2），

　　2000．

　（3）　“Kiri　lslam，　Jaringan　lntelektual　dan

　　Partai　Politik：　Sebuah　Catatan　Awal，”

　　Tashtvirul　Afkar，　IO，　2001．

　（4）「世界のイスラーム5：インドネシア　　数

　　千人規模の反米デモが起きた理由」「外交

　　フォーラム』163，2002．

　⑤　「民主化期におけるイスラーム主義の台頭

　　一インドネシアのダーワ・カンプスと正義

　　党」『現代の宗教と政党一比較の中のイス

　　ラーム』（日本比較政治学頃年報第4号），2002．

　⑥　「インドネシアにおけるイスラーム左派と知

　　識人ネットワーク」ド東南アジア研究』40（！），

　　2002．

　（7）「出版物から見た2e世紀東南アジアのイス

　　ラーム」『上智アジア学』20，2002．

　⑧　「インドネシアにおけるイスラーム主義とモ

　　ダニティの交錯」『地域研究論集』5（2），2003．

　（9）　“lslamic　Youth　Movements　in　lndonesia，”

　　IIAS　IVewsletter，　32，　The　lnternational　lnsti－

　　tute　of　Asian　Studies，　2003．

人間生態相関研究部門

山田 平

L　京都大学農学部，1966．

2．京都大学農学博士，1979．

3．熱帯生態学

4．（1）東南アジア熱帯多雨林の生態資源

　（2）地球生態系における東南アジアの位置づけ

　③　熱帯林生態系における人と自然のかかわり

　　東南アジアの熱帯雨林世界は，世界の森林生態

　系の中でも，生物多様性，森林構造の大きさと複

　雑iさ，資源の豊富さにおいて，群を抜いている。

　また，大島瞑域であることから，古くから人々の

　往来がはげしく，アフリカやアマゾンとは異なつ

　た特色を持っている。この東南アジアの中で，ボ

　ルネオは熱帯山林の中心であり，また大陸部の中

　国雲南，ミャンマーなどは，モンスーン林の中心

　として，多様な資源と人々の生活が見られる。

　　ここ数年，これらの熱帯域の上に存在する生物

　から人間の生活までを含んで「生態資源」とよび，

　これを中心に仕事を行ってきている。

　　赤道直下で最も多様な生態資源は，高緯度に移

　るにつれて，画一化してゆく。この変容過程を地

　球レベルで比較調査し，最終的に東南アジアの生

　態像を浮かび上がらすことを当面の研究テーマと

　している。そのためさらなるフィールドワークが

　必要となる。

　（4）環ヒマラヤ広域圏における社会と生態資源利

　　用の変容過程の地域間比較

　　ヒマラヤを中心に，周辺の大生態系間における

　社会と生態資源利用の変化を調査する。

5．1975年，東南アジア研究センターに助手として

　採用される。！980年，農林水産省関西林木育種

　場，1981年立関東林木育種場室長をへて，1988

　年より，東南アジア研究センター助教授。京都大

　学大学院農学研究科熱帯農学専攻助教授を兼任。

　1995年より教授。人間・環境学研究科およびア

　ジア・アフリカ地域研究研究科併任。2004年4

　月，東南アジア研究所教授。

　　1965年以降以下の海外研究活動を行う。

　1965年タイ，カンボジア，マレーシアの植物調

　査，1968～70年インドネシアの森林調査，1976

　年インドネシアの森林調査，1977年タイ，マ

　レーシア生態調査，1978年フィリピン生態調査

　とインドネシア調査，1979年北米山林調査，
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　1982，1983，1984～86年までブルネイ森林調査，

　1988年北米および中米の森林調査，1988～89年

　パプアニューギニア，インドネシアの低湿地調査，

　1990年タイ，インドネシア，中国，1991年マ

　レーシア，タイ，ラオス，中国の生態調査。1992，

　1993年アマゾン，マレーシア，インドネシア，

　！994年ギリシャ，　トルコ，エジプト，エクアド

　ル，ボリビア，グアテマラ，ペルー，インドネシ

　ア，マレーシア，ブルネイ。1995年中国，ネ

　パール，ホンコン。1996年マレーシア，ネパー

　ル，　フィンランド，　スウェーデン，　ノルウェー，

　チェコ，オーストリア，ポーランド，ケニア，カ

　メルーン，フランス。1997年マレーシア，中国，

　アメリカ，カナダ，エクアドル，ペルー，ボリビ

　ア，チリ，アルゼンチン。1998年マレーシア，

　中国，ベトナム。1999年インド，　ミャンマー，

　ブラジル，中国，マレーシア。2000年インドネ

　シア，中国，2001年ベトナム，ミャンマー，イ

　ンドネシア，シンガポール，2002年中国，台湾，

　インドネシア。2003年，中国，フランス，イタ

　リア，　ドイツ，スイス，オーストリア，イラン，

　インドネシア。

6．　（1）　Forest　Ecological　Studies　of　the　Montane
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　　1997．

　⑲　「アジア・アメリカ生態資源紀行』岩波書店，

　　2000．

　⑳　「京都発地球生態資源の旅」『科学』73（12），
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西渕　光昭

L　広島大学水畜産学部，1976．

2．オレゴン州立大学Ph．　D．，1983。

3、病原細菌学

4．東南アジアの環境中の病原性細菌の動態

　（1）コレラ菌，病原性大腸菌0157，腸炎ビブり

　　オなどのような病原菌が，東南アジア各地およ

　　び周辺地域の環境（環境水や食品など）中にど

　　のように分布しているかを明らかにする。

　②各地でこれらの病原菌による感染症がどの程

　　度発生しているかを調べ，環境中の菌の分布と

　　の相関関係を調べる。菌の分布と病気の発生が

　　必ずしも相関しない場合，それぞれの地域のど

　　のような要因（自然要因，社会・経済的要因，

　　文化的要因など）が影響しているかを明らかに

　　する。

　（3）各地の環境分離菌株や臨床分離菌株を遺伝子

　　レベルで解析して，感染症の伝播の様式および



　　　感染経路を明らかにする。

　（4）環境中に分布する病原性細菌が霞然環境から

　　　ヒトの体内へ移動したときに，栄養分，温度，

　　　pH，塩分濃度などの環境変化を菌がどのよう

　　　に認識して，病原性を発現するメカニズムをど

　　　のようにスタートするかを明らかにする。

5．1977～78年，文部省派遣交換留学生としてオ

　　レゴン州立大学に留学し，魚病を研究。1980～

　82年（オレゴン州立大学博士課程在学中），ヒト

　病原性ビブリオ属細菌の米国沿岸における分布調

　査に参加し，西海岸の調査を担当。1983～86年，

　　メリーランド大学ワクチン開発センターで細菌病

　原性の分子遺伝学研究を開始。1986年，大阪大

　学微生物病研究所助手に採用される。！988年，

　京都大学医学部講師に採用され，同年，同助教授

　に罫任。！996年，京都大学東南アジア研究セン

　　ター教授。2004年4月，京都大学東南アジア研

　究所教授。
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松林　公蔵

1．京都大学医学部，1977．

2．京都大学医学博士，1986．

3．フィールド医学，老年医学，神経内科学

4．（1＞本邦高齢者の健康度に関する縦断的追跡研究

　②　東南アジア諮地域における人間の老化に関す

　　る生態学的ならびに老年医学的比較研究

　（3）痴呆性疾患に影響をおよぼす自然環境ならび

　　に文化的背景に関する研究

　　人の疾病と老化のありさまは，その地域独自の

　生態系と密接な関連をもっている。また，地域固

　有の文化もまた，数千年にわたる食料生産の形態

　や技術伝播の歴史と不可分ではない。そして，人

　の健康観や死生観は，その地域の文化によって異

　なる価値概念でもある。今後の人類の医療のあり

　かたを考えるとき，医学生物学という普遍的なグ

　ローバリズムとはまた別の，地域を重視した視点

　すなわちフィールド（臨地）医学的視点が重要と

　思われる。これまで，主としてミャンマー，イン

　ドネシア，ベトナムを中心としてフィールド医学

　的調査を継続しているが，本年度は対象地域をラ

　オス，タイの他地域にも拡大し，疾病と老化の問

　題を追究する。
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5．1977年京大内科研修医を経て1978年静岡労災

　病院神経内科，1980年天理ようつ相談所病院神

　経内科勤務後1982年京大神経内科（医員）。1986

　年高知医大老年病科助手，1991年同講師，1998

　年三助教授を経て2000年より京大東南アジア研

　究センター教授（2004年4月，京大東南アジア

　研究所教授），京大大学院医学研究科教授を兼担。

　　1982年以降，下記の海外学術調査を行った。

　1982，1985年チベット高原における高所医学研

　究，1989～90年にはヒマラヤ極低酸素環境下に

　おける生理学的研究とあわせてチベット高所住民

　に関する疫学調査を行った。また，1991年から

　現在にかけて，高知県香北町において地域在住高

　齢者の縦断的追跡調査を実施するとともに北海道

　浦臼町，滋賀県余呉町，京都府園部町に居住する

　高齢者と比較検討するのとあわせて，海外におい

　てもフンザカラコルム，南米アンデス，中国雲南

　省，中国チベット自治区，モンゴル，韓国などに

　おいて，地域在住高齢者の健康度に関する生態学

　的比較調査を行っている。今後，東南アジア諸地

　域における老化のありさまならびに痴呆性疾患の

　実態を地域研究の一環として検討し，同時に超高

　齢化のすすむ本邦との比較研究を行う。
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　Soc，　45，　1997．

（ln　“Home－blood　Pressure　Control　in　Japa－
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（13）　“Global　Burden　of　Disease，”（共著）Lancet，

　350，　1997．
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　Pressure　is　Associated　with　Worsened　Scor－
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　1997．

（15）　“Quality　of　Life　of　Old　People　Living　in
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（16）　“lmprovement　iR　Self－care　lndependence
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　Expenses　for　Comrnunity－dwel｝ing　Older

　People　in　Japan，”（共著）ノAm　Gθ磁彦γSoc，

　46，　1998．

（重7）　“Fra呈lty　in　Elderly　Japanese，”　（共著）

　Lancet，　353，　1999．

（18）　“Health　Status　and　Subjective　Economic

　Satisfaction呈n　West　Papua，”（共著）Lαncet，

　360，　20e2．

（19）　“Depression　Screening　of　E｝derly　Commu－

　nity－dwelling　Japanese，”（共著）ノAm　Oer－

　iatr　Soc，　51，　2003．

ceO）　“DepressioR，　Age　and　ADL　in　Community－

　dwe｝ling　Elderly，”（共著）σθ磁厩csαη40θ匹

　ontology　！nternational，　3，　2003．

安藤　和雄

！．静岡大学農学部，1978．

2．京都大学博士（農学），1994．

3．熱帯農学，農村生態

4．（1）応用的地域研究としての農村開発及び環境問

　　題研究

　②　農業と村落社会における地域性と在地性

　（3）新しい農業・農村観の構築

　　具体的には，アジア，特に，バングラデシュ，

　ミャンマー，ラオス，雲南（中国），カザフスタ

　ンなど狭聞地域とでもいえるこれらの国々の

　フィールドにおける農村開発，環境問題，持続的

　農業に関する研究を，国際協力事業団の「住民参

　加型農村開発行政支援計画」と科研「バングラデ

　シュとミャンマーの少数民族における持続的農業

　と農村開発」の二つの共同研究プロジェクトを柱

　に応用的地域研究と位置付けて推進している。イ

　スラム到来以前におけるベンガルのパーラ王朝期

　の東南アジア・南アジアの交流史に着目し，東南

　アジア，南アジアの周辺地域であるベンガル（バ

　ングラデシュ）とうカイン（ミャンマー）にまた

　がる狭間世界から，もういちどこの二つの地域の

　具体的な交わりの歴史と空間的ひろがりを構築す

　ることで新たな地域観を提出したい。また，京都

　府下での村落と私がかかわっている海外のフィー

　ルドの村落との比較の視点から，掴むことができ

　た新しい農業・農村観をB本社会へ問いかけてみ

　たい。

5．国際協力事業団青年海外協力隊員（1978～81，

　バングラデシュ），バングラデシュ農科大学留学

　（1984～86），国際協力事業団長期派遣専門家

　（1986～90，94～95，バングラデシュ）を経て，

　1996年に東南アジア研究センター助教授。2004

　年4月，東南アジア研究所助教授。長期派遣専門

　家として，村落調査，小規模農村開発計画の策

　定・実施という参加型農村開発研究プロジェクに

　参加する。こうした応用的地域研究の他に，農業

　技術，農村社会の地域性と在地性，ベンガルの地

　域性の東南アジアへの広がりを調査するために，

　1997～2001年に，ミャンマー（イラワジデルタ

　と中央平原ラカイン州，農村開発と農業技術），

　バングラデシュ（ベンガルデルタ，農村開発と環

　境問題），中国（珠江デルタ），タイ（チャオプラ

　ヤデルタ），中国（雲南，ハニ族の棚田農業），ラ

　オス　（サバナケット周辺の農業と定期市），カザ

　フスタン（バルハシ湖方面の環境と人の移動）に

　関するフィールドワークを行った。

6．（1）「バングラデシュのアウス稲。アマン稲の混
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　播栽培」『農耕の技術』7，1984．

②　「バングラデシュにおける稲作に関する『格

　言』・『稲作儀礼』ノートーノアカリ県シラ

　ディ村の稲作調査より」『コッラニ』9，1984．

（3）「ベンガル・デルタ低地部の稲作一バンダ

　ラデシュ東部地方におけるアウス・散播アマン

　の混播栽培とパーボイルド米に関するノート」

　r東南アジア研究』25（1），1987．

（4｝「バングラデシュ・ハオール地域ジャワール

　村の灌概稲作と近代の農業変容」（共著）『農業

　土木学会誌』58（12），1990．

（5）「ベンガルデルタ低地部の作付体系一技術

　変容と作付体系展開の地域間比較」（共著）『東

　南アジア研究』28（3），1990．

（6）「ベンガルデルタの村落形成についての覚書」

　（共著）『東南アジア研究』28（3），1990．

（7）「バングラデシュ・ハオール縁辺地域におけ

　る乾季稲作と伝統的灌概技：術　　ジャワール村

　における事例研究」（共著）『アジア経済』32

　（2），　1991．

（8）　“Rice－CultivatioR　aRd　Land　TeRancy

　System　uRder　Shallow　Tubewell　lrrigation

　in　BariRd　Tract，　Bangladesh：　A　Case　Study

　in　Tetulia　Viliage，　Bogra　District，”（共著）

　lournal　Of　theノ’aPanese・A　ssociation　for　South

　Asian　Studies，　No．　3，　1991．

（9）「バングラデシュの低平地における動的水文

　環境への適応農業」（共著）『農業土木学会誌』

　60　（5），　1992．

㈹　「伝統稲作農業の特色」（共著）臼田・佐藤・

　谷ロ（編）『もっと知りたいバングラデシュ』

　弘文堂，1993．

（11）「第7章バングラデシュ」『アジア畑作指導マ

　ニュァル』全国農業改良普及協会，1993．

（12）「バングラデシュの農村道路建設による水文

　環境の撹乱」（共著）『農業土木学会誌』62（9），

　1994．

（13＞「マタボール達と在地の農村開発　　バンダ

　ラデシュ，ドッキンチャムリア村におけるアク

　ション・リサーチの記録」（共著）『東南アジア

　研究』33（1），1995．

（14　fバングラデシュの農村開発の現状と援助」

　河合明宣（編）『発展途上国産業開発論』放送

　大学教育振興会，1995．

⑱　「バングラデシュの氾濫原における乾季畑作

7e

　と稲作農業一ジャムナ氾濫原ドッキン・チャ

　ムリア村の事例」（共著）『南アジア研究』第9

　号，！997．

（16＞「NGOの発展を支える在地性」斉藤千宏

　（編）『NGOが変える南アジア羅コモンズ，

　1998．

（ID　「農村開発における二村リーダーシップとイ

　ンフラ整備事業の可能性　　バングラデシュ・

　ドッキンチャムリア村の事例」佐藤寛（編）

　『開発援助とバングラデシュ』アジア経済研究

　所，1998．

（18）「洪水とともに生きる一ベンガル・デルタ

　の氾濫原に暮らす人びと」田中耕司（編）『自

　然と結ぶ一「農」にみる多様性』（講座・人

　間と環境3）昭和堂，2000．

⑲　「バングラデシュの在地の技術と農村開発

　一当事者としての現場」「熱帯研究』11（1），

　200！．

⑳　「『在地の技術』の展開　　バングラデシュ・

　D村の事例に学ぶ」『国際農林業協力』24（7），

　200L

河野　泰之

1．東京大学農学部，1981．

2．東京大学農学博士，1986．

3．自然資源管理

4．（1）土地資源評価

　　土地は地域をかたち作る場である。土地がどの

　ように使われてきたか，今後，どのように使って

　いくべきかを議論するために，農業生産や環境保

　全，生物多様性の保護など多様な視点を統合した

　土地資源評価を試みている。現在のところ，タイ

　東北部を対象としている。

　②　東南アジア大陸山地部の農業と環境

　　農業生産と環境保全はある局面では相互補完的

　であるが，別の局面では対立する。この対立が顕

　著に見られる東南アジア大陸山地部を対象として，

　技術，社会，制度・政策を分析し，農業・環境問

　題に関する基本的な視点の提示をめざしている。

　（3）モンスーンアジアの水利

　　漏話排水などの水利の発展過程の分析を通じて，

　生態環境と社会・経済システムの相互関係を追及

　する。これまでに，紅河，メコン河，チャオプラ

　ヤ河のデルタ地帯や四川省，雲南省を対象として

　きた。



5．1987年東南アジア研究センター助手，！992～

　94年アジア工科大学灌概工学経営プログラム助

　教授，1998年東南アジア研究センター助教授。

　2004年4月，東南アジア研究所助教授。198！年

　　ジャワ島，1983～84年タイ，スリランカ及び南

　インド，1986年ルソン島，1989隼イラン，イラ

　　ク，エジプト，1990，1991年中国，1995～98年

　ベトナム紅河デルタやタイ東北部等，1999～

　2003年ラオス北部やベトナム北部山地，2001～

　03年ミャンマーにおいて土地・水利用や水利開

　発の調査に従事する。

6．　（1）　“Land　and　Water　Resources　Management

　　　for　Crop　Diversification　in　the　Chao　Phraya

　　　Deita，　Thailand：　A　Case　Study　of　Citrus　Cul－

　　　tivatioR　in　the　North　RaRgsit　lrrigation　Pro－

　　　ject，”（共著）『東南アジア研究』33（2），1995．

　（2）　“Spread　of　Direct　Seeded　Lowland　Rice

　　　in　Northeast　Thai｝and：　Farmers’　Adapta－

　　　tion　to　Economic　Growth，”（共著）「東南ア

　　　ジア研究』33（4），1996．

　（3）　“Post－1949　Development　of　the　DuXang－

　　　yan　lrrigation　System，　South　China：　Bridg－

　　　ing　over　a　Gap　between　the　Government

　　　and　Farmers，”　lnternational　／ournal　of

　　　Water　Resources　Development，　13　（1），　1997．

　（4＞「社会開発型ODA事業におけるGISの役割

　　　　　　東北タイ造林普及計画（REX）を例とし

　　　て」（共著）『GIS　　理論と応用』5（！），

　　　1997．

⑤　「タイ国における農業開発の現状と今後の課

　　　題」（共著）『農業土木学会誌』65（4），1997．

　（6）　“Yielding　Ability　in　Direct　Seeding　Rice

　　　Cul£ure　in　Northeastern　Thailand，”（共著）

　　　『熱帯農業』42（4），1998．

　（7）　“Village－level　lrrigation　System　MaRage－

　　　ment　in　the　CommaRd　Area　of　Nam　Ha　1　lr－

　　　rigation　Scheme，”（共著：）in　Towardsαn　Eco－

　　　regional　APProach　for　Natural　Resource　Man－

　　　agement　in　the　Red　River　Basin　of　Vietnam，

　　　1998．

⑧　「東南アジアにおける農業発展と地域性

　　　灌概開発を中心として」「システム農学』15

　　　（1），　1999．

　（9）　“Technical　Changes　in　Rainfed　Rice　Culti－

　　　vation　in　Northeast　Tha圭1and，”（共著）魏

　　World　Food　Securi　ty　and　CroP　Production　Tech－

　nologies　for　Tomorrow，　1999．

（10）　“Direct　Seeded　Rice　Cultivation　iR　North－

　　east　Thai｝and：　Present　Situation　aRd　Prob－

　　1ems　Involved，”（共著）in　World　Food　Securi一

　．t：ソand　CrOP　Production　Tθchnologiθsプ「oγ　To－

　morrow，　！999．

（ll）　“Methodology　for　Regional　Level　Land

　　Productivity　EvaluatioR：ACase　S加dy　of

　　Rainfed　Agriculture　in　Northeast　Thai－

　　Iand，”　（共著：）　in　Can　Biological　Production

　Harmonige　with　Environment．P　1999．

（12）　“CompetitioR　and　lnterdependence　be－

　　tween　Paddy　and　Weeds　of　Rainfed　Agricul－

　　ture　in　Nor宅heast　Thailand，”（共著）in　Cαn

　Biological　Production　”armonige　with　Envi－

　ronment？　1999．

（13）　“Changes　in　Village－level　Cropping　Pat－

　terns　in　the　Red　River　Delta　after　Doi　Moi：

　A　Case　Study　of　the　Coc　Thanh　Coopera－

　　tive　in　Nam　Dinh　Province，”（共著）撚帯農

　業』　43（3），　1999．

（14　「焼畑で暮らす山地民とグローバルな環境保

　全」『サイアス』2000年12月号，2000．

（15）　“Canal　Development　and　lntensification

　of　Rice　Cultivation　in　the　Mekong　Delta：　A

　Case　Study　in　Cantho　Province，　Vietnam，”

　『東南アジア研究』39（1），2001．

（16）　“Changing　Roles　of　Cooperatives　in　Agri－

　cultural　Production　in　the　Red　River

　Delta，”（共著）in　Vietnamesθ　Society　in　Trαn－

　sition，　2001．

（IT　“A　GIS－Based　Crop－Modelling　Approach

　to　Evaluating　the　Productivity　of　Rainfed

　Lowland　Paddy　in　North－East　Thailand，”

　　（共著）　in　∫ncrθαsed　L，Oωland　Ricθ　ProdUC－

　tion　in　the　Mekong　Region，　2001．

（18）　“lrnpact　of　Direct　Dry　Seeding　on

　Rainfed　Paddy　Vegetation　in　Northeast　Thai－

　land，”（共著）Weed　Biologyαnd　Manage－

　ment，　3，　2003．

（i9）　“lntegratiRg　Geographic　Collection　Data－

　base　Repositories　with　Z　39．50－Compliant

　Gateway”（共著）Asiαn／ournαl　of　Geo－

　informatics，　4　（2），　2003．

71



ceO）　“Sustainable　Agro－resources　Management

　in　the　Mountainous　Region　of　Mainland

　Southeast　Asia”（共編著）『東南アジア研究』

　41　（4），　2004．

柳澤雅之

1．京都府立大学農学部，！991．

2．京都大学博士（農学），2000．

3．熱帯農業生態学

4．（1）紅河デルタ農村開発戦略の多様性

　　ベトナム紅藍デルタ村落で見られる多様な小規

　模農村手工業は，血縁のみならず，地縁親戚縁

　者，知人友人，年齢階梯組織など，さまざまな

　ネットワークを利用して分業体制が形成され複雑

　なシステムを発達させてきた。現在，市場メカニ

　ズムを取り入れた一連の社会・経済改革（ドイモ

　イ）による試行錯誤を経て，新しい経済ネット

　ワークシステムが形成されつつある。臨地調査や

　仏領期に蓄積された研究成果との比較から，多様

　な生業システムとそれらを媒介する多様なネット

　ワークの形成と変化を動態的に考察する。

　②　東南アジア大陸山地部における農村開発と環

　　境保護との関係

　　東南アジア大陸山地部は多様な自然環境の上に

　多様な言語・文化をもつ人々が暮らす。20世紀

　後半以降のアジアの急激な経済発展により地域の

　景観は大きく変容を受ける一方，世界的な環境問

　題への関心の高まりから環境問題も避けて通れな

　い課題となっている。農村開発と環境保護とのバ

　ランスを自然や文化の多様性の中で考察する。

5．1999年，東南アジア研究センターに助手として

　採用される。2004年4月，東南アジア研究所助

　手。これまでに行った主な海外調査は以下の通り

　である。1992～94年，タイ中部の畑作地帯を対

　象として森林から大規模畑作地帯が形成されるま

　での史的展開に関する聞き取り調査を行った。

　1994年から毎年，紅河デルタの1村落を対象と

　した学際的調査に参加し，これは現時点（2004

　年）も継続中である。1995～96年にメコンデル

　タの水利および農業技術調査，1999～2002年に

　は北部山地にて地域の多様性と農業集約化過程に

　関する調査を行った。これらの他に，それぞれ短

　期間ではあるが，1995年にフィリピンのミンド

　ロ島でハヌノー・マンヤン族の植物利用に関する

　調査，1999年にスリランカで水稲栽培技術調査，

72

　2000年にラオス北部山地で焼畑に依存する入た

　ちの農業変容に関する調査，2001～02年にミャ

　ンマーでファーミングシステムに関する調査を

　行ってきた。

6．　（1）　“Development　of　Field　Crops　in　Thailand：

　　ACase　S加dy　in　Saraburi　and　Lopburi　Prov－

　　inces，”（共著）　『東南アジア研究』　33（4），

　　1996．

　｛2）　“Changes　in　Village－Level　Croppjng　Pat－

　　tems　in　the　Red　River　Delta　after　Doi　Moi：

　　A　Case　Study　of　the　Coc　Thanh　Coopera－

　　tive　in　Nam　DiRh　Province，　Vietnam，”（共

　　著）侮）αnese／burnα1・o／Tr（）pical　Agn’culture，

　　43　（3），　1999．

　（3）　“An　lnterdisciplinary　Study　of　a　Rice　Gro－

　　wing　Village：　History　and　Contemporary

　　Changes，”　in　N．　N．　Kinh，　P．　S．　Teng，　C．　T．

　　Hoanh，　and　J．　C．　Castella　（eds．），　Towards

　　an　Ecoregional　APProach　for　Natural　Re－

　　source　Management　in　the　Red　River　Basin

　　of　Vietnam，　Ministry　of　Agriculture　and

　　Rural　Development　of　Vietnam　and　lnterna－

　　tional　Rice　Research　lnstitute．　The　Agricu｝一

　　tura｝　Publishing　House，　Hanoi，　1999．

　（4）　“Fund－Raising　Activities　of　a　Cooperative

　　in　the　Red　River　Delta：　A　Case　Study　of　the

　　Coc　ThaRh　Cooperative　in　Nam　Dinh　Prov－

　　ince，　Vietnam，”「東南アジア研究』38（2），

　　2000．

　（5）　“Status　of　Vegetable　Cultivation　as　Cash

　　Crops　and　Factors　Limiting　the　Expansion

　　of　the　Cultivation　Area　in　a　Village　of　the

　　Red　River　Delta　in　Vie頓am，”（共著）ノ⑫α一

　　nese／bz6γηαZ　o］f　Tropical　Agriculture，45（4），

　　20el．

　（6）　“Changing　Roles　of　Cooperatives　in　Agri－

　　cultural　Production　ln　the　Red　River　Delta：

　　A　Case　Study　of　the　Coc　Thanh　Coopera－

　　tive　iR　Nam　Dinh　Province，”　in　J．　Kleinen

　　（ed．），　Vietnamese　Society　in　Transition：　The

　Daily　Politics　of　Reform　and　Change，　Het

　　Spinhuis　Publishers，　2001．

　（7）　“Quan　ly　cong　dong　cac　he　thong　thuy

　　loi　o　chau　tho　song　Hong，”（共著）in　PhaR

　　Huy　Le　（ed．），　Cac　nha　Viet　Nam　hoc　nuoc



　ngoai　viet　ve　Viet　Nam　tap　1　and　2，　HaRoi：

　Nha　xuat　ban　the　gioi，　2002．

（8＞「地域研究と村落調査」『東南アジア史別巻

　一東南アジア史研究案内』池端歴朝他（編），

　岩波書店，2003。

（9）　“Clean，　Green，　and　Beautifu｝：　Environ－

　ment　and　Development　under　the　ReBova－

　tion　Economy，”（共著）in　Hy　Van　Luong

　（ed．），　Postwar　Vietnam：　Dynamics　of　a

　Transforming　Society，　Lanham，　USA：

　Rowman　＆　Littlefield　Publishers，　INC，　2003．

（10）　“Agricultural　lntensification　and　Diversi－

　fication　in　the　Northem　Mountains　Region

　of　Vietnam，”　in　Hayashi　Y．　and　T．　Saya－

　vongkhamdy　（eds．），　Cultural　Diversity　and

　Conservation　in　the　Mantng　of　Mainland

　Southeast　Asia　an　Southwestern　Chz’na

　Regional　Dynamics　in　the　Past　and　Present，

　Bangkok：　Amarin　PriRting　and　Publishing

　Public　Company　Ltd．　2003．

（11）　“Natural　Bio－resources　Use　and　Their

　Roles　in　Household　Food　Security　in　North－

　west　Laos，”（共著）『東南アジア研究』41（4），

　2004．

（12）　“Development　Process　of　Cash　Crops　in

　the　Northern　Mountains　Region　of　Viet－

　nam：　A　Case　Study　in　Moc　Chau　District　of

　Son　La　Province，　Vietnam，”　in　Furukawa

　H．，　Nishibuchi　M．　Kono　Y．　and　Kaida　Y．

　（eds．），　Ecological　Destruction，　Health，　and

　DeveloPment　A　dvancing　A　sian　Paradigm，

　Kyoto　University　Press，　2004

社会文化相関研究部門

濱下　武志

1．東京大学文学部，1972．

2．東京大学文学修士，1974．

3．アジア地域研究

4．（1）華僑・華人のネットワーク

　（2）地域システム

　㈲　ポスト国家の時代における宗主権と主権

　（4）海洋アジア

　　東南アジア華人と中国華南との歴史的な結びっ

　きを，シンガポールと香港に焦点を当てて調査を

　行い，タイ・マレーシアを中心として，ヤンゴ

　ン・ジャカルタの調査を加え，華僑送金のメカニ

　ズムと，華南・東南アジア間の商業ネットワーク

　を研究してきた。香港においては，貿易・貿易金

　融の検討に加え19世紀後半の土地改革，商業組

　織外国銀行，地域組織などを調査している。

　1997年の返還後の変化にも注目した研究を行っ

　ている。

5．1979年，一橋大学経済学部専任講師，1981年，

　一橋大学経済学部助教授，1982年，東京大学東

　洋文化研究所助教授，1988年，東京大学東洋文

　化研究所教授，2000年目京都大学東南アジア研

　究センター教授。2004年4月，京都大学東南ア

　ジア研究所教授。

6．（1）『中国近代経済史研究一清末海関財政と開

　　港場市場圏』東文臣研究報告，1989．

　（2）「近代中国の国際的契機』東京大学出版会，

　　1990．

　（3）『アジア交易圏と日本工業化1500－1900』

　　（共編著）リブロポート，1991．

　（4）「朝貢と条約」溝口雄三他（編）『アジアから

　　考える』3，東京大学出版会，1994．

　（5＞『香港』筑摩書房，1996．

　⑥　「朝貢システムと近代アジア』岩波書店，

　　1997．

　（7）　“The　lntra－regioRal　System　iR　East　Asia

　　in　Modern　Times，”　in　P．　J．　Katzenstein　and

　　T．　Shiraishi　（eds．），　IVetworle　Power　Japan

　　and　Asia，　Cornell　University　Press，　lthaca

　　and　London，　1997．

　（8）　「アジアの〈近代〉」『岩波講座世界歴史20

　　アジアの〈近代〉』岩波書店，1999．

（9）「一九世紀後半の朝鮮をめぐる華僑の金融

　　ネットワーク」杉山伸也，リンダ・グローブ

　　（編）『近代アジアの流通ネットワーク』創建社，

　　1999．

　qg）「東南アジアをどうとらえるか　（！）」坪内良

　　博（編著）『〈総合的地域研究〉を求めて』京都

　　大学学術出版会，1999．

　（ll）「アジア共同通貨構想と人民元」「大航海』

　　No．31，　1999．

（12）「地政論　　統治史からみた地域と海域」『地

　域の世界史11　支配の地域史』山川出版，

　2000．

⑬　「東からみた海のアジア史」『海のアジア1

73



　海のパラダイム』岩波書店，2000．

（鋤　『沖縄入門　　アジアをつなぐ海域構想』筑

　摩書房，2000。

㈲　「中国近現代史研究の視嵩」『東方学』第100

　輯，2000。

（16）　“Overseas　Chinese　Financial　Networks

　and　Korea，”　in　S．　Sugiyama　and　Linda

　Grove　（eds．），　Commercial　Networks　in

　Modem　A　sia，　Curzon，　2001．

（IT　「グローバり帰一ションの中の東アジア地政

　文化　　　『近代国家』から東アジア地域世界

　へ」「中国　　社会と文化』第17号，2002．

⑱　「交差するインド系ネットワークと華人系

　ネットワーク　　本国送金システムの比較検

　討」秋田茂・水島司（編）『現代南アジア6

　世界システムとネットワーク』東京大学出版会，

　2003．

（19）　“Ryukyu　Networks　in　Maritime　Asia，”

　Kyoto　Review　of　Southeast　Asia，　lssue　3　／Na－

　tions　and　Other　Stories／　March　2003．

ee）　“Tribute　aBd　Treaties：　Maritime　Asia　and

　Treaty　Port　Networks　in　the　Era　of　Negotia－

　tion，　1800－！900，”　iR　GiovaRni　Arrighi，

　Takeshi　Hamashita　and　Mark　Selden　（eds．），

　The　Resurgence　of　Eqst　Asia，　Rout｝edge，

　2003．

石川 登

1．東京都立大学人文学部，1985．

2．ニューヨーク市立大学Ph．　D，，1998．

3．社会人類学

4．マレー世界の社会動態論

　　野外調査によって知ることのできる人々の生活

　とこれをとりまくマクロな社会動態の結びつきに

　注意をはらうこと，そのためにフィールドワー

　カーとして可能なかぎり歴史を意識すること，こ

　の二点、を基本姿勢としながら調査研究を進めてい

　る。

5．1994年，東南アジア研究センター助手。1999

　年，同助教授。2004年4月，東南アジア研究所

　助教授。主に東マレーシアおよびインドネシア，

　西カリマンタン州にて調査に従事する。

6．（1）「シドニーW．ミンッ著『甘さと権力　　砂

　　糖が語る近代史』」『民族学研究』54（4），1990．

　②　「ボルネオにおける非単系出自論の可能性」

74

　『社会人類学年報』16，1990．

（3）「理論と民族誌　　　『高地ビルマ』をめぐる

　人類学小史！954－1982」『民族学研究』57（1），

　！992．

（4）「農民と往復切符　　循環的労働移動とコ

　ミュニティ研究の前線」「民族学研究』58（1），

　1993．

⑤　「境界の社会史　　ボルネオ西部国境地帯と

　ゴム。ブーム」（特集：「ポリティカル・エコ

　ノミーと民族誌」）『民族学研究』61（4），1997．

（6）「民族の語り方　　サラワク・マレー人とは

　誰か」青木　保・内堀基光他（編）『民族の生

　成と論理』（岩波講座文化人類学第5巻）岩

　波書店，1997．

（7）　“Between　FroRtiers：　The　Formation　and

　Marginalization　of　a　Border　Malay　Commu－

　nity　in　Southwestern　Sarawak，　Malaysia

　1870s－1990s，”　Ph．　D．　DissertatioR，　The　City

　University　of　New　York，　1998．

（8）　“On　the　Value　and　Value　Eqttivalence　of

　Commodity，　Labor　and　Personhood：　The

　Use　and　Abuse　of　NatioR－States　in　the

　Border　Land　of　Western　Borneo，”　presented

　at　the　4th　lnternational　Symposium，　“Popu－

　latioR　Movement　iR　Southeast　Asia：　ChaRg－

　ing　ldentities　and　Strategies　for　Survival，”

　Joint　Research　Project　on　Population　Move－

　ment　in　the　Modern　World，　Japan　Center

　for　Area　Studies，　National　Museum　of

　Ethno｝ogy，　Osaka，　September　17　一　19，　1998．

（9）　“A　Benevoleni　Protector　or　a　Failed　Ex－

　ploiter？：　Local　Response　to　Agro－economic

　Policies　under　the　Second　White　Rajah，　Cha－

　rles　Brooke　（！868－1917）　of　Sarawak，”　in

　Shamsul　A．　B．　and　T．　Uesugi　（eds．），　／aPa－

　nese　A　nthroPologists，　Malaysian　Society：　Con－

　tribution　to　Malaysian　Ethnograpdy，　Senri

　Ethnological　Studies　48，　National　Museum

　of　Ethnology，　1998．

⑲　「空間の履歴　　サラワク南西部国境地帯に

　おける国家領域の生成」坪内良博（編）『地域

　形成の論理』京都大学学術出版会，1999．

（11）　“The　Social　History　of　Coconuts　in　Sem－

　ataR，　Southwestern　Sarawak，”　The　Saratvak

　Museum／burnα1，54（75），　1999．



（12）「文化と経済のボーダーランドーボルネオ

　南西部国境地帯の調査から」川田順造（編）

　『文化としての経済』山川出版社，2001．

㈲　「マレーシア，サラワク北部クムナ川流域社

　会における森林資源収奪と人口移動」基盤研究

　（A）（2）『異生態系接触に関わる人口移動と

　資源利用システムの変貌』（研究代表者，古川

　久雄）科学研究費補助金研究成果報告書，2001．

（1¢　The　GeResis　of　Nation　Space　in　the

　Borderlands：　A　Case　from　Southwestern

　Sarawak，　1871－1917，　Paper　presented　at

　Simposium　lnternasional　II　JurRal　Antropo－

　iogi　lndonesia　“Globalisasi　dan　Kebuday－

　aan　Lokal：　Suatu　Dialektika　MeRuju　lndone－

　sia　Baru，”　PadaRg，　lndonesia，　18－2！　July

　2001．

㈲　「北ボルネオ会社植民地における労働管理

　一戦間期における国際協調主義と帝国主義

　ネットワーク」基盤研究（B）（2）『帝国の文

　化人類学的研究』（研究代表者，永渕康之）科

　学研究費補助金研＝究成果報告書，2002．

㈲　「共溶体の定位一ボルネオ島西部国境社会

　における『村落』『国家』『民族』」基盤研究

　（A）（2）『東南アジア社会変容過程のダイナ

　ミズム　　民族間関係・移動・文化再編』（研

　究代表者，加藤剛）科学研究費補助金研究成果

　報告書，2002．

㈲　「国家の歴史と村びとの記憶一サラワク独

　立をめぐって」黒田悦子（編）「個人と民族の

　運動』山川出版社，2002．

（i8）　“RememberiRg　National　lndependence　at

　the　Margin　of　the　State：　A　Case　from

　Sarawak，　East　Malaysia，”　／aPanese　Review

　of　Cultural　A　nthroPology，　vol．　4，　2003．

（19＞「東南アジア島喚部のフロンティア空際一一

　ボルネオ島西部インドネシア／マレーシア国

　境地帯からの視点」「トランスナショナリティ

　研究　　場を越える流れ』大阪大学21世紀

　COEプログラム，2003．

⑳　「国家が所有を宣言するとき一東南アジア

　島喚部における領有』三浦徹・岸本美緒・関本

　照夫　（編）『比較史のアジア　　所有・契約・

　市場・公正』東京大学出版会，2004．

カロラインシイ　ハウ
Caroline　Sy　HAu

1、フィリピン大学（英文学），1990，

2．コーネル大学Ph．　D．（英文学），1998。

3．カルチュラル・スタディーズ

4．（1）東南アジアの華僑

　（2）フィリピンにおける文化的生産

　（3）東南アジアにおける植民地主義とナショナリ

　　ズムの比較

　　近著　Alecessαry　Fictions：　PhiliPPine　Literatecre

　and　the　Nation，　1946－1980　（Ateneo　de　Man“a

　University　Press，　Philippines，2000）および近

　編著Intsik　（Anvil　Publishing，　Phillppines，

　2000）では，フィリピンにおける歴史と文学の緊

　密な緊張関係を探究してきた。他いくつかの論文

　では，フィリピンや東南アジアにおける華僑の文

　化的生産，「東南アジア」および「アジア」の地

　域言説の理論化について，そして第三世界の民族

　解放闘争における知識人の役割について著した。

　現在2冊の本の著作に向けて準備している。1冊

　は上述の本の続編ともいうべきもので，1980年

　代初期から今にいたるフィリピン・ナショナリス

　ト文学の研究であり，今1冊は第二次世界大戦期

　以来のフィリピン華僑の日常生活の研究である。

5．1990年，フィリピン大学講師，1994年，コー

　ネル大学副手，1998年，フィリピン大学講師，

　1999年，京都大学東南アジア研究センター助教

　授。2004年4月，京都大学東南アジア研究所助

　教授。

6．（1）　“Dogeaters，　Postrnodernism，　and　the

　　Worlding　of　the　Phi｝ippines，”　in　Priscelina

　　Patajo　Legasto　and　Cristina　Patajo　Hidalgo

　　（eds．），　PhiliPPine　Post－Colonial　Literary　Stu－

　　dies：　Essays　on　Language　and　Literature，

　　Quezon　City：　University　of　the　Philippines

　　Press，　1993．

　（2）　“Hierarchy　aRd　Hybridity　in　Homi

　　Bhabha’s　tSigns　Taken　for　Wonders’，”　iR

　　Jaime　Biron　Po｝o　（ed．），　Critical　Forum，

　　Manila：　National　Commission　for　Culture

　　and　the　Arts，　1995．

　（3）　“Aiterities　of　Rupture　in　Octavia　E．

　　Butler’s　Kindred，”　fournal　of　English　and

　　Comparative　Literature，　4　（2），　1996．

　（4）　The　Best　of　Tu　lay：　A　n　A　nthroPology　of　Ch　i一

75



76

　nese　FiliPino　Wnting　in　English，　Tagalog

　αnd　Chinese，（共編）Manila：Kaisa　Para　sa

　Kaunlaran，　lnc．，　1997．

（5）　“Kidnapping，　CitizeRship，　and　the　Chi－

　nese，”　Public　Policy　1　（1），　1997．

（6）　All　the　Conspirators　by　Carlos　Bulosan，

　　（編）　Pasig：　Anvil　Pub｝ishing，　lnc．　1998．

（7）　“Literature，　Nationalisrn，　and　the　Prob－

　lem　of　Consciousness，”　Diliman　Review，　46

　　（3，　4），　1998．

（8）　“Afterword　to　lntsik：　An　Anthropology

　of　Chinese　Filipino　Writing，”　iR　Priscelina

　Patajo　Legasto　（ed．），　Filipiniana　Reader　A

　ComPanion　　A　nth701）olog二y　　of　　Filipiniaηα

　Online，　QuezoB　City：　URiversity　of　the　Phil－

　ippines　Press，　1998．

（9）　‘“Who　Will　Save　Us　from　the　Law？’：　The

　Criminal　State　aRd　the　lllegal　Alien　in

　Post－1986　Philippines，”　in　Vicente　L．　Rafael

　　（ed．），　Figecres　of　Criminality　in　lndonesia，　Vi－

　etnam，　and　the　Philippines，　lthaca：　CorRell

　Southeast　Asia　Program，　1999．

（10）　“Clash　of　Spirits，　Texts，　and　Histories，”

　Public　Policy，　3　（1），　1999．

（11）　“On　Representing　Others：　lntellectuals，

　Pedagogy，　and　the　Uses　of　Error，”　in　Paula

　Moya　and　Michael　Hames　Garcia　（eds．），

　Reclaiming、rden　ti　ty：．Reαlis彦Theo？ッand伽

　Predicament　of　Postmodernism，　Berkeley：

　University　of　Californla　Press，　2000．

（12）　lntsth：　A　n　A　nthroPology　of　Chinese　FiliPi－

　no　Wn’ting，（編）Pasig：Anvil　Publishing，

　2000．

（13）ハセ。¢ss卿Fictions」P観吻伽θLiter伽γθ

　and　the　Nation，　1946－1980，　QuezoR　City：

　Ateneo　de　Manila　University　Press，　2000．

㈹　「フィリピン文学　　想像と創造のパレット」

　大野拓司・寺田扁虫（編）『現代フィリピンを

　知るための60章』明石書店，2001．

（15）　“lndividual，　Ethnic　and　National　ldentity

　in　the　Age　of　Globalization：　The　Case　of

　the　Ethnic　Chinese　in　Southeast　Asia，”（共

　著）iR　Armando　Malay，　Jr．（ed．）Going

　Global：　A　sian　Societies　on　the　CersP　of

　Change，　Quezon　City：　The　Asian　Center，　Uni一

　　　versity　of　the　Philippines，　2001．

　（16）　“The　Cultural　and　Linguistic　TurRs　in

　　　the　Writing　of　Philippine　History，”　fournal

　　　of　Commonwealth　and　Post－colonial　Litera－

　　　ture，　7（2），　（Fall　2000；　actual　publication

　　　year　Summer　2002）

　（IT　“Philippine　Literary　Nationalism　and　the

　　　EngeRdering　of　the　Revolutionary　Body，”

　　　in　Ma．　Odine　de　Guzman　（ed．），　Body　Poli－

　　　tics：　Essays　on　the　Cultural　Representation　of

　　　Women　’s　Bodies，　Quezon　City：　University　of

　　　the　Philippines　Center．　for　Women’s　Stu－

　　　dies，　2002．

　（18）　“The　Question　of　Foreigners：　Bai　Ren’s

　　　Nanyang　Piaoliuji　and　the　Re／making　of

　　　Chinese　and　Philippine　Nationness，”　in

　　　James　T．　Siegel　and　Audrey　R．　Kahin

　　　（eds．），　Southeast　Asia　over　Three　Genera－

　　　tions：　Essays　Presented　to　Benedict　R．　O’　G

　　　Anderson，　lthaca：　Southeast　Asia　Program，

　　　Cornell　University，　2003．

　（19）　“Language　Policy　and　EthBic　Relations

　　　in　the　Philippines，”（共著）in　Michael　E．

　　　Brown　and　Surnit　Ganguly　（eds．），　Fight－

　　　ing　Words：　Language　Policy　and　Ethnic　Rela－

　　　tions　in　Asia，　Cambridge：　Massachusetts　ln－

　　　stitute　of　Technology　Press，　2003．

　ee）　“Nation　and　MigratioR：　Going　Under－

　　　grouRd　in　Japan”　Philippine　Studies，　51　（2），

　　　2004．

速水　洋子

1．国際キリスト教大学教養学部，1981．

2．ブラウン大学Ph．・D．（人類学），1992．

3．文化人類学，東南アジア地域研究

4．（1）東南アジア大陸部における山地・低地の民族

　　　間関係

　（2＞東南アジア周縁社会における宗教と社会の動

　　　態

　（3）東南アジアにおけるジェンダーと家族

　　　15年前に始めた北タイ山地のカレンと呼ばれ

　　る人々の村での調査が今にいたる研究の出発点で

　ある。そこから空間的にはより広く北タイ山地か

　　らミャンマーでの調査を行い，時間的には時々

　刻々と変わる現況から植民地初期ビルマまで遡っ



　て資料や文献を渉猟している。これまでの研究を

　包含する主題は，大陸部山地における山地と平地

　の民族間関係であるが，扱ってきた主なテーマと

　しては，宗教実践の動態に関わるもの，山地にお

　ける森林や土地の権利の主張をめぐるもの，そし

　てジェンダーの視点から宗教変化や移動体験，民

　野間関係を捉えるものに大きく分かれる。そのい

　ずれにおいても，近代国家の枠組の生成の下にあ

　りながら，必ずしもそればかりに規定されるもの

　ではない周縁の人々の生活の変化を，民族間関係

　の変遷を見ながら追ってきた。

　　現在は「家族」に関心をもっており，自分自身

　の生活体験に根ざした自他理解を目指しながら，

　フィールド調査を続けたい。

5．1993年，東北大学，宮城学院女子大学にて非常

　勤講師，1996年，東南アジア研究センターに助

　手として採用される。1998年，京都大学大学院

　アジア・アフリカ地域研究研究科助手に配置換。

　2000年より，東南アジア研究センター助教授。

　2004年4月，東南アジア研究所助教授。1987年

　よりタイにて調査活動を行う。1987～89年，

　1996年以後毎年北タイを中心とする調査。2000

　年よりミャンマーでの研究開始。

6．（1）　“Rituai　and　Religious　Transformation

　　among　Sgaw　Karen　of　Northern　Thailand：

　　Implications　oR　Gender　and　Ethnic　ldenti－

　　ty，”　Ph．　D．　dissertatioR，　Brown　University，

　　1992．

②　「カレン族における周縁の力と宗教・社会変

　　動一十九世紀ビルマから今日のタイまで」

　　「民族学研究』57（3），1992．

㈲　「カレン族の赤いスカート」『季刊民族学』17

　　（2），　1993．

　（4）　“To　Be　Karen　and　to　Be　Cool：　Communi－

　　ty，　Morality　and　ldentity　among　Sgaw

　　Karen　iR　Northern　Thailand，”　Cahier　des　Sci－

　ences　ffumaines，　29　（4），　Paris：　Editions　de

　l’Orstom，　1993．

⑤　「北タイ山地における仏教布教プロジェクト

　　　あるカレン族村落群の事例」『東南アジア

　研究』32（2），1994．

⑥　「カレン族における秩序と豊饒，男と女」清

　水昭俊　（編）『洗練と粗野一社会関係を律す

　　る価値』東京大学出版会，1995．

（7）　“Karen　Tradition　According　to　Christ　or

　Buddha：　The　lmplications　of　Multiple　Re－

　interpretations　for　a　Minority　EthRic

　Group　in　Thailand，”　Journal　of　Southeast

　Asian　Studies，　27　（2），　1996．

（8）　“Between　Tradition　and　the　State：

　Women　and　Ethnic　Boundary　among　a　Mi－

　nority　Ethnic　Group　in　NortherR　Thailand，”

　in　Proceedings　of　the　／nternational　Confer－

　ence　on　Women魏漉θノ1　Sゼα一Pacificノ～egion：

　Persons，　Powers　and　Politics，　Singapore：　Na－

　tional　University　of　Singapore，　！997．

（9）　“lnternal　and　External　Discourse　of　Com－

　munality，　Tradition　and　Environment：　Mi－

　nority　Claims　on　Forest　in　the　Northern

　Hills　of　Thailand，”『東南アジア研究』35（3），

　199Z

（10）　“Motherhood　Redefined：　Women’s　Cho－

　ices　on　Family　Rituals　and　Reproductjon　in

　the　Peripheries　of　Thailand，”　Sojourn，　13　（2），

　1998．

㈲　「川蝉』とジェンダーの民族誌一北タイ・

　カレンにおける女性の選択」『東南アジア研究』

　35　（4），　1999．

⑫　「『森に生きるカレン』と伝統の創造」山田勇

　（編）『森と人のアジアー伝統と開発のはざま

　に生きる』昭和堂出版，1999．

（13）「周縁社会に生きる女性たち　　北タイ・カ

　レン」窪田幸子・八木祐子（編）『社会変容と

　女性　　ジェンダーの文化人類学』ナカニシヤ

　出版，1999．

ω　「タイ国家の領土におけるカレンの土地権

　一共同性と伝統の構築」杉島敬志（編）「土

　地所有の政治史一一人類学的視点』皆皆社，

　！999．

（15）　“Buddhist　Missionary　Project　in　the　Hills

　of　Northern　Thailand：　A　Case　Study　from　a

　Cluster　of　Karen　Villages，”　Tai　Corltecre：　！nter－

　national　Review　on　Tai　Cultural　Studies，　4

　（1），　1999．

（16）　“The　Decline　of　Founder’s　Cults　and

　Changing　Configurations　of　Power：　Village，

　Forest　and　State　among　Karen，”　in　Nicola

　Tannenbaum　and　C．　A．　Kammerer　（eds．），

　Founder’s　Cults，　New　Haven，　CT：　Center　for

　Southeast　AsiaR　Studies，　Yaie　University，

77



　2003．

〈1”　“Morality，　Sexuality　and　Mobility：Chang－

　ing　Moral　Discourse　and　Self，”　iR　Claudio

　O．　DelaRg　（ed．），　Living　at　the　Edge　of　Thai

　Society：　The　Karen　in　the　Highlands　of　North－

　ern　Thailand，　Routledge　Curzon，　2003．

（18）　Gender　and　Modernity：　PersPectives　from

　Asia　and　Pacific，（共編）Kyoto　Area　Stu－

　dies　on　Asia，　Vol．　4，　Kyoto　URiversity　Press

　and　Trans　Pacific　Press，　2003．

（19）BθtwθθηHi〃Sα忽P♂α勿S＝POWθ7　and　Praひ

　tice　in　Socio－Religious　Dynamics　among

　Karen，　Kyoto　Area　Studies　on　Asia，　Vol．　7，

　Kyoto　University　Press　and　Trans　Pacific

　Press，　2004．

⑳　「越境の時とその語り一斗タイカレン女性」

　田中雅一・松田信仰（編）『ミクロ人類学の世

　界』世界思想社，2004．

小泉　順子

1．東京大学教養学部，1983．

2．東京大学博士（農学），！991．

3．歴史学，タイ史

4．（1）18世紀末から20世紀初頭のシャム　（タイ）

　史

　（2＞歴史叙述

　（3＞ジェンダー史

　　主に未公刊タイ語公文書史料を利用しながら，

　18世紀末から20世紀初頭におけるシャム（タ

　イ）の政治，経済，社会を，主に徴税や径役を軸

　に，地域間・地域内交易，権力の重層性，ジェン

　ダー，植民地主義，ナショナリズムなどのファク

　ターを織り込みっつ実証的に検討。所謂前近代か

　ら近代に至る時代のシャムについて，新たなる歴

　史像や課題の提起を試みてきた。主たる研究領域

　は相互に関連する次の3つに大別される。まず交

　易／市場／国家の相互関係に関わる実証研究の領

　域。第2にヒストリオグラフィやジェンダーなど

　方法論に関わる領域。そして今日グローバル化の

　中で顕在化するポピュラーカルチャーにおける歴

　史の表象／生産／消費の問題である。今後は，近

　代を歴史化する方法として，歴史を経過，経緯，

　変化として線的に考えるのではなく，多様な要素
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　（プロテスタント系キリスト教とカトリック系キ

　リスト教）の違いにより，地域住民の間に発展し

　た社会運動のイデオロギーや活動組織の性質が大

　きく異なってきていることを考察した。現在は，

　インドネシアでのフィールド・リサーチのデータ

　と，ラテン・アメリカなど他地域におけるケース

　（特に　「先住民」と呼ばれる人々の社会運動とカ

　トリックおよびプロテスタント教会との関わり）

　との比較を試みている。

　　また，特に最近では，1998年目スハルト大統

　領退陣後の民主化の一環として進められているイ

　ンドネシアの地方分権化の過程が，土地と自然資

　源をめぐる，民族・宗教間および住民と森林開発

　会社との間の地域紛争の勃発にどのような影響を

　与えているかを考察している。

5．1992年に津田塾大学に提出した修士論文では，

　17世紀イギリスにおける農民運動の思想的背景

　を扱った。この間，熱帯林問題を扱う環境保護団

　体を通じてインドネシアを訪問し，またインドネ

　シア研究者と交流する機会が与えられた。このと

　き，漠然とではあるが，思想史的な問題が現実の

　こととして起こっているインドネシアに強い興味

　を感じた。これが，その後，1994年から米国

　ジョージタウン大学での勉強をはじあたあと，博

　士論文のために1997年9月から1999年12月ま

　で，インドネシアの東カリマンタンを中心とする

　農村でのフィールド・リサーチを行うきっかけと

　なった。その後，2002年8月にジョージタウン

　大学を卒業し，2003年4月から現在にいたるま

　で札幌の北星学園大学経済学部でアジア経済など

　の科目を教えている。

6．（1）「ジェラード・ウィンスタンリの思想一反動

　　的との評価への反論を中心に（上）」『国際関係

　　学研究』（津田塾大学）No．19別冊，1993．

　②　「インドネシアの森林と日本の木材輸入」

　　『“開発”をひらく一草の根から見たインドネ

　　シアの開発と日本』（INGI神奈川シンポジウム

　　報告書），日本インドネシアNGOネットワー

　　ク，1993．

　（3＞「ジェラード・ウィンスタンリの思想一反動

　　的との評価への反論を中心に（下）」『国際関係

　　学研究』（津田i塾大学），No．20別冊，1994。

　（4）　“The　Roie　of　Customary　lnstitutions　in

　　Adjusting　Local　Household　Structure　into

　　the　Modern　State　System，”　paper　presented

　　at　Midwest　Po｝itical　Science　Association，

　　Annual　Meeting，　Chicago，　lllinois，　April　27－

　　30，　2000．

　（5）　“Cultural　Symbols　aRd　Collective　Action

　　of　Peasants：　A　Case　Study　from　East　Kali－

　　mantan，　lndonesia，”　paper　presented　at

　　New　York　Conference　of　Association　for

　　Asian　S加dies，　ARnual　Meetlng，　AlbaRy，

　　New　York，　October　20　一　21，　2000．

　（6＞“Reinventing　Adαt：Framing　of　Cultura正

　　Symbols　by　Peasants　and　State　in　Competi－

　　tion　over　Land　Ownership：　A　Case　Study

　from　East　Kalimantan，　lndonesia，”　paper

　presented　at　Association　for　AsiaR　Studies，

　Annual　Meeting，　Chicago，　lllinois，　March

　20　一　21，　2001．

（7）　“Framing　lndigenous　ldentities：　State，

　Church　aRd　Peasant　Resistarice　in　Kaliman－

　tan，　lndonesia，”　paper　presented　at　Ameri－

　can　Anthropologica｝　Association，　Annual

　Meeting，　Washington，　DC．　November　28－

　December　2，　2001．

（8）　“Appropriation　of　Cultural　Symbols　and

　Peasant　Resistance　Movements　to　Timber

　Industry　iR　East　aBd　West　KalimantaR，　lndo一
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　Resia，”　paper　presented　at　the　Association

　for　Asian　Studies，　AnRua｝　Meeting，　Wash－

　iRgton，　DC．　April　4　一Z　2002．

（9）　“Appropriation　of　Cultural　Symbols　and

　Peasant　Resistance：　A　Case　Study　from

　East　Kalimantan，　lndonesia，”　Ph．　D．　Disser－

　tation，　GeorgetowR　University，　2002．

（10）　“Constraints　oR　Counter－Hegemonic　Ef－

　forts　of　Subaltern　Elites：　A　Case　Study

　from　Peasant　ResistaRce　to　Timber　IRdus－

　try　in　East　Kalimantan，　lndonesia，”　paper

　presented　at　the　2002　Annual　Meeting　of

　American　Political　Science　Association，

　Boston，　Massachusetts，　August　29　一Septem－

　ber　1，　2002．

（11）　“IBventing　TraditioR：　Reinvention　of

　Adat　by　the　State　and　Chal｝enging　Actors

　iR　Colonial　and　Modern　lndonesia，”　paper

　presented　at　the　Asian　Studies　Conference

　Japan，　Sophia　University，　Tokyo，　June　21－

　22，　2003．

岡　通太郎　（2004年4月！H～2005年3月31日）

1．明治大学商学部，1994．

2．明治大学農学修士，200L

3．農業経済学，インド地域研究

4．現代インド農村における経済変容

　　現代インド農村における経済活動が，農業技術

　の進歩あるいは非農業部門を含んだ経済発展に

　よって，いかなる変容を遂げているかを研究して

　いる。インド農村にはカーストを軸とする社会関

　係が存在しており，その変容は複雑である。例え

　ば非農業部門の雇用機会拡大が農業労働者の賃金

　を上昇させるように作用したかといった考察には，

　パトロン・クライアントのような社会関係やそれ

　を基盤とした金融・保険二度を分析することが求

　められる。当面は事例村の一次データをもとに農

　村経済の実態解明を試み，今後の広域研究の礎石

　を作りたいと考えている。

5．1994～98年の商社勤務を経て，2001年3月明

　治大学農学修士，2004年3月ASAFAS博士課

　程単位取得退学の後，同年4月目りEl本学術振興

　会特Slj研究員となり，東南アジア研究所で研究に

　従事する。

6．（1）「インドのOF計画における県連合会の位置
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　一プネー県牛乳生産者協同組合連合会を事例

　として」『日本農業経済学会論文集』2000．

②　「解題・翻訳：インド酪農の発展：回顧と展

　望」『のびゆく農業』農政調査委員会，2002．

　（原題：Katar　Singh　aRd　Virendra　P．　Singh，

　Dα勿DeveloPment　in　India’RetrosPect　and

　I’rosPect，　Research　Paper　15，　lnstitute　of

　Rural　Management　Anand，　1998．

（3）「インドにおける改良牛普及格差の要因分析

　一グジャラート州中部村落内の社会経済関係

　からの考察」『アジア経済』45（2），2004．

遠藤 環　　（2004年4月1日～2007年3月31ED

1．京都大学法学部，1999．

2．京都大学経済学修士，200！．

3．地域経済学

4．バンコクにおけるインフォーマル経済・都市経

　済論

　　グローバル化時代に入り，タイにおいても都市

　の産業構造や労働市場は，大きく変化しつつあり，

　住民の労働や生活にも大きな影響を与えている。

　本研究の目的は，グローバル化時代におけるバン

　コクの構造変化と，それが特に都市の底辺層の

　「労働」と「生活」に与える影響を明らかにする

　ことである。近年，「インフ7L　一一マルセクター」

　のみでなく，従来フォーマルセクターとされてき

　た部門でも，雇用の不安定化などが進行している。

　本研究では，「実態」調査（都市コミュニティに

　おける調査，その他）を中心に，都市の底辺層か

　ら，「モノ」「カネ」ヂヒト」の都市の中（一部，

　外）での循環を把握し，多極化するバンコクの重

　層的な構図を描くことにつなげたいと考えている。

5．　日本学術振興会特別研究員’（2001年4月～

　2004年3月），チュラロンコーン大学社会問題研

　究所客員研究員（「指導委託Jによる。2003年6

　月～）を経て，2004年4月より学術振興会特別

　研究員（PD）。

6．ω　「タイにおける都市貧困政策とインフォーマ

　　ルセクター論一二元論を越えて」『アジア研

　　究』49（2），2003．

　（2）　“Promotional　Policies　for　the　UrbaR　lnfor－

　　mal　Sector　in　Thailand：　Analyzing　from　the

　　Perspective　of　Policies　for　the　Urban　Poor，”

　　Kyoto　University，　Economic　Society　Ph．　D．

　　Candidates’　Monograph　Series　No．　200212006，



　2002．

（3）第5章；第11章（訳）『必要の理論』山森

　転出監訳，到草書房，2004．（原題：Len　Doyal

　and　Ian　Gough　（著），　A　Theory　of　Humαn

　Need，　The　Guilford　Press，　1991．）

2．地域研究情報ネットワーク部

門山 守

L　立命館大学理工学部，1970．

2．京都大学工学博士，1991．

3．地域情報学，人文情報学

4．（1）情報技術の歴史・文化・地域研究への応用

　②　多言語を含むデータベース開発，デジタル

　　アーカイブ

　③　画像処理，古文書文字認識システムの高精度

　　化

　　（1）は，コンピュータや情報技術を歴史，文化，

　地域研究へどのように応用するかという研究で，

　沖縄歴史情報研究，大坂町触のSGML（Stand－

　ard　Generalized　Markup　Language）／XML

　（eXtensible　Markup　Language）化，正倉院文

　書の復原過程記述などにおいて，情報資源の蓄積，

　提供方式に関する研究とシステム開発，テキスト

　記述・語彙分析，XMLによるドキュメント構造

　解析を行う。最近は，地理情報システム（Geo－

　graphical　Information　Systems）技術を歴史・

　文化・地域研究へ応用する研究を進め，主に近世

　日本と東南アジア諸国間交易をGISで探求し，

　3次元表現，可視化する試みに興味をもつ。②は，

　タイ語三昧法典のデータベース化，分散データ

　ベースの統合検索を実現する情報検索標準Z39．

　50の歴史・文化・地域研究関連データベースへ

　の適用，近世古文書等のデジタルアーカイブ，電

　子図書館に関する研究である。（3＞は，つづけ字，

　くずし字を含む古文書文字認識画像処理に関す

　る研究で，古文書翻刻支援システム，電子辞書の

　構築を進める。

5．1970～82年，京都大学大型計算機センター勤

　務を経て，1982年東南アジア研究センター助手

　に配置換。1988年，大阪国際大学助教授に就任。

　1993年，同大学教授。1996年，大阪市立大学教

　授に転任し，学術情報総合センター勤務。2003

　年，京都大学東南アジア研究センター教授に就任。

　2004年4月，京都大学東南アジア研究所教授。

　　この間，1982年から歴史・文化・社会科学へ

　のコンピュータ応用に関する研究を進め，計量経

　済モデルシステムに関する研究　タイ語三縄法典

　コンピュータ総辞索引及びデータベース化に関す

　る研究を行う。1995年から5年間，沖縄の歴史

　情報研究に従事し，その後，近世大坂を中心にし

　た古文書群のデジタルアーカイブとWebによる

　提供の研究を進めた。2001年から，UC　Berke－

　ley　ECAI　（Electronic　Culturai　Atlas　lnitia－

　tive）プロジェクト，台湾中央研究院PNC（Pa－

　cific　Neighborhood　Consortium），　JVGC

　（Japan　Vietnam　Geoinforrnatics　Consortium）

　に参加し，GISの地域研究，歴史・文化研究への

　応用に関する活動を進めている。

6．（1）『情報処理入門講座PL／1基礎編』（共編著）

　　コロナ社，1983．

　（2）　“An　Econometric　Link　System　for　the

　　East　and　Southeast　Asian　Countries，　Japan

　　and　the　United　States，”「東南アジア研究』22

　　（3），　1984．

　（3）「情報処理入門講座PL／1応用編』（共編著）

　　コロナ社，1985．

　（4）　“A　Comparative　Study　of　the　Characteris－

　　tics　of　lnput　Methods　for　Thai，”　in　Proceed－

　　ings　of　the　Regional　SymPosium　on　Computer

　Science　and　its　APPIication，　KMITL，　Thai－

　land，　1986．

　（5）　“lmplementatioR　of　an　lnSelligeRt　Thai

　Computer　Terminal，”　lournal　of　lnformation

　Processing（情報処理学会欧文誌），8（4），1986．

（6）　The　ComPuter　Concordance　to　the　Lazv　of

　the　Three　Seαls，（共編著：）Amarin　Publica－

　tions，　Thailand，　5　vols．　1990．

（7）　“Thai　Morphological　Analyses　Based　on

　the　Syllable　Formation　Rules，”　Journal　of　ln一

　ノbf77zation　Processing（情報処理学会欧文誌），

　15　（4），　1993．

（8）『X11による画像処理基礎プログラミング』

　技術評論社，1994．

（9＞「ビデオ画像による古文書の効率的画像入力

　法と自動接続処理」『情報処理学会論文誌』40

　（3），　1998．

㈹　「古文書画像の2値化レベル制御による対話

　型文字分割とその評価」（共著）『電気学会論文
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　誌C』　118－C（4），　1998．

（ll）　“lmplementatloR　of　Multimedia　Worksta－

　tion　Using　Open　Source　Software，”ノ磁γηαZ

　of　Geoinformatics，　12　（2），　2eeO．

（12＞「正倉院文書復原過程のXML／XSLTによる

　記述」（共著）『情報知識学会誌』11（4），2002．

（13）「近世資料データベースとZ39．50標準によ

　る統合検索」『大阪市立大学学術情報総合セン

　ター零落要』3，2002．

（14　「類似文字検索機能をそなえた電子くずし字

　辞典の開発」（共著）『情報処理学会研究報告』

　2002－CH－54，　2002（23），　2002．

㈱　「古文書を対象にした文字認識の研究」『情報

　処理』43（9），2002．

㈹　「文字切出しを前提としない古文書標題認識」

　（共著）　『情報処理学会研究報告』　2003－CH－

　57，　2003　（5），　2003．

（IV　“Digital　Archives　Using　XML　Description

　and　App玉ication　to　Historica正Resources，”in

　Proceedings　of　the　Sixth　REKIHAKU　／ntema－

　tional　Symposium，　2003．

⑱　「n－gramとOCRによる定型表現がある古文

　書の文字の推定」（共著）『情報処理学会研究報

　告』2003　一CH一　58，2003（12），2003．

㈲　「メタデータによるデータベースの機関間連

　携の実現～人文科学データ共有のための標準

　化」『人文科学とコンピュータシンポジウム論

　文集』2003（21），2003．

⑳　「正倉院文書の情報化と復原i（共著）『正倉

　院文書研究』9，吉川弘文館，2003．

五十嵐忠孝

L　東京大学医学部，1970．

2。東京大学保健学修士，1972．

3．人類生態学

4．（1）小人口学

　②　栄養と生業機構

5．1975年，東京大学医学部保健学科助手に採用さ

　れる。1982年，群馬大学医学部助教授に昇任，

　1984年，肉南アジア研究センターに配置換。

　2004年4月，東南アジア研究所助教授。

　　1970～73年忌　トカラ列島でヒトの個体群生態

　学的調査，1974～75年，韓国の一農村で人口移

　動の調査，1979年以降，インドネシア西ジャワ

　州のスンダ人村落で小人口学，栄養と生業機構に
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　関する調査などに従事，近年比較の観点からバリ

　島農村社会に調査の比重を移しっっある。

6．（1）　“Change　in　Daily　Activity　Patterns

　　during　the　RamadaR　in　an　lslamic　Society，”

　　in　Proceedings　of　the　Second　lntemational

　　Symposium　on　Asian　Studies，　1980，　Vol．　n，

　　Asian　Research　Service，　Hong　Kong，　！981．

　（2＞「個人年齢の推定方法に関する若干の覚え書

　　き一西部ジャワ・スンダ人村落での調査か

　　ら」『東南アジア研究』20（2），1982．

　（3）　“Seeking　the　Dates　of　Bir£h　of　Children：

　　An　Age－Estimation　Method　that　Combines

　　Dental　Age　with　lndigenously　Expressed

　　“Time　of　Birth”　for　Use　in　Priangan，　West

　　Java，”　in　Proceedings　of　the　Fourth　lnter－

　　national　Symposium　on　A　sian　Studies，　1982，

　　Vol．　di，　Asian　Research　Service，　Hong

　　Kong　1983．

　（4）「漁携と農耕の比較生態一西部ジャワ・プ

　　リアガン地方での調査から」大塚柳太郎（編）

　　『生態人類学』至文堂，1983．

　（5）　“Locality－Finding　in　Relation　to　Fishing

　　Activity　at　Sea，”　in　Bela　Gunda　（ed．），　The

　　Fishing　Culture　of　the　VVorld：　Studies　in　Eth－

　　nology，　Cultural　Ecology　and　Follelore，　Akad6－

　　miai　Kiad6，　Budapest，　1984．

⑥　『インドネシア人類生態学調査集成』（共編）

　　日産科学振興財団，1984．

（7）晒ジャワ・ブリアガン高地における水稲耕

　　作　　若干の面面生態学的観察」『農耕の技術』

　　7，　1984．

　⑧　「西ジャワ・ブリアガン高地の食糧資源と人

　　口」小石秀夫・鈴木継美（共編）『栄養生態学』

　　恒和出版，1984．

⑨　「インドネシアの人口，出生，死亡」『医学の

　　あゆみ』132，1985．

　（le）　Human　Ecological　Survey　in　Rural　urest

　　lava　in　1978　to　1982：　A　Project　RePort，　（IH．；

　　編≡著：）　Nissan　Science　Foundation，　Tokyo，

　　1985．

　（11）　“Some　Biosocial　Variables　That　May　Ac－

　　count　for　Fertility　Patterns　in　the　Sunda－

　　nese　Society，”　iR　Health　Ecological　Survey　in

　　indonesia　in　i983／84，　Part　1，　DepartmeRt　of

　　Public　Health，　Gunma　University，　1985．



（12）　“Biosocial　Variab｝es　AffectiRg　Sundanese

　FertUity，　West　Java，”　Man　and　Cecltorre　in

　Oceania，　3，　1987．

⑬　「農作業・季節・星　　西ジャワ・プリアン

　ガン高地における畑地耕作をめぐる季節姓と農

　作業のタイミング」『東南アジア研究』25（1），

　198Z

（14　「西ジャワ・プリアンガン地方のスンダ人農

　民社会における早婚・多産の文化・社会的背

　景」『菓南アジア研究』25（4），1988．

（15）「ヒト・社会・出生間隔一東南アジアにお

　ける具体像」矢野暢（編）『東南アジア学の手

　法』（講座・東南アジア学第1巻）弘文堂，

　1990．

（1⑤　「早婚・高出生力・文化一プリアンガン・

　スンダ人社会の事例j前田成文（編）『東南ア

　ジアの文化』（講座・東南アジア学第5巻）弘

　文堂，1991。

”
宋

朝翁

1．中国鉱業大学湿田地質学部，1992．

2．中国科学院地理研究所，自然地理学博士，1998．

3．リモートセンシング・地理情報システム

4．（1）地名一位置データベース構築によるWeb地

　　名検索システムの開発

　②　空問情報科学のフリーオープンソースソフト

　　ウェアに関する開発利用

　　私の研究分野はリモートセンシングおよび地理

　情報システム科学であり，主に自然資源管理およ

　び環境を観測する空間技術に関する地理情報シス

　テムの開発応用に従事している。2000年から，

　空間情報科学におけるフリーオープンソースソフ

　トウェアに関する開発に従事している。また，ブ

　リーオープンソースソフトウェァ（UMN　Mapse－

　rver，　PostGIS／PostgreSQL，　GRASS／post

　GRASS，　Isite等）を利用して，空間情報データ

　ベース，WEB－GISシステムを開発した。

5．1998年9月～2000年3月，中国科技促進経済

　投資公司項目部研究員。2000年4月～02年3月，

　日本学術振興会外国人特別研究員として，京都大

　学東南アジア研究センターで研究に従事。2002

　年4月～03年3月，京都大学東南アジア研究セ

　ンター助手。2003年4月～04年4月，京都大学

大学院アジア・アフリカ地域研究研究科・東南ア

　ジア研究センター（東南アジア研究所）21世紀

　COE研究員。2004年5月，京都大学東南アジア

　研究所助手。これまでに参加し，また現在参加中

　の研究プロジェクトは以下のとおり。

　・科学技術部門における投資の評価（1998～

　　2000年）

　・東南アジア研究に関するメタデータベースの構

　　築（2000～03年）

　・ラオス北部ナムバング流域のウドム村の土地利

　　用変化（2002～03年）

　・東南アジアインタラクティブアトラス西暦500

　　～1500年の構築（2001～04年）

　・地名一位置データベース構築によるWeb地名

　　検索システムの開発一束爾アジア・カンボジ

　　アを対象として（2004～05年）

6．（1）　“Towards　ChaiRing　Geo－Computational

　　Web　Applications　across　IVi［ultiple　Sites，”

　　（共著）in　Proceedings　Of　The　20th　lnternation－

　　al　Cartogrmphic　Conference　（Volurne　4），

　　Beijing，　China，　August　6－10，　200！．

　（2）　“lntegrating　Geographic　lnformation　for

　　Area　Study　under　a　Cyberspace：　Experi－

　　ences　and　Perspectives　of　Southeast　Asian

　　Studies，”（共著）in　Proceedings　Of　1＞tZra　Sym－

　posium　for　Digital　Sille　Roads，　IVara，　faPan，

　　Dec．　！0－12，　2003．

　（3）　“lntegrating　Geographic　Collection　Datab－

　　ase　Repositories　with　a　Z　9．50－Compliant

　　Gateway，”（共著）Asian　fournal　of　Geoinfo－

　rmatics，　4　（2），　2003．

〈4）　“Process　of　Land　Use　Changes　in　North－

　ern　Laos：　A　Village－leve｝　Study　in　the　Nam

　BeRg　River　Basin，”　（共著）　『熱帯農業』　47

　　（SiJag　2），　2003．

北村　由美

1．関西大学文学部，1996．

2．ハワイ大学図書館情報学修士（MLIS），1999．

3．図書館情報学

4．（1）東南アジア諸国における，識字教育およびイ

　　ンフォメーション・リテラシー教育と図書館の

　　役割

　　図書館には資料保存機関としての役割と，社会

　教育施設としての役割がある。社会教育施設とし

　ての主な役割では，従来から行われてきた識字教

育と，その延長線上にあるインフォメーション・
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　リテラシー教育への図書館の関与が挙げられる。

　東南アジア諸国における，図書館システムの構造

　と位置付け，そして各種図書館が識字とインフォ

　メーション・リテラシー教育の意味をいかに定義

　づけ，どのように実践しているかに興味を持って

　いる。

　（2）引用文献に見られる東南アジア研究の研究動

　　向分析

　　『東南アジア研究』創刊号からの収録論文にお

　ける参考文献の内容を検討することにより，日本

　の東南アジア研究の研究動向を図書館学的に分析

　しょうと試みている。

5．　Center　of　Excellence　in　Disaster　Manage－

　ment　and　Humanitarian　Assistance　（1999　t一一・

　2000）インフォメーション。アナリストを経て，

　2001年東南アジア研究センター助手。2004年4

　月，東南アジア研：究所助手。

6．（1）　「インフォメーション・アナリストの役割

　　一Center　of　Excellence　in　Disaster　Man－

　　agement　and　Humanitarian　Asslstanceの情

　　報部門で」「図書館の学校』26，2002．

　（2）　Japanese　Librarians　Learning　from　Amer－

　　icaR　School　Lib「a「ianshiP’”　（共≡著：）Multime’

　　dia　School　9　（3），　20e2．

　（3）「コミュニティに向かう大学図書館人　　　東

　　北タイマハサラカム大学図書館の実例」『図書

　　館の学校』32，2002．

　（4）「図書館の扉の向こう一タイの大学図書館

　　から学ぶこと」『東南アジア研究』40（2），

　　2002．

　⑤　「検索システムの評価」及び「インターネッ

　　トの検索技術」（共著）根本彰（監修）『イン

　　ターネット時代の学校図書館一司書・司書教

　　諭のための「情報」入門』．東京電機大学出版

　　局，2003．

⑥　「京都大学東南アジア研究センターにおける

　　コレクション形成と資料収集活動」il史資料ハ

　　ブ』No．1，2003．

（7）「インフォメーション・パワーのための地域

　　の参加」（訳）『インフォメーション●パワーが

　教育を変える！学校図書館の再生から始まる

　学校改革』足立正治・中村百合子監訳：湯壷社，

　　2003．（原題：“Community　Engagement　for

　Information　Power，”　in　The　information－

　Pozvered　School，　by　Public　Education　Net一
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work，　AmericaR　Association　of　School　Li－

brarians，　Chicago：　American　Library　Associ－

atioB，　2002．）

木谷　公哉

1．京都産業大学工学部，1998．

2．京都産業大学工学研究科修士，2000．

3．形状処理工学

4．（1）情報資源共有化のための情報基盤システム設

　　計と構築

　②　既存のWebシステムへのアクセシビリティ

　　適応手法の研究

　（3）データベース等情報発信システムの統括管理

　　システムの設計と構築

　　情報資源の共有化はもはや避けては通ることの

　できないものとなり，様々な分野でその試みがな

　されている。いくつかの技術が標準的に使われて

　いるが，いまだまとまった手法が存在しない。し

　かしながら数ヵ月比には技術的に不可能だったも

　のが可能になる現在においては，（1）のシステムの

　構築をする上でその動向を常に見定めておく必要

　がある。また情報発信をしていく上でバリアフ

　リーを考慮に入れた設計をする機運が高まりっっ

　あるが，既存のシステムへの適応はすでに構築し

　た設計手法が多種多様であり非常に難しい問題で

　ある。そこで（2）の研究では，所内の既存Webシ

　ステムを元に，まずは聴覚を主体においた場合の

　適応における手順や手法の発見を図ろうとしてい

　る。（3）は，（1）（2）を東南アジア地域でも導入可能

　にするため，オープンソースを主体としたシステ

　ム構成をし，また統括的にシステムを管理できる

　ようにする手法の研究を行っている。

　　さらに，円滑でかつ安定した情報伝達手段を確

　保するために，情報と伝達を妨げるコンピュータ

　ウィルスやSPAM等の回避手法等，情報セキュ

　リティ保護に関して興味を持っており，いくつか

　の手法を試している。

5．1999年東南アジア研究センターに非常勤職員と

　して採用され，2000年闘センター助手として着

　任。2004年4月，東南アジア研究所助手。

　　1995～2000年京都産業大学でコンピュータ補

　助員として大学内のコンピュータに関するサポー

　ト業務に携わる。1997年同大学で緊急災害情報

　システムの構築を担当する。1999年同大学の大

　学院在学中に京都大学東南アジア研究センターに



　非常勤職員として採用され，情報処理機能の整

　備・改善，セキュリティ対策を実施するとともに

　センタースタッフへのコンピュータサポートを

　行った。2000年3月大学院卒業後，4月よりセ

　ンター助手になってからは，東南アジア研究セン

　ターの全建物，室内にいたるまでのネットワー

　ク・システムの高速化と整備，海外連絡事務所の

　情報システムの整備・改善，さらに様々な情報処

　理システムの導入・管理・運営，および安全な

　ネットワーク運用を行いつつ，研究支援のための

　情報処理関連サポート，情報サービス支援のため

　の情報技術関連の幅広い情報収集および実験を

　行っている。

6．（1）「画像のフォーマット変換」京都産業大学論

　　文，！998．

　（2＞「海外利用を主眼としたモバイルコンピュー

　　タの一般的な使用方法マニュアル」菓南アジア

　　研究センター，1999．

　（3）「動画画像の再構築」京都産業大学修士論文，

　　2000．

（4）「サーバーへの暗号技術を用いた遠隔操作マ

　　ニュアル」東南アジア研究センター，2000．

　（5）「情報処理室の過去と未来」東南アジア研究

　　センター，2000．

（6）「KUINS－IIIネットワーク設計」東南アジア

　研究センター，2001．

　（7）「システム運用上の情報セキュリティポリ

　　シー」東南アジア研究センター，2003．

⑧　「どんなコンピュータでも対応できる万全の

　故障機器修復体制」，『UMX　USER』（SOFT－

　BANK　Publishingの月刊誌）2003年12月号，

　2003．

⑨　「超ローコストで実現！タイ語図書データ

　　ベース構築物語」，『UNIX　USER』2004年！

　月号，2003．

米沢真理子

1．京都大学文学部，1972．

2．京都大学文学修士，1974。

4．（1）季刊誌『東南アジア研究』の特質と変遷

　　編集に携わっている『東南アジア研究』は40

　年以上の歴史を持ち，創刊当時と現在では掲載原

　稿の内容は，かなり変化している。他の地域研究

　誌とも比較しながら，その特質と変遷をできる限

　り明らかにしたい。

　②　高度情報化時代における出版

　　近年加速度的に高度化した情報通信・処理シス

　テムによって，出版も大きく変化せざるを得ない。

　活字から電子メディアへの移行は，単に表現手段

　の変化というにとどまらず，思考や記憶の様式，

　他者との関係性，世界観を根底から変えてしまう

　構造的な転換である。勿論印刷物が完全に廃棄

　されて電子メディアへ移るという発展段階的なプ

　ロセスではなく，一方に他方が重なっていく重層

　的なプロセスではあるが，電子メディアによる情

　報交換。情報発信を視野に置きっっ，日本と東南

　アジア諸国における出版の現状と問題点について

　考えてみたい。

5．1974年，京都大学東南アジア研究センターに文

　部事務官として採用される。1987年，資料部編

　吻血助手に配置換。2004年4月，京都大学東南

　アジア研究所助手。

ド　ン　ナ　　　　ア　モ　ロ　ソ

Donna　J．　AMoRoso

1．ラファイエット大学（国際事情），1982，

2．　コーネル大学Ph．　D．（東南アジア歴史学），

　1996．

3．歴史学

4．（1）．マレーシアおよびフィリピンにおける国家の

　　歴史

　（2）マレーシアにおけるナショナリズムとポスト

　　植民地主義

　　オンラインレヴュージャーナルKyoto　Reviezv

　of　Southeαst．Asiα（KRSEA）の編者として，学

　術的にも一般的にも新しい話題（政治，森林再生，

　国史編纂，地域経済統合，イスラーム）による企

　画・編集に携わってきた。その中で，このウェブ

　サイトの内容と機能の充実を図るとともに，東南

　アジア地域の研究者のみならずPubllc　IRtel茎ec－

tua至s（公共領域で活躍する知識人）とのネット

　ワークを広げることで，マネージング・エディ

　ターとしての職責も果たしている。2003年秋か

　ら2004年はじめにかけては，活動の拠点をバン

　コクに移し，ネットワークの一層の拡大に努めた。

2003年11月頃は，バンコクで開催されたPNC

年次会議“Cultural　Heritage　and　Collaboration

in　the　Digital　Age”に参加した。

　現在の研究上の関心は，比較植民地主義，国家

開発ナショナリズムである。その成果をマレー

　シァとフィリピンで開催された国際会議で発表し，

91



　Patricio　N．　Abinalesとの共著による教科書原稿

　を完成させた。これは，アメリカとフィリピンで

　出版予定である。　また，現在“Ma豆aya　in　the

　Empire：　TraditioRalism　and　the　Ascendency

　of　the　Ruling　Class　in　Colonial　Malaysia，　1874－

　1946”というタイトルで，本の原稿を執筆中であ

　る。

5．1990～92年コーネル大学講師，1992～93年

　コーネル大三挙干iJ　Southeast　A　sia　Program・Publi－

　cationsの編集助手，94年同上編集長代理。！994

　～99年ライト州立大学助教授，2000～01年東

　南アジア研究センター外国人研究員。2001年東

　南アジア研究センターEditorial　Fellow。　2004

　年4，月，東南アジア研究所Editorial　Fellow。

6．（1）　“Dangerous　Politics　and　the　Malay　Nation－

　　　alist　MovemeRt，　！945－47，”　South　East　Asia

　Research，　6（3），　1998．

（2）　“lnheriting　the　tMoro　Prob｝em’：　Muslim

　Authority　and　Colonial　Rule　in　British

　Malaya　and　the　Philippines，”　in　Julian　Go

　and　ARne　Foster　（eds．），　The　2tlmerican　Colo－

　nial　State　in　the　PhiliPPines　in　Global　PersPec－

　tives，　Durham　and　London：　Duke　Universi－

　ty　Press，　2003．

〈3）　“Making　Sense　of　Malaysia，”　Kyoto　Review

　oプSoutheastノ窪siα3，2003．

　http：／／kyotoreview．　cseas．　kyoto－u　ac．　jp／

　jssue／issue2／index．　html

（4）　State　and　Social　Forces　in　the　Philippines

　（共著）．Lanham，　MD：Rowman＆Little－

　field，　forthcoming．
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第8章　出　版　活　動

　東南アジア研究所では，東南アジア地域研究に関する様々な出版物を刊行している。1963年創

刊の季刊学術誌『東南アジア醗究』は，レフェリー制度のもとに学内外の東南アジア地域に関す

る重要な研究成果を掲載してきた。2004年4月現在41巻4号（通算167号）を数え，所収論稿は

膨大な数に上る。

　また東南アジア研究所では，東南アジア地域研究の発展に寄与するオリジナルな学術研究の発

表の場として，以下の4種類の叢書を刊行している。

叢　　書　　名 （言 語） 出版社

東南アジア研究叢書（和文） 博文社

東南アジア研究叢書（英文）

lonographs　of　the　Center

`sian　Studies

for　Southeast Unlvers宝ty　of　Hawai‘i　Press

地域研究叢書（和文） 京都大学学術出版会

地域研究叢書（英文）

jyoto　Area　Studies　on Asia
Kyoto　University　Press；Trans　Pacific
oress（Melbourne）

　東南アジア蛮的叢書（和文）は24冊，同叢書（英文：Monographs　of　the　Center　for　South－

east　Asian　Studies）は20冊，地域研究叢書（和文）は！4冊，同叢書（英文：Kyoto　Area

Studies・on　Asia）は8冊を刊行してきた。2000年4月より外部からの投稿も受け付けている。

　さらに，2002年には，和英ほか東南アジア諸言語により，東南アジア地域に関する最新情報を

レヴューするオンライン・ジャーナル（Kyoto　Review　of　Southeast　Asia）を立ち上げ，既に5号

を刊行した。

　研究報告書シリーズは，シンポジウムの報告書，科学研究費補助金による海外学術調査の報告

書，その他の研究奨励金を受けて行った研究の報告書，共同研究の中間的な成果，外国人研究員

の研究報告書など各種のものを含んでいる。現在101冊を数える。

　2004年4月現在で，研究所が刊行した東南アジア研究i叢書（和文，英文），地域研究叢書（和文，

英文），『東南アジア研究」（40巻1号以降），Kyoto　Revieno　of　Southeαst／Asia（2号以降）および

研究報告書シリーズの一覧を掲げる。なお，「東南アジア研究』は，研究所のホームページ

（http：／／www．cseas．kyoto－u．ac．jp）で電子的な複製（PDFファイル）としても提供している。現

在利用いただけるのは最新号から遡って26巻1号までであるが，国立情報学研究所の支援によ

り，近く全巻提供の予定である。
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1．研究叢書等

A．東南アジア素謡叢書（和文）

1．棚瀬　嚢爾

2．矢野　　暢．

3．本岡　　武．

4．坪内　良博；坪内　玲子，

5．飯島　　茂．

6．シュトルッ．

7．市村　真一編

8．石井　米雄編．

9，石井　米雄．

10．本岡　　武．

11．市村　真一編

12．口羽；坪内；前田編．

13．西原　正編．

14．エクスタイン他編．

15．渡部　忠世編．

16．水野　浩一一．

17．土屋　健治．

18．高谷　好一．

19．小林　和正．

20．石井　米雄編．

21．桜井由躬雄。

22．福井　捷朗．

23．口羽　益生編．

24．山田　　勇．

6
8
8
1
1
4
4
5
5
5
5
6
6
9
0
1
2

6
6
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
8
8
8

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ー
ユ
ー
1
1
1
1

1982．

1984．

1986．

1987．

1988．

1990．

199！．

『他界観念の原始形態』

『タイ・ビルマ現代政治史研究』

『東南アジア農業開発論』

『離婚一比較社会学的研究』創文社．

『カレン族の社会・文化変容』創文社．

『ビルマー地誌・歴史・経済』野上裕生（訳）．創面社．

『東南アジアの自然・社会・経済』創文社．

『タイ国一ひとつの稲作社会』創文社．

『上座部仏教の政治社会学』創文社

『インドネシアの米』創文社．

『東南アジアの経済発展』創文社．

『マレー農村の研究』固文社．

『東南アジアの政治的腐敗』密話社．

『中国の経済発展』市村真一（監訳）．創文社，

『東南アジア世界一地域像の検証』創文社．

『タイ農村の社会組織』創文社．

『インドネシア民族主義研究一タマン・シスワの成立と展開』

創文社．

『熱帯デルタの農業発展一メナム・デルタの研究』創文社．

『東南アジアの人口』創文社．

『東南アジア世界の構造と変容』創文社．

『ベトナム村落の形成一村落共有田＝コンディエン制の史的展

開』創文社．

「ドンデーン村一東北タイの農業生態』論文社．

『ドンデーン村の伝統構造とその変容』創文社．

『東南アジアの熱帯多雨林世界』創文社．

B．東南アジア研究叢書（英文二Monographs　of　the　Center　for　Southeast　Asian　Studies）

1．　SATo，　Takashi．　1966．　Field　Crops　in　Thailand．　Kyoto：　CSEAS．

2．　WATABE，　Tadayo．　1967．　Glutinous　Rice　in　Northern　Thailand．　Kyoto：　CSEAS．

3．　TAKiMoTo，　Kiyoshi，　ed．　1968．　Geology　and　Mineral　Resources　in　Thailand　and　Malaya．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto：　CSEAS．

4　．　KAwAGucHi，　Keizaburo；　and　KyuMA，　Kazutake．

　　　　　　　　　　　　　　　　1969．　Lowland　Rice　Soils　in　Thailand．　Kyoto：　CSEAS．

5　．　KAwAGucm，　Keizaburo；　and　KyuMA，　Kazutake．

　　　　　　　　　　　　　　　　1969．　Lowland　Rice　Soils　in　Malaya．　Kyoto：　CSEAS．

6．　MAEDA，　Kiyoshige．　1967．　A　lor　／anggus，　A　Chinese　Community　in　Malaya．　Kyoto：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CSEAS．

7．　lcHiMuRA，　Shinichi，　ed．　1975．　The　Economic　DeveloPment　of　East　and　Southeast　Asia．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．
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8．MsHIHARA，　Masashi．　　　　1976．　The　／OPαnese　αnd　Sπ々αγηoむ　Indonesiα’　To勿。一ノdleαrta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Relation，　1951－66．　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

　9．　lcHiMuRA，　Shinichi，　ed．　1977．　Southeast　Asia：　Nature，　Society　and　Development．　Honolulu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　Press　of　Hawaii．

10．　KAwAGucm，　Keizaburo；　and　KyuMA，　Kazutake．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1977．　Paddy　Soils　in　TroPical　Asia．　Honolulu：　University　Press　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hawai呈．

11・YosmHARA，　Kunio・　　　　　1978。ノ4Pαnese　Investment　in　Southeast　Asia．　Honolulu：Univers呈ty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press　of　Hawaii．

12．　lsmi，　Yoneo，　ed．　1978．　Thailand：　A　Rice－Grozving　Society．　Honolulu：　University

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press　of　HawaiL

13．　CHo，　Lee－Jay；　aRd　KoBAyAsHi，　Kazumasa，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．　Fertility　Transition　of　the　East　A　sian　Populations．　Honolulu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University　Press　of　Hawaii．

14．　KucHiBA，　Masuo；　TsuBoucHi，　Yoshihiro；　and　MAEDA，　Narifurni．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1979．　Three　Malay　Villages：　A　Sociology　of　Paddy　Growers　in　urest

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Malaysia．　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

15．　CHo，　Lee－Jay；　SuKARTo，　S．；　McNicoLL，　G．；　and　MAMAs，　S．　G．　M．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1980．　Population　Growth　of　indonesia：　A　n　A　nalysis　of　Fertil－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ity　and　Mortality　Based　on　the　197／　PoPulation　Census．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Honolulu：　University　Press　of　Hawaii．

16．　lsmi，　Yoneo．　1986．　Sangha，　State，　and　Society：　Thai　Buddhism　in　History．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kono｝ulu：　University　of　Hawaii　Press．

17．　TAKAyA，　Yoshikazu．　1987．　Agrz’cultural　DeveloPment　of　a　TroPical　Delta：　A　Study　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C肱oPhrのiα　1）blta．　Honolulu：University　of　Hawaii　Press．

18．　TsucHiyA，　Kenji．　1988．　Democracy　and　Leadership：　The　Rise　of　the　Taman　Siswa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Movement　in　lndonesia．　Honolulu：　URiversity　of　Hawaii

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Press．

19．　FuKui，　Hayao．　1993．　Food　and　Population　in　a　Northeast　Thai　Village．　Honolulu：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　URiversity　of　Hawaii　Press．

20．　YAMADA，　lsamu．　1997．　Tropical　Rain　Forests　of　Southeast　Asia：A　Forest　Ecologist’s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Viezu．　HoRolulu：　URiversity　of　Hawai‘i　Press．
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1

良博．

好一．

成文．

良博．

好一編．

良博編
廣祐．

好一編
良博編．

1996．

1996．

1996．

！998．

1999．

1999．

1999．

1999．

2000．

2000．

　　　会刊）

「マレー農村の20年』

『「世界単位」から世界を見る　　地域研究の視座』

『地域研究の問題と方法　　社会文化生態力学の試み』

「小人口世界の人ロ誌　　東南アジアの風土と社会』

『〈地域間研究の試み〉（上）　　世界の中で地域をとらえる』

『〈総合的地域研究を求めて〉　　東南アジア像を手がかりに』

「インドネシアの地場産業　　アジア経済再生の道とは何か？』

『〈地域間研究の試み〉（下）　　世界の中で地域をとらえる』

『地域形成の論理』

『地域発展の固有論理』
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1！．加藤久美子．

12．林　　行夫．

13．立本　成文．

14．玉田　芳史．

2000．『盆地世界の国家論　　雲南，シプソンパンナーのタイ族史』

2000．『ラオ人社会の宗教と文化変容一一東北タイの地域・宗教社会

　　誌』

2000．『家族圏と地域研究』

2003．『民主化の虚像と実像　　タイ現代政治変動のメカニズム』

D．地域研究叢書（英文：K：yoto　Area　Studies　on　Asia）

1．　YosHiHARA　Kunio．　1999．　The　IVation　and　Economic　Growth：　Korea　and　Thailand．

2．　TsuBoucHi　Yoshihiro．　2001．　One　Malay　Village：　A　Thirty－Year　Community　Study．

3．　Kasian　TEJApiRA．　2001．　Commodifying　Marxism：　The　Formation　of　Modern　Thai

　　　　　　　　　　　　　　　　Radical　Culture，　1927－1958．

4　．　HAyAMi　Yoko；　TANABE　Akio；　aRd　TomTA－TANABE　Yumiko，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　2003．　Gender　and　Modernity：　Perspectives　from　Asia　and　the

　　　　　　　　　　　　　　　　Pacific．

5．　HAyAsHi　Yukio．　2003．　Practical　Buddhism　among　the　Thai－Lao：　Religion　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　！レたz勉2zg　qブα1～egion．

6　．　LyE　Tuck－Po；　DE　JoNG，　Wil；　aRd　ABE　Ken－ichi，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　2003．　The　Political　Ecology　of　Tropical　Forests　in　Southeast　A　sia：

　　　　　　　　　　　　　　　　Historical　PersPectives．

7．　HAyAMi　Yoko．　2004．　Between　Hills　and　Plains：　Pozver　and　Practice　in　Socio－

　　　　　　　　　　　　　　　　Religious　Dynamics　among　Karen．

8　．　FuRuKAwA　Hisao，　NisHiBucHi　Mitsuaki，　KoNo　Yasuyuki，　and　KAmA　Yoshihiro，　eds．

　　　　　　　　　　　　　　2004．　Ecological　Destruction，　Health，　and　Development：　A　dvancing

　　　　　　　　　　　　　　　　Asian　Paradigms．

　1はKyoto　University　Press刊。　2以降はKyoto　University　PressとTrans　Pacific　Press

（Melboume）の共同出版。

E．その他の公刊図書

1。講座・東南アジア学（全10巻・別巻1）弘文堂．

第1巻　矢野　　暢編

第2巻　高谷　好一編

第3巻　坪内　良博編．

第4巻石井米雄編．
第5巻　前田　成文編．

第6巻　土屋　健治編，『

第7巻　矢野　　暢編．

第8巻　吉原久仁夫編．

第9巻　矢野　　暢編．

第10巻矢野　　暢編．

別　巻　矢野　　暢編．

1990．「東南アジア学の手法』

1990．『東南アジアの自然』

1990．『東南アジアの社会善

1991．『東南アジアの歴史』

1991．『棄南アジアの文化』

1990．『東南アジアの思想』

1992．『東南アジアの政治』

199！，『東南アジアの経済』

1991．『東南アジアの国際関係』

1991．『東南アジアとEi：本』

1992．il東南アジア学入門』

2，講座・現代の地域研究（全4巻）弘文堂．

　　第1巻　矢野　　暢編．　1993．『地域研究の手法』
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3
4

　第2巻　矢野　　暢編．

　第3巻　矢野　　暢編．

　第4巻矢野　暢編．

東南アジア研究センター編．

TsucmyA，　Kenji．

5　．　lsHii，　Yoneo．

6．　NisHmARA，　Masashi．

7．　FuRuKAwA，　Hisao．

8．　UEDA，　Yoko．

9．　YosHiHARA　Kunio．

1994．

1993．

1993．

1997．

1992．

1993．

1993．

1994．

1995．

2003．

『世界単位論』

『地域研究のフロンティア』

『地域研究と「発展」の論理』

『事典東南アジア　　風土・生態・環境』弘文堂．

Pθ側々γαs乞（Z侃KePemi吻inαn：　Kebαngfeitαn　Gerafeαn　Taman

Siswa．　Jakarta：Balai　Pus£aka．（東南アジア研究叢書（英文）

No．　18，　Democracy　and　LeadershiP：　The　Rice　of　the　Taman

Siswa　Movement　in　indonesiαのインドネシア語訳）

Se］’arah　Sangha　Thai：　Hubungan　Buddhisme　dengan　IVegara

dan　Masyarahat．　Bangi，　SelaRgor，　Malaysia：　PeRerbit

Universiti　K：ebangsaan　Malaysia．（東南アジア研究叢書（英

文）No．16，　Sαngha，　State，　and　Society：Thai　Buddhism　in

Historyのマレー語訳）

Sukarno，　Ratna　Sari　Dewi，　dan　PamPasan　Perang．　Jakarta：

Pustaka　Utama　Grafiti．（東南アジア研究叢書（英文）No．8，

The　／aPanese　and　Secfearno’s　lndonesiaのインドネシア語訳）

Coastal　Wetlands　of　indonesia：　Environment，　Subsistence　and

ExPloitation．　Kyoto　University　Press．

Local　Economy　and　EntrePreneurshiP　in　Thailand：　A　Case

Study　of　IVakhon　Ratchasima．　Kyoto　University　Press．

The　Nation　and　Economic　Growth：　Korea　and　Thailand　（in

Thai）．　Bangkok：　Thammasat　URiversity　Press．　（Kyoto

Area　Studies　oR　Asia　No．　1，　The　Nation　and　Economic

Growth：　Koreα　and　Thailandのタイ語訳）

2．『東南アジア研究』（40巻1号から41巻4号まで）

　各報告は，コード番号・著者名・報告表題・掲載頁の順に配列されている。コード番号は，4，

5桁目の数字が巻数を，3桁目の数字が号数を，そして，1，2桁目の数字が報告の番号を表し

ている。

40巻1号［Vol．40，　No．1］2002年6月［June　2002］

40101　Lye　Tuck－Po．　The　Significance　of　Forest　to　the　Emergence　of　Batek　Knowledge　in　Pahang，

　　　　Malaysia．　3－22．

40102鈴木基義；安井清子［Suzuki　Motoyoshi；and　Yasui　Kiyoko］．ラオス・モン族の食料問題と移住

　　　　　［Food　Problems　and　Migration　among　the　Hmong　Tribe　in　Laos］．　23－41．

40103見市　建［Miichi　Ken］．インドネシアにおけるイスラーム左派と知識人ネットワーク［Islamic　Left

　　　　and　lntel｝ectual　Network　in　lndonesia］．　42－73．

40104　Momose　Kuniyasu；　and　Shimamura　Tetsuya．　Environments　and　People　of　Sumatran　Peat

　　　　Swamp　Forests　1：　Distribution　and　Typology　of　Vegetation．　74　一　86．

40105　Momose　Kuniyasu．　Environments　and　People　of　Sumatran　Peat　Swamp　Forests　II：　Distribution

　　　　of　Villages　aRd　lnteractions　beSween　People　and　Forests．　87　一　108．
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書評［Book　Review］

40106　Hayami　Yoko．　Jane　Richardson　Hanks；　and　Lucien　Mason　Hanks，　Tribes　of　the　North　Thailand

　　　　Frontier．　109　一　111．

現地通｛言　［Field　Report］

40107五十嵐忠孝［lgarashi　Tadataka］． パロロは出たか？［Did　Palolo　Swarming　Occur？〕．112－！！3．

40巻2号［Vol．　40，　No、2］2002年9月［Sept．2002］

40201こ口　信［Yoshida　Makoto］．オランダ植民地統治と法の支配　　統治法109条による「ヨーロッパ

　　　　　人」と「原住民」の創出［Colonialism　and　the　Rule　of　Law：The　Creation　of“EuroPean”and

　　　　　“lnlander”　in　the　East　lndies］．　115－140．

40202金子正徳［Kaneko　Masanori］．インドネシア新秩序体制下における「地方」の創造　　言語・文化

　　　　　政策とランプン州の地方語教育［lnventing　a　Regional　Culture　in　New　Order　Indonesia：Lan－

　　　　　guage　and　Culture　Policy　and　Local　Language　Education　（Pendidihan　Bahasa　Daerah）　in

　　　　　Lampung　Province］．　141－165．

40203芝原真紀［Shibahara　Maki］．タイ王国東北部農村世帯の生活構造における野生動植物採集の位置づ

　　　　　け　　生活時間のアブm一チから　［Evaluat圭ng　Hunting　and　Gathering　Activities　in　the　Life

　　　　　Structure　of　Rura｝　Households　in　Northeastern　Thailand　Using　the　Time　AIIocation　Ap－

　　　　　proach］．　166－189．

40204　Momose　Kuniyasu．　Ecologiacal　Factors　of　the　Recent｝y　ExpandiRg　Style　of　Shifting　Cultiva－

　　　　　tion　in　Southeast　Asian　Subtropical　Areas：　Why　Couid　Fallow　Periods　Be　Shortened？　190　一　199．

40205　Sukardjo，　Sukristijono．　lntegrated　Coastal　Zone　Management　（ICZM）　in　lndonesia：　A　View

　　　　from　a　Mangrove　Ecologist．　200　一　218．

書評［Book　Reviews］

40206二元聡子〔Hamamoto　Satoko］．　Jeroen　Touwen，　Extremes　in／ArchiPelαgo：Trαde　and　Economic

　　　　Development　in　the　Outer　lslands　of　lndonesia，　1900－1942．　219　一　221．

40207村上　咲［Murakami　Saki］．　Frederick　Cooper；and　Ann　Laura　Sto圭er，　eds，　Tensions（of　EmPire：

　　　　　Colonial　Cultures　in　a　Bourgeois　VVorld．　222－224．

現地通信［Field　Reports］

40208青山　亨［Aoyama　Toru］．東ティモールに日は昇ったか？［Has　the　Sun　Risen　in　East　Timor？］．

　　　　　225　一　226．

40209小林　知［Kobayashi　Satoru］．政党政治の実践とカンボジアの村社会［On・the・Commune・Election

　　　　in　Cambodia：　The　IRstallation　of　Party　Politics　in　Rural　Society］．　227－228．

40210北村由美［Kitamura　Yumi〕．図書館の扉の向こう　　タイの大学図書館活動から学ぶこと［Step－

　　　　ping　out　the　Library　Door：　Learning　from　the　Activities　of　Academic　Libraries　in　Thailand］．

　　　　229　一　23／．

40巻3号［Vol．40，　No．3］2002年12月［Dec．2002］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Population　and　Globalization

40301　Abe　Shigeyuki；　La　Croix，　Sumner　J．；　and　Mason，　Andrew．　Preface．　235　一　239．
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40302La　Croix，　Sumner　J．；Mason，　Andrew；Abe　Shigeyuki．　Population　aRd　Globalization．240－267．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　セ
40303Hlggins，　Matthew；and　Wi11iamson，　Jeffrey　G．　Explaining　lnequality　the　World　Round：Cohort

　　　　　Size，　Kuznets　Curves，　and　Openness．268－302．

40304Alva，　Soumya；and　Entw呈s至e，　Barbara．　Employment　TraRs圭tions　in　an　Era　of　Change呈n

　　　　　Tha呈land．303－326．

40305Tsuya　Noriko　O．；and　Chayovan，　Napaporn．　The　Economic　Crisis　and　Desires　for　Children　and

　　　　　Marriage　in　Thailand．327－349．

40306Bat亀istella，　Graziano．　Unauthorized　Migrants　as　Global　Workers　in　the　ASEAN　Region．350－

　　　　　371．

40307Tsay，　Ching一至ung．　Labor　Migration　and　Reg圭ona玉Changes　in　East　Asia：Outflows　of　Thai

　　　　　Workers　to　Taiwan．372－394．

40308Leete，　Richard；MasoR，　AIldrew；Ogawa　Naohiro；Mahmud，　Simeen；and　Chaudhury，　Rafiqul

　　　　　Huda．　Does　Globa豆ization　Adversely　Affect　Population　and　Poverty？The　Views　of　Five

　　　　　Panelists．395－416．

40巻4号［Vol．40，　No．4］2003年3月［March　2003］

40401　MacdoRa｝d，　Charles　J－H．　Urug．　An　Anthropological　lnvestigation　on　Suicide　in　Palawan，　Philip－

　　　　　pines．　419　一　443．

40402　Nguyen　The　Anh．　Traditional　VietRam’s　lncorporation　of　External　Cultura｝　and　Technical

　　　　　Contributions：　Ambivalence　and　Ambiguity．　444　一　458．

40403　Soda　Ryoji．　Development　Policy　and　Human　Mobility　in　a　Developing　Country：　Voting　Strate－

　　　　　gy　of　the　lban　in　Sarawak，　Maiaysia．　459　一　483．

40404伊藤正子　［lto　Masako］．タイー族・ヌン族の国内移住の構造　　ベトナム東北山間部少数民族の

　　　　　ネットワーク　［The　Structure　of　Rttral－Rura｝Mlgration　of　the　Tay－Nung　People：E惚nic

　　　　　Minorities’　Networks　in　the　Vietnamese　Northeast　Mountain　Area］．　484－501．

40405鬼丸武士［Onimaru　Takeshi］．阿片・秘密結社・自由貿易　　19世紀シンガポール，香港でのイギ

　　　　　リス植民地統治の比較研究［Opium，　Secret　Societies，　Free　Trade：AComparative　Study　of　Brit－

　　　　　ish　Colonial　Rule　in　Nineteenth　Century　Singapore　and　Hong　Kong］．　502　一　519．

現地通信［Field　Report］

40406藤田幸一［Fuji£a　Koichi］．ミャンマー社会雑感［Considering　MyaRmar　Society］．520－521．

　　　　　　　　　　　　　　　　　41巻1号［Vol．41，No．1］2003年6月［June　2003］

　　　　　　　　　　　　　Environmental　Conseiousness　in　Southeast　and　East　Asia：

　　　　　　　　　　Comparative　Studies　of　Publie　Perceptions　of　Environmental　Problems

　　　　　　　　　　　　　　　　　iR　Hong　Kong　（China），　Japan，　Thailand，　and　Vietnam

41101　Rambo，　A．　Terry；　Aoyagi－Usui　Midori；　Lee，　Yok－shiu　F．；　Nickum，　James　E．；　aRd　Otsuka　Takashi．

　　　　　Preface．　3－4．

41102　Nickum，　James　E．；　and　Rambo，　A．　Terry．　Methodology　and　Major　Findings　of　a　Comparative

　　　　　Research　Project　on　Environmental　Consciousness　in　Hong　Kong　（China），　JapaR，　Thailand，

　　　　　and　Vletnam．　5－14．

41103　Lee，　Yok－shiu　F．　Environmental　Consciousness　in　Hong　Kong．　15　一　35．

41104　Nickum，　James　E．；　Aoyagi－Usui　Midori；　and　Otsuka　Takashi．　Environmental　Consciousness　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99



　　　　　Japan．　36　一　58．

41105　Panya，　Opart；　and　Sirisai，　Solot．　Environmental　Consciousness　ln　Thailand：　Contestlng　Maps　of

　　　　　Eco－Conscious　MiRds．　59　一　75．

41106　Pham　Thi　Thuong　Vi；　and　Rambo，　A．　Terry．　Environmental　Consciousness　in　Vietnam．　76　一　100．

41107　Nguyen　The　Anh．　Village　versus　State：　The　EvolutioR　of　State－Local　Relations　in　Vietnam　until

　　　　　1945．　101　一　123．

書評［Book　Reviews］

41108吉原久仁夫［Yoshihara　Kunioコ．　Michael　T．　Rock，　Pollution　Contr（）1　in　East　Asiα：　Lessons　from

　　　　　Newly　lndustrializing　Countries．　124．

41109　Hau，　Caroline　S．　Resil　B．　Mojares，　Waiting　for　Man’ang　Makiling　Essays　in　Philippine　Cecltural

　　　　　History．　125　一　127．

4！！10藤田　渡［Fujita　Wataru］．佐藤　仁，『稀少資源のポリティクス　　タイ農村にみる開発と環境の

　　　　　はざま』　［Sato　Jin，　The　Politics　of　Scarce　Resources：Conservαtionαnd　DevelOPment　in　Rural

　　　　　Thailand］．　128－13ユ．

現地通信［Field　Report］

41111柳澤雅之［Yanagisawa　Masayuki］．ベトナムの変化の中で［Area　Studies　in　the　Vietnamese

　　　　　Transition］．　132－134．

41巻2号［VoL　41，No．2］2003年9月［Sept．2003］

41201　Aguilar，　Jr．　Filomeno　V．　Global　Migrations，　Old　Forms　of　Labor，　aRd　New　TraBsborder　Class

　　　　　Relations．　137　一　161．

41202　Ooi，　Keebeng．　Three－Tiered　Social　Darwinism　in　Malaysian　Ethnographic　History．　162一　！79．

41203　Tran　Duc　Vien．　Cu｝ture，　Envionment，　and　Farming　Systems　in　Vietnam’s　Northern　Mountain

　　　　　Region．　180　一　205．

41204　Fujita　Wataru．　Dealing　with　Contradictions：　Examining　National　Forest　Reserves　in　Thailand．

　　　　　206　一　238．

41205　lchikawa　Masahiro．　Shifting　Swamp　Rice　Cultivation　with　Broadcast　Seeding　in　lnsular

　　　　　Southeast　Asia：　A　Survey　of　lts　Distribution　and　£he　Natural　and　Social　Factors　lnfluencing　lts

　　　　　Use．　239　一　261．

書評論文［Review　Artiele］

41206白石　隆［Shiraishi　Takashi］．アメリカ「帝国」，「ならず者」国家，イスラム主義［Empire，　Rogue

　　　　　States，　lslamism］．　262－266．

41巻3号［Vol．　41，No．3］2003年12月［Dec．2003］

41301　BooRmathya，　Ratana　Tosakul．　A　Narrative　of　CoRtested　Views　of　Development　in　Thai　Society：

　　　　　Voices　of　Villagers　in　Rural　Northeastern　Thailand．　269　一298．

41302　Barretto－Tesoro，　Grace．　Burial　Goods　in　the　Philippines：　An　Attempt　to　Quantify　Prestige

　　　　　Va王ues．299－3ユ5．

41303　Simaraks，　Suchint；　Subhadhira，　SukaesiRee；　and　Srila，　Somjai．　The　Shifting　Role　of　Large

lOO



　　　　　Livestock　in　Northeast　Thailand．　316　一　329．

41304中西嘉宏［Nakanishi　Yoshihiro］．未完の党＝国家　　ネー・ウィンとビルマ社会主義計画党［Par－

　　　　　ty－State　Manque：　Ne　Win　and　ehe　Burma　Socialist　Programme　Party］．　330　一　360．

41305森下明子［Morishi£a　Akiko］．スハルト体制崩壊後のインドネシア政治エリート　　1999年総選挙

　　　　　による国会議員とはどのような人たちか［lndonesia’s　Politicai　Elite　after　the　Fal｝of　Soeharto：

　　　　　The　1999　Elections　to　the　People’s　Representative　Council］．　361－385．

書評［Book　Reviews］

41306　Rambo，　A．　Terry．　Jean　Michaud，　ed，　Turbulent　Times　and　Endun’ng　Peoples：　Mountain　Minorities

　　　　　in　the　South－East　A　sian　Massif．　386　一　389．

41307西出光昭　［Nishibuchi　Mitsuaki］．山崎修道監修；小早川隆俊編著，『新版・感染症マニュアル』

　　　　　［Yamazaki　Shudo，　supervised；　Kobayakawa　Takatoshi，　ed，　lnfection　Manual，　New　Edition］．

　　　　　389　一　390．

41308藤田幸一［Fujita　Koichi］．佐藤　品品『援助と社会関係資本　　ソーシャルキャピタル論の可能

　　　　　性』［Sato　Hiroshi，　ed．　Aidαnd　Sociαl　Capital’Potentials（｝f　the　Concept（）f　Social　Cal）itα1］．390－

　　　　　392．

41309吉原久仁夫［Yoshihara　Kunio］．　Yuri，　Sadoi，　Sleill　Formαtion　in　Malαysian　Auto　Parts　lndustry．

　　　　　392　一　393．

現地通信［Field　Report］

413！0古川久雄〔Furukawa・Hisao］．オアシスの風と嵐［Breezes　Have　Changed　to　Storms　in　Afghani－

　　　　　stan］．　394－420．

41巻4号［VoL　41，No．4］2004年3月［March　2004］

　　　　　　　　　　　　Sllstainable　Agro－resources　Management　in　the　Mountainous

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Region　of　Mainland　Southeast　Asia

41401　Kono　Yasuyuki；　and　Rambo，　A．　Terry．　Preface．

41402　Yamada　Kenichiro；　Yanagisawa　Masayuki；　Kono　Yasuyuki；　and　Nawata　EijL　Use　of　Natural

　　　　　Biological　Resources　and　Their　Roles　in　Household　Food　Security　in　Northwest　Laos．

414e3　Vityakon，　Patma；　Subhadhira，　Sukaesinee；　LimpiRuntana，　Viriya；　Srila，　Sornjai；　Trelo－ges，

　　　　　Vidhaya；　and　Sriboonlue，　Vichai．　From　Forest　to　Farmfields：　Changes　in　Land　Use　in　URdulat－

　　　　　ing　Terrain　of　Northeast　Thailand　at　Different　Scales　during　the　Past　Century．

41404　Trelo－ges，　Vidhaya；　Limpinuntana，　Viriya；　and　Patanothai，　Aran．　Nutrient　Balances　and　Sus－

　　　　　tainability　of　Sugarcane　Fields　iR　a　Mini－Watershed　Agroecosystem　of　Northeast　Thailand．

41405　TraR　Duc　VieR；　Nguyen　Van　Dung；　Pham　Tien　Dung；　and　Nguyen　ThaRh　Lam．　A　Nutrient

　　　　　Ba｝ance　Analysis　of　the　Sustainability　of　a　Composite　Swiddening　Agroecosystem　in　Vietnam’s

　　　　　Northern　Mountain　Region．

41406　Sakurai　Katsutoshi；　Kawazu　Hiwasa；　Kono　Yasuyuki；　Yanagisawa　Masayuki；　Le　Van　Tiem；　Le

　　　　　Quoc　Thanh；　DaRgthaisong，　Nittaya；　and　TriRh　Ngoc　Chau．　lmpact　of　Agricultural　Practices　on

　　　　　Slope　Land　Soil　Properties　of　ihe　Mountainous　Region　of　Northern　Vietnam：　A　Case　Study　in

　　　　　Bac　Ha　District．　Lao　Cai　ProviRce．
　　　　　　　　　　　　　　　　　’

41407　Watanabe　Etsuko；　Sakurai　Katstttoshi；　Okabayashi　Yukoh；　Nouanthasing，　Lasay；　and　Chanp－

　　　　　hengxay，　Alounsawat．　Soil　Fertility　and　Farming　Systems　in　a　Slash　and　Burn　Cultivation

IOI



　　　　　Area　of　Northern　Laos．

41408　Ongprasert，　Somchai；　and　Prinz，　Klaus．　lntensification　of　Shifting　Cultivation　by　the　Use　of

　　　　　Viny　Legumes　in　Northern　Thailand．

41409　Kono　Yasuyuki；　and　Rambo，　A．　Terry．　Some　Key　lssues　Relating　to　Sustainable　Agro－resources

　　　　　Management　in　the　Mountainous　Region　of　Majnland　Southeast　Asia．

書評［Book　Review］

41410辻井洋行［Tsujii　Hiroyuki］。植木真理子，『経営技術の国際移転と人材育成　　Elタイ合弁自動車企

　　　　　業の実証分析』［Ueki　Mariko，　international　Transfer（ゾ鉱α駕gθ磁♂舗薦sαη4仇彫αη1～θsoππes

　　　　　DeveloPment　EmPirical　Study　of　lapanese　＆　Thai　A　utomotive　foint　ComPanies］．

3　．　Kyoto　Review　of　Southeast　Asia

　　オンライン・ジャーナルK：yoto　Reviezu　Of　Soortheast　Asia（http＝／グkyotoreview．　cseas。　kyoto－

u．ac．jp）の第2号から5号までの内容を以下にあげる。

Issue　2　／　Disaster　and　Rehabilitation　／　Oetober　2002

Ed量tor量al

　　　Djsaster　and　Rehabilitation，　by　Yamada　lsamu

　　　In　This　lssue　of　the　Kyoto　Review，　by　Donna　」．　Arnoroso

Review　Essays（abstrac彪（1勿」勉．donθS∫an，　English，」残⑳勿。，ノdPαnese，αnd　Thai）

　　　Community　Forestry　aRd　the　Stewardship　of　Tropical　Forests　in　Asia，　by　Wil　de　Jong

　　　“Comrr｝unity　Forest”　and　Thai　Rural　Society，　by　Fujita　Wataru

　　　Trends　in　Ecological　SSudies　of　West　Malaysian　Rainforests，　by　Momose　Kuniyasu

　　　Illegal　Logging－History　and　Lessons　from　lndonesia，　by　Sato　Yuichi

Features

　　　Gender　and　the　MaRagemen£　of　Nature　Reserves　in　VietRam，　by　Tuong　Vi　Pham

　　　Is　Sustainable　Mangrove　Management　Possible？　by　Le　Thi　Van　Hue

　　　Eco£ourism　in　Vietnam：　Potential　and　Reality，　by　Phan　Nguyen　Hong，’Quan　Thi　QuyRh　Dao，　and

　　　Le　Kim　Thoa

　　　OR　the　Politics　of　Nature　Conservation　in　Thailand，　by　Pinkaew　Laungararnsri

　　　Constraints　on　People’s　Partjcipation　jR　Forest　ManagemeRt　in　Thajland，　by　Pearmsak　Makarab－

　　　hirom

　　　Commentary：　Hjorleifur　Jofisson　on　Nature　Preservation　and　lnternational　Finance

　　　Commentary：　D．G．　Donovan　on　Globalization　from　the　Lao　Hinterlands

　　　Commentary：　Zawawi　lbrahim　on　the　Changing　Environment　of　the　Penans　in　Baram　Sarawak

Reprints

　　　The　S・tink　That　Won’t　Go　Away，　by　Jet　Damazo

　　　Garbage　Nightmares：　Forum　on　Garbage　and　Solid　Waste　Management，　Universi£y　of　the

　　　Philippines，　Diliman，　March　4　一8，　2002

　　　Mains£ream　Development，　by　Piyaporn　Wongruang

　　　Chao　Phya：　A　River　Fraught　with　DaRger，　by　Kamol　Sukin　and　Sirinar£　Sirisunthorn

Books　of　Note

　　　LaPoran　A　lehir　Studi　Perencanaan　Partispatif　Pulau－Pulau　Kecil　Di　Kota　Mahassar　（Final　report：
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Study　on　participatory　planniRg　in　small　islands　of　Makassar），　by　Hamamoto　Satoko

EIA　＆　Telapak，　Timber　Trafficking　／llegal　Logging　in　lndonesia，　South　East　A　sia　and　／ntemational

Consumption　of　lllegally　Sourced　Timber，　by　Kato　Tsuyoshi

Michael　Leigh，　ed．，　Borneo　2000：　Environment，　Conservation　and　Land，　by　lchikawa　Masahiro

Film　Review “Bendum：　ln　the　Heart　of　Mindanao，”　by　Coeli　Barry　and　Donna　J．　Amoroso

Issue　3　／　Nations　aRd　Other　Stories　／　March　2003

Editorial

　　　Nations　and　Other　Stories，　by　Donna　J．　Amoroso

Reyiew　Essays　（abstracted　in　lndonesian，　English，　Filipino，　faPanese，　and　Thai）

　　　Towards　Reinventing　lndonesian　Nationalist　Historiography，　by　Rommel　Curaming

　　　Making　Sense　of　Malaysia，　by　Donna　J．　Amoroso

　　　Exposition，　Critique，　aRd　New　Directions　for　Pantayong　Pananaw，　by　Ramon　Guillerrno

　　　Problems　iR　Contemporary　Thai　NatioRalist　Historiography，　by　Patrick　Jory

Features

　　　Said　Zahari’s　Long　Nights，　by　Abdul　Rahman　Embong

　　　On　Knowledge，　the　Nation，　and　URiversals，　by　Kasian　Tejapira

　　　To　Suffer　Thy　Comrades，　by　Robert　Francis　Garcia

　　　IT　and　the　Study　of　History，　by　Chalong　Soontravanich

　　　Research　and　Documentation：　Hamashita　Takeshi　on　Ryukyu　Networks　in　Maritime　Asia

　　　Research　and　Documentation：　The　Rekidai　Hoan：　Documents　of　the　Ryukyu　Kingdom

　　　Research　and　Documentation：　Liu　Hong　on　Southeast　Asian　Studies　in　Greater　China

　　　Research　and　Documentation：　Onimaru　Takeshi　on　Japanese　Studies　oR　CommuRism　in　Asia

　　　Research　and　Documentation：　The　Osaka　Museum　of　Ethnology

　　　Research　and　Documentation：　Wu　Xiao　An　oR　Centers　for　Chinese　Studies　in　SEA

Repr曼Rts

　　　Thai｝and－Cambodia：　A　Love－Hate　Relationship，　by　Charnvit　Kasetsiri

　　　The　Thai　Cultural　Constitution，　by　Nidhi　Eoseewong

　　　The　Chinese　in　the　Collective　Memory　of　the　lndonesian　Nation，　by　Asvi　Warman　Adam

Books　of　Note

　　　Rusli　Amran　and　the　Rewriting　of　Minangkabau　History，　by　Jeffrey　Hadler

　　　Patricia　M．　Pelley，　Postcolonial　Vietnam：　New　Histories　of　the　National　Past，　by　Haydon　L．　Cherry

　　　Confucianism　in　Vietnam，　by　Bruce　Lockhart

　　　Philip　E．　Catton，　Diem　’s　Final　Failecre：　Prelude　to　Amen’ca　’s　YVar　in　Vietnam，　by　Edward　Miller

　　　Filomeno　V．　Aguilar，　Jr．，　Clash　of　Spirits：　The　History　of　Power　and　Sugar　Planter　Hegemony　on　a

　　　Visayan　lsland，　by　Kekneth　Paul　Andrew　Sze－Sian　Tan

　　　Marites　N．　Sison　and　YvoRne　T．　Chua，　A　rmando　」　Malay：　A　Guardian　of　Memory　（The　Life　and

　　　Times（ゾαF乞侮）勿。／burnαlist　and∠Activisの，　by　Patricio　N．　Abinales

　　　Amitav　Ghosh，　The　Glass　Palace，　by　Sumit　K．　Mandal

Issue　4　／　RegioRal　Economic　IRtegration　／　October　2003

Editorial

　　　In　This　lssue　and　Coming　Next

　　　The　E｝ectronic　Cu｝tural　Atlas

．．．Islam，　by　Donna　」．　Amoroso

Initiative，　by　Caverlee　Cary，　Leedom　Lefferts，　and　DoRna　J．
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　　　Amoroso

Review　Essays　（abstracted　in　lndonesian，　English，　FiliPino，　Japanese，　and　Thai）

　　　An　Assessment　of　the　Philippine　EcoRomy，　by　Germelino　M．　Bautista

　　　Malaysian　ChiRese　Business：　Who　Survived　the　Crisis？　by　Lee　Kam　Hing　and　Lee　Poh　Ping

　　　Overseas　Filipino　Workers，　Labor　Circulation　in　Southeast　Asia，　and　the　（Mis）　management　of

　　　Overseas　Migration　Programs，　by　Odine　de　Guzman

　　　Recent　Research　on　Human　Trafficking　in　MaiRlaRd　Southeast　Asia，　by　Supang　Chantanavich

Features

　　　Economic　Regionalization　in　East　Asla，　by　Urata　Shujiro

　　　Commentary：　Kenichi　OhRo：　Will　Vietnam’s　Growth　Last？

　　　Thailand’s　Positioning　in　a　New　Global　Economic　Paradigm，　by　Olarn　Chaipravat

　　　The　Philosophy　of　Sufficiency　Economy，　by　Medhi　KroRgkaew

　　　IRdonesian　Migrant　Workers　in　Japan：　Typology　and　HumaR　Rights，　by　Haning　Romdiati

　　　Focus　on：　NGOs　He｝ping　MigraRt　Workers　in　Japan

　　　Japanese　Government　Support　for　Cultural　Exports，　by　Nissim　Otmazgin

　　　Will　the　MekoRg　Survive　Globalization？　by　Charnvit　Kasetsiri

　　　The　“Bombay　5－6”：　Last　Resource　lnformal　Financiers　for　Phi｝ippine　Micro－Enterprises，　by

　　　Kondo　Mari

Reprin毛S

　　　Mahathir’s　Economic　Legacy，　by　Jomo　K．S．

　　　Economic　Partnerships　with　ASEAN　Members　are　Necessary，　by　Shiraishi　Takashi

　　　SumatraR　Villagers　Sue　Japan　over　ODA　Dam，　by　Amanda　Suutari

　　　Public　Perceptions　of　lndonesia’s　Crisis，　by　JasrniR　Sungkar

　　　Renditions：　Madness　at　Simpang　Kraft，　by　Chik　Rini

Books　of　Note

　　　Arsenio　Ba豆isacan　and　Hal　Hill，　eds．，　The　P厩地ゆine　Econo〃zy’1）evelop〃lent，　Policies，　and　Chα1－

　　　lenges，　by　Eric　Batalla

　　　Notice　for　IDEAs，　by　IDEAs　Executive　Committee

　　　Notice　for　lnternational　Journal　of　Business　and　Society，　by　IJBS　editors

　　　David　Bourchier　and　Vedi　Hadiz，　eds．，　lndonesian　Politics　and　Society：　A　Reader，　by　Patrick　Jory

　　　・Edward　Aspinall　and　Greg　Fealy，　eds．，　Local　Potuer　and　Politics　in　／ndonesia：　Decentralisation　and

　　　Democratisation；　Leo　Suryadinata，　Evi　N．　Arifin，　aRd　Aris　Ananta，　eds．，　lndonesia’s　PoPulation：

　　　Ethnicity　and　Religion　in　a　Changing　Political　LandscaPe，　by　Wahyu　Prasetyawan

　　　The　Alewsbreale　Story，　by　Newsbreak　editors

　　　Notice　for　Focus：　Forum　on　ContemPorary　A　rts　＆　Society，　by　Focus　editors

　　　Notice　for　Wacana　Seni：　lournal　of　Arts　Discourse，　by　Wacana　Seni　editors

Issue　5　／　lslam　in　Southeast　Asia　／　March　2004

Editorial

　　　In　This　lssue，　by　Donna　J．　Amoroso

　　　Digital　Dataset　Critique，　by　Caverlee　Cary

Review　Essays（abstracted伽」rndonesiαn，　English，　F¢油皿o，ノOPanesθ，　and　Thai）

　　　MappiRg　the　Terrain：　Politics　and　Cultures　of　lslamization　of　Knowledge　in　Malaysia，　by

　　　Alexander　HorstmanR

　　　Wolnen，工slam，　and　the　Law，　by　Patricio　N．　Abinales
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　　　Workshop　Report：　“A　Plural　Peninsula”　at　Walailak　University

　　　Ties　of　Brotherhood：　Culturai　Roots　of　Southern　Thailand　and　Northern　Malaysia，　by　Suthiwong

　　　Phongphaibun

　　　Vietnam－Champa　Relations　and　the　Malay－lslam　Regional　Network　in　the　17th－19th　Centuries，　by

　　　Danny　Wong　Tze　Ken

　　　Democracy　Takes　a　Thttmping：　lslamist　and　Democratic　OppositioR　in　Ma｝aysia’s　Electoral

　　　Authoritarian　Regime，　by　Dan　Slater

　　　Yunnanese　Muslims　along　the　Northem　Thai　Border，　by　Wang　Liulan

　　　Moderate　IRdonesian　Muslim　Rejection　of　the　US　Attack　on　lraq，　by　NoRg　Darol　Mahmada

　　　For　the　Record：　An　Anti－War　Protest　iR　Jakarta　Days　Before　the　Bali　Bomb　Attacks，　by　Sumit　K．

　　　Mandal

　　　Economic　Development，　Security，　and　Conflict　Prevention　in　Southern　MiRdanao，　by　Tina

　　　Cuyugan

　　　Comment　on　ARMM　Education　Policies，　by　Masako　lshii

　　　Malaysia’s　Growing　Economic　Relations　with　the　Muslim　World，　by　Khadijah　Md．　Khalid

RepriRts

　　　Islamic　Art　in　Southeast　Asia，　by　Patricia　Ma．　Araneta

　　　Renditions：　Blue　Blood　of　the　Big　Astana，　by　lbrahim　A．　Jubaira
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　　　After　the　Fall　of　Baghdad，　by　Ulil　Abshar－Abdalla
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　　　白鼠（Liu　Hong），哉后新加披隼人社会的嫡変：本土情杯，区域團絡，全球視野（The・Transformation・of

　　　Chinese　Society　iB　Postwar　Singapore：　Localizing　Process，　Regional　Networking，　and　Globai
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1．　KAwAGucm，　Keizaburo，　ed．　1965．　Rice　Culture　in　Malaya，　Symposium　Series　No．　1．
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